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マレーシア，カメロン＝ハイランドにおける 
ヒル＝ステーションと花卉栽培の展開
Development of Hill Station and Floriculture in the Cameron Highlands, Malaysia
Abstract: There are many highland settlements known as “hill stations” in Southeast Asian 
countries under the tropical climate. Hill stations were developed by the British and Dutch 
colonial masters during the nineteenth century as a place of refuges from the heat.
This research explores the floriculture industry in the Cameron Highlands of Malaysia, one 
of the typical hill stations in colonial Asia. The Cameron Highlands has a population of 34,510 
on 2010. Some 37percent of the inhabitants of the Cameron Highlands are Chinese Malaysian, 
and they shoulder the flower and vegetable growing business along with Indian Malaysian who 
numbered about 6,800 （20％ of the population）.
Now flower farming is an important industry in the Cameron Highlands in addition to its 
original function as a resort in comfortable climate. The temperate flowers and vegetables in 
the Cameron Highlands are mostly to be found above 1,000meters above sea level. In-depth 
interviews with farmers from three different categories by their farm size revealed the evolu-
tion and the current status of floriculture industry in the Cameron Highlands.
Flower farming is one of the significant industries in the Cameron Highlands along with 
vegetable and tea farming utilizing the condition of highlands in tropical climate.
Chrysanthemum is the major production among the thirteen types of mid-latitude flowers 
cultivated in the area. Japan is the largest importer among others including Singapore, Austra-
lia, and Middle East.
Farm labours of the flower and vegetable farm in the Cameron Highlands has been family 
members until the first half of 1990s. It was permitted to employ foreign workers on the agri-
cultural sector in the Cameron highlands from 1992 and the foreign workers numbered about 
15,000 only in the agricultural sector as in January 2015.
Since 1980s, Cameron Highlands has been turning into a domestic resort destination among 
the Malays with the economic development of Malaysia. This domestication of visiting hill 
stations for holidays is prevalent in the South Asia.
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Ⅰ はじめに：コロニアリズムの所産としての
hill stations
Ⅱ カメロン＝ハイランドの「発見」と集落の
形成
 1）ヒル＝ステーションとしての展開
 2） ヒル＝ステーションにおける農耕と花
卉栽培
Ⅲ 花卉栽培における熱帯の有利性とカメロン
＝ハイランド
Ⅳ 花卉栽培の特色と農家
 1） Temporary Occupation License（TOL）
と農耕
 2） テラス耕作と土壌侵食
 3） 雨除け栽培の進展と農耕
 4） 花卉栽培農家の経営と花卉の流通
 5） 外国人農業労働力の導入とその背景
 6） 花卉栽培農家と花卉取扱業者の事例
Ⅴ おわりに
Ⅰ	 はじめに：コロニアリズムの所産として
の高原保養地 hill	stations
熱帯や亜熱帯に属する地域には，いわゆる hill 
stations（高原保養地；以下ヒル＝ステーション
と記す）とよばれる山地集落が形成されている．
その成立と発展は，いわゆるヨーロッパ列強によ
る植民地政策の展開と密接に関連している．しか
しヒル＝ステーションのアイデアーそのものは
ヨーロッパの宣教師たちが生みだしたものらしい
（Crossette, B. 1998）．
ヒル＝ステーションの嚆矢について稲垣　勉
（2007, pp. 6–7）は次のように述べている．
「ヒル ･ ステイションの淵源は軍事目的，
地政学的重要性と深く関わっている．ヒル ･
ステイションの歴史を語る上でエポックメー
キングな出来事として知られる 1819 年のシ
ムラの「発見」も，インドとチベット・中国
を結ぶ戦略ルート調査の途上であった．ダー
ジリンも同様である．20 世紀初頭，清との
抗争のなか英国による援助を求めたダライ
ラマ 13 世は，ダージリンや近隣の同じくヒ
ル ･ ステイションであるカリンポン（Kalim-
pong）に一時居を構えてラサ帰還の機会をう
かがっていた．また近年ではチベットを脱出
したダライラマ 14 世が亡命政府を樹立した
ダラムシャーラ（Dharamsala）も，ヒル ･
ステイションとして知られている．これはこ
れらのヒル ･ ステイションが，ヒマラヤを越
えてチベット・中国と対峙する戦略拠点に位
置することを物語っている．
ヒル ･ ステイションの軍事的な役割は，戦
略拠点，交易ルートをおさえることにとどま
るものではない．最初の英国インド駐留軍
は，わずかの間に過半の人員を病気のために
失ったと言われている．宗主国，植民者に
とって暑さとの戦いは熾烈を極めた．ヒル ･
ステイションはその冷涼な気候を利用して，
安全かつ減耗なしに部隊を駐屯させる格好の
条件を提供した．またこの気候は，療養にも
大きな意味を持つ．暑さによる疾病を治療す
る病院，サナトリウムは，ヒル ･ ステイショ
ンに欠かせない要素である．同時に冷涼な気
候を求める植民者達は，自らのバンガローを
建てて，沿岸植民都市の酷暑と多湿からの一
時的な脱却をはかる保養地，避暑地を形成し
ていった」．
以上の事実からヒル＝ステーションの起源は
19 世紀初頭のオランダ領東インドとイギリス領
インド1）に求められる．とくにインドに侵出し
たイギリス人が 1820 年代にヒマラヤや南インド
に避暑のための場所を見い出した．そして，そ
こには新しい避暑集落が形成され，それはヒル
＝ステーションと呼ばれた．とくにヒマラヤ山
Key words: 熱帯アジア（tropical Asia），ヒル＝ステーション（hill station），マレーシア
（Malaysia），カメロン＝ハイランド（Cameron highlands），外国人労働者（for-
eign workers），花卉栽培（floriculture），蔬菜栽培（vegetable growing）
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麓のシムラ Simla は summer capital とよばれる
までに発展した（Buck 1925；Kanwar 1990；由
井 2012）．またダージリン Darjeeling（Dozey 
1989；Bhatt 1998）や南インドのウータカムンド
Ootacamund（Price 1908），Kodaikanal（Mitchel 
1972）も著名なヒル＝ステーションである．
高温多湿の気候に順応することが困難であった
イギリス・オランダ・フランスなどの人びとは植民
地時代の当初には 2～ 3 年のインターバルで母国
での長期休暇をとることを常とした（Spencer and 
Thomas 1948；Butcher 1979；齋藤 1987：1990a；
Crosette 1998など）．それによって彼らは健康を取
り戻したのである．しかし，ほどなく彼らは近代
生活や都市生活を具現化するためのヒル＝ステー
ションを開発するのである．
この新しいタイプの集落は，すぐにアジアの
ほかの地域，すなわち植民地統治下のあちこち，
たとえばイギリス支配のパキスタン（たとえば
マース Murrce；Miedema 2002），ビルマ（たと
えばメイミョー Maymyo），セイロン（たとえば
ヌワラ＝エリア Nuwara Eliya；稲垣 2014），マ
ラヤ，オランダ支配のジャワ（たとえばボゴー
ル Bogor）・セレベス・スマトラ（齋藤 1990b），
フランス領インドシナ（大橋 2007），アメリカ合
州国統治下のフィリピン（Reed 1976a；1976b），
さらには中国（安島 2007；潘・安島 2007）や日
本にも同じような機能を持つ集落の形成がみられ
るようになる．
マレーシア半島に進出してきたイギリス人は，
そこでの滞在期間の限界を 6 年としていたが多く
は3～4年滞在すると長期の休暇をとり帰国した．
しかしながら，彼らは地元の標高の高い，いわ
ゆる高冷地 hill への旅行によって低地の気候の苦
しさから逃れられることを知るようになる．筆者
らの東南アジアにおけるフィールド＝ワークによ
れば多くのヒル＝ステーションは 1820 年代から
1885 年までに開発されている．
フランス人の開発したヴェトナムのダラット
Dalat やアメリカ人の手になるフィリピンのバギ
オ Baguio2）は 20 世紀初頭に開発されたヒル＝ス
テーションで，ヒル＝ステーションの第二世代と
いえよう．
イギリス領マラヤでは，このようなヒル＝ス
テーションの探索は 1880 年代に入ってからであ
る．ヒル＝ステーション開発の嚆矢はインドやマ
レー半島北部のペナン＝ヒル Penang Hill（ペナ
ン島）では 1820 年代であるがマレー半島では一
般には 1880 年代である．
ヒル＝ステーションとは，いうなれば植民地の
リゾートである．
つまり，植民地時代のヒル＝ステーションとい
うのはヨーロッパ人が楽しみや，寛ぎのために，
また家族や友人を伴う社交のために，はたまた単
なる戯れのために，しばしば訪れ，長期に滞在す
る特別な場所としての特徴をもったのである．
第二次世界大戦後，多くの場合，このようなヒ
ル＝ステーションは，その国の国民が定住した
り，さらには冷涼な気候を求めて国内から多くの
観光客が訪れて国民化した場合が多い．しかしな
がら，こんにちでもヒル＝ステーションには独特
の景観があり，雰囲気がある．
これまでの筆者のインド・マレーシア・インド
ネシアそしてスリ＝ランカなどでのフィールド＝
ワークの経験からヒル＝ステーションの構成要素
を列挙すると次のようになる．
◦ 列強のアジア進出に伴って形成された山地集
落である．よく知られていることではある
が，ヒル＝ステーションで過ごすという慣例
は直接的にヨーロッパ人に統治されなかった
国や地域には発展しなかった．その典型はタ
イである．
◦ その形成の深淵には軍事的目的があり，集落
立地の初期には軍事的機能が卓越した場所も
ある．そこでは安全，かつ身体的な消耗無し
に部隊を駐屯させることができた．とくに植
民地時代初期のインドはその傾向がつよい．
◦ 周辺の低地に比較して相対的に高地にあり，
母都市との関係で成立することもある．沿岸
の植民都市の酷暑と多湿の気候からの一時
的脱出を受け入れた避暑地または保養地で
ある．
◦ ヨーロッパ系の人びとの居住を嚆矢とする．
しかし植民地政策と関係なく発展した山地の
避暑集落がチュニジア西部などのアフリカに
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もあるので，軽井沢なども含めて the quasi-
hill stations といような定義を設ける必要が
あるが，ここでは深入りしない．
◦ 南アジアや東南アジアにヨーロッパ系の人び
とが開発した集落である．のちには都市的機
能を持ち合わせるようになり，一部のヒル＝
ステーションは植民都市から行政機能が移転
して「夏の首都」として機能したところも
ある．
◦ ヨーロッパ系の政府の官僚，軍人軍属，商人
などが利用した集落である．
◦ ヨーロッパ系の子弟教育のための学校がある
（あった）．こんにちでは international school
になっているところもある．学校教育施設は
現在まで続くヒル＝ステーションにおける伝
統のひとつである．
◦ ヒル＝ステーションにおける初期のバンガ
ローは蔬菜栽培のプロットをもっていた（と
くにマラヤ）．
◦ ゴルフ場がある．
◦ 競馬場がある（あった）．たとえば，植民地
時代の Darjeeling には競馬場があり，「世界
でもっとも標高の高い競馬場」といわれた．
現在はサッカー場になっている．
◦ 測候所がある．
◦ 農業試験場がある．
◦ その開発の初期には低地の基地となる街から
生鮮食糧や生活物資の供給をうけた．
◦ 茶の栽培がみられる．
◦ 花卉栽培がある（あった）．
◦ 蔬菜栽培，とくにイチゴの栽培がある（あっ
た）．
◦ 酪農がある（あった）．
これらのキイ＝ワードをもとに簡潔にヒル＝ス
テーションを定義すれば以下のようになる．
「宗主国が植民地の山地部に，標高にともなう
気候条件の利用を目的として建設した都市空間で
ある」（稲垣 2002，p. 166）．
つまり，ヒル＝ステーションは植民地主義，植
民地政策の所産であり，自然環境としての「高い
標高」のもとの冷涼な気候条件が大きな意味を
もっていたのである．
日本の軽井沢もカナダ人宣教師 A. C. Shaw に
よって 1886 年に「見いだされた」し，広義には
ヒル＝ステーションのひとつといえるかもしれな
い．しかし独立国であり続けたわが国の避暑地
をヒル＝ステーションとすることは難しい（稲
垣 2007，p. 6）．そこで筆者らはヒル＝ステー
ションを純粋なヒル＝ステーションと，“ヒル＝
ステーションではない避暑地”に認識上の境界
をひく必要があるものと考える．つまり，「植
民地化されなかった国」における軽井沢，雲仙
（佐藤 2006；鄭ほか 2012），箱根（齋藤 1994），
そして中国の廬山（安島 2007；潘 2009）のよう
な避暑地に別のカテゴリーを与えるべきなのであ
ろう．とはいえ，軽井沢や廬山の避暑地としての
開発には西欧人，ことに宣教師が大きくかかわっ
ているので一定の範囲内で西欧的空間が成立した
ことも否定できない．そこで筆者らは植民地化
されなかった国における避暑地に「疑似ヒル＝
ステーション quasi hill station」の概念を与えた
い（白坂 2009；稲垣 2012）．マレーシアのゲン
ティン＝ハイランド Genting Highlands やブキッ
ト＝ティンギ Bukit Tinggi などは第二次世界大
戦後の開発であり，この概念に含めてよい（稲垣 
2014）．
ヒル＝ステーションは，ある種の消費都市で
あったので，とくにその初期には長期滞在生活
に必要な物資のすべてが山麓の街から供給され
ていた．しかし冷涼な気候を利用すれば低地の
熱帯では栽培できない温帯蔬菜（temperate veg-
etables：たとえばキャベツやハクサイなど）に加
えて温帯の花卉（temperetate flowers）が栽培で
きることに気づくまでに時間はかからなかったも
のと推測される．
P. K. Voon and S. H. Khoo （1980）はマレーシ
アのヒル＝ステーションについて次のように述べ
ている．
「マレーシアの山地には二つの特徴的な土
地利用がみられる．
その第一は，自然の中で独特の生活を維持
している先住民の集落がある．彼らは狩猟，
採集，農業などを営むが，文化的，社会的に
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みると，さまざまなレベルの生活がみられ，
多くの民族的グループに分かれている．
第二は，植民地時代に外国人が宿泊するた
めに開発されたところである．このような山
地における集落の開発は低地にはない山地の
冷涼な気候の故である．こんにちでは，その
ような集落は面的にも拡大し，またそれらの
集落の機能も変化してきている」．
つまり，アジアの熱帯，亜熱帯の気候環境の下
ではヒル＝ステーションの発達に伴い，その冷涼
な気候を利用した温帯蔬菜や花卉の栽培が徐々に
盛んになった．
このようなヒル＝ステーションの開発と温帯蔬
菜栽培の発展については，すでに日本の軽井沢
（市川 1966），カメロン＝ハイランド（Clarkson, 
1968），フィリピンのバギオ（Reed 1976a,  b），
インドネシアのブラスタギ（Withington 1961；
齋藤 1987），マレーシアのゲンティン＝ハイラン
ド（Reed 1979）やカメロン＝ハイランド（白坂
2007；2009），台湾中央山地（齋藤・陳，1984），
北スマトラのカロ高原（齋藤 1990b）などの研究
がある．これらの研究のうち，齋藤（1987）や齋
藤・陳（1984）は蔬菜栽培を中心に，齋藤（1990a, 
b）は観光化と野菜栽培について，また Clarkson 
（1968）は集落形成や蔬菜栽培の初期の状態を詳
細に論じており高く評価される．しかしながら
ヒル＝ステーションの花卉栽培については Tan, 
Teck Min（1970）があるに過ぎない．
本稿ではマレーシアのヒル＝ステーションとし
てのカメロン＝ハイランドの展開に加えて，とく
に，そこに萌芽した花卉栽培の発展を分析して熱
帯アジアにおけるヒル＝ステーション機能の一側
面を知ることにしたい．
なおフィールド＝ワークのなかでマレーシアの
しかるべき政府関係機関に聞き取りをしたが，残
念ながら統一的な統計データは，ほとんど得られ
なかった．したがって本稿であげたデータの多く
は筆者らの聞き取りによりまとめたものである．
Ⅱ	 カメロン＝ハイランドの「発見」と集落
の形成
1）ヒル＝ステーションとしての展開
カメロン＝ハイランドはマレーシア半島の中
央山地 the Main Range にあり，行政的には パハ
ン Pahang 州に属する（図 1）．その地形は山がち
で，地形の傾斜の多くは 10 ～ 35°であり，この
地域の 66％は 20°以上の傾斜地である（Cameron 
Highlands Flower and Vegetable Associations, 
1998, p. 1）．
こんにち，この高原における集落の標高でもっ
とも低いのはバータム＝バレー Bertam Valley の
約 1,000m で，集落の標高がもっとも高いのは
キア＝ファーム Kea Farm の約 1,600m である
（図 2）．
カメロン＝ハイランドの地域は花崗岩が風化し
た黄淡色の粘土状の土壌が広く分布し，表層には
極くうすく腐食土層が被っている．土壌の pH は
4.5 ～ 6.5 の間にあり，決して花卉や蔬菜の栽培
に適しているとはいえないが，その冷涼な気候を
利用して，こんにちではマレーシア半島で，もっ
とも重要な蔬菜と花卉生産地域となっている．
ところで，この高原は 1885 年に地図作成のた
めに，この地にやってきたイギリスの測量技師
government surveyors のひとりであったウイリア
ム＝カメロン William Cameron によって見いだ
された．それ以降，この地域はカメロン＝ハイラ
ンドと呼ばれるようになった．
しかし，それ以前この地域が無人であったわけ
ではなく，焼畑耕作を営み，狩猟民でもあり，セ
ノイ語を話すオラン＝アスリ Orang Asli にのみ
知られた地域であった．
ペナン島を除くとマレー半島におけるヒル＝ス
テーションの嚆矢は半島の北部のマックスウェル
＝ヒル Maxwell Hill で，ここには 1884 年に最初
のバンガローが建設された．当時のマックスウェ
ル＝ヒルはインドのシムラ，ウータカムンド，コ
ダイカナル Kodaikanal などと並んでアジアで
は，もっともよく知られたヒル＝ステーションで
あった．
1900 年代に入り，マラヤでは，とくにイギリ
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（Shirasaka, 1988, p. 193）
Fig. 1.  Location, Relief and Land Use of the Cameron Highlands.
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Fig. 2.  Settlements of Locations in the Cameron Highlands.
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ス人の居住者が増加し，ヒル＝ステーション開発
の要求が増大した．
マレー半島に既に開発されたいた，いくつかの
ヒル＝ステーションは山頂や山脈の稜線近くに開
発されたもので地形的制約から空間的拡大は不可
能であった．またマレー社会に住むイギリス人は
バンガローがあるというだけではなく，農業ので
きる土地をもつヒル＝ステーションの開発を望ん
だといわれる．
この結果，1925 年に the Cameron Highlands 
Development Committee が設立された．また同
時にタナ＝ラタ Tanah Rata（標高 1,450m）に農
業試験場 the Federal Agricultural Experimental 
Station （最初は the Federal Agricultural Experi-
mental Farm；140 エーカー）が開かれた．その
目的は温帯蔬菜を栽培することにあり，種子はイ
ンドとイングランドから持ち込まれた．栽培に成
功したのはキャベツ，レタス，タマネギ，そして
マメだった．
カメロン＝ハイランドでは 1931 年までに山麓
のタパ Tapah からタナ＝ラタ Tanah Rata までの
道路もできた．この道路建設のために入ってきた
のは主にインド人で，その後カメロン＝ハイラン
ドに住み着いた人びともいる．
一方では，はやくも 1925 年にはリングレッ
ト Ringlet 川のそばで民間人により野菜栽培が
始まったといわれる．このように野菜の生産は
1925 年から始まったが商業的になったのは 1935
年頃からである．その頃には山麓の タパ Tapah
の街ヘ出荷したし，第二次世界大戦中からシンガ
ポールへは移出していた．その移出の始まりは
1940 年代初頭であるらしい（Lowe 1947；Lim 
1972）．
またイギリス人はカメロン＝ハイランドの農業
試験場にインドからチャノキ（茶）を持ち込み，
試験栽培が始まり，その栽培に成功した．
これをうけて Boh Tea Plantations は 1929 年に
イギリス人の John Archibald Russells によって
設立された．彼はチャの栽培の専門家 tea planter
である A. B. Milne をセイロンから呼び寄せ，最
初はリングレットの北東部を開墾し，チャの栽
培を開始した（1929 年 4 月；Boh Tea, Ringlet；
当初は 466ha；写真 1）．その土地は，いわゆる
“free-hold（後述）”の契約であった．
その後，1937 年に Boh Tea は，より標高の高い
Sungai Palas にも茶園を拡大した（Boh Tea, Sg. 
Palas；当初は 235ha）．その後，Bharat Tea Estate
（622ha）や Blue ValleyTea Company（97ha），
Failie Tea Estate（305ha）など四つ以上のプラン
テーションが拓かれた．
こんにち，Boh Tea はリングレットとスンガイ
＝パラスの二箇所に茶園（計 1,100ha）をもち，
年商は RM100 万である．マレーシアで消費され
る紅茶の約 40％は輸入されることもあり，Boh 
Tea の生産した茶のほとんどはマレーシア国内で
消費されるが，上質な製品の一部はシンガポー
ルやインドに輸出されている．その全従業員は
約 800 名である（2000 年）．そのうちの 20％は地
元のカメロン＝ハイランドの人びとを雇用してい
る．80％は外国人労働者で，インドネシアとバン
グラデシュが半々である．
Boh Tea では 1985 年まで茶はすべて手摘みで
あった．
手摘みの時代には同じチャノキを平均で週に一
回は摘んだ（状態のよいチャノキでは年間 24 回
も摘んだ）．1980 年代に入り，いわゆる茶葉を切
りとるハサミ（hand cutter）が利用されるように
なり，また 1985 年頃からは二人がチャノキの両
側から支えてチャを刈り取る日本製の機械が導入
されたので，1985 年以降，手摘みはなくなった．
手摘みの味を 100 点とするとマシーンで摘んだ茶
の味は 85 点くらいであると工場長は考えている．
一方，Blue Valley Tea Company や Shum Yip 
Leong Tea Plantation のように消滅した茶園もあ
る．Shum Yip Leong Tea Plantation（約 600 エー
カー）はマレーシアのタイヤメーカーとして著名
な岑業良の経営であったが，こんにちでは，そ
の一部が競馬ウマのリハビリテーションである
Horse Stabling House（標高 1,203m）になって
いる．また，その多くは蔬菜栽培地になっている．
Blue Valley Tea Company は，いわゆる“titled 
lands（後述）”で，インド系マレーシア人の協同
組合 Indian co-operatives が経営していたが 2000
年代にはいりマネージメントがうまくいかずに
立教大学観光学部紀要　第18 号 2016年 3 月立 教 大 学 観 光 学 部 紀 要 第 18 号 2016年 3 月
Rikkyo University Bulletin of Studies in Tourism No.18 March 2016
Rikkyo University Bulletin of Studies in Tourism No.18 March 2016
—　　—14
2002 年頃から茶園の一部の切り売りをはじめた．
筆者（白坂）の知る限り，2012 年までは茶の販
売をしていたが，2013 年には栽培がみられなく
なり，プランテーションは解体され，跡地は花卉
や蔬菜栽培に移行している（写真 2）．
こんにちでも茶の生産はカメロン＝ハイランド
の主要な産業になっており，東南アジアではもっ
とも著名な茶の栽培地となっている．
さらには 1930 年代にはイギリス人が主に利用
する個人の別荘（一般にはバンガロー3）とよばれ
た）もみられるようになった．
たとえば，ブリンチャンにあるメソジスト派の
Overseas Missionary Fellowship（OMF：基督教
海外使団）のバンガロー（標高 1,553m；写真 3）
は 1933 年に建設され，華語では山上涼亭と呼ば
れており，こんにちでも機能している．後述する
Chefoo School のペアレントなどは，このバンガ
ローに居住していた．この土地は 99 年の租借，
いわゆる“granted”（後述）で，こんにちでも機
能している．
1934 年には Eastern Hotel が開業したが，こ
のホテルは 2002 年に Century Pines Resort に
なった．
1935 年 に は Cameron Highlands Golf Links
（Golf Sultan Ahmad Shah）が開業した（写真 4；
現在でも公営として営業している）．当初は9ホー
ルだったが，第二次世界大戦後，徐々にシンガ
ポールやマレーシアの外国人滞在者などの利用が
増えて 1974 には 18 ホールに拡大した．
また the Smokehaouse Hotel（写真 5）は 1937
年のクリスマス時期にオープンした．オーナーは
イギリス人の Douglas Warin であった．彼はカ
メロン＝ハイランドで最初の恒久的な建築物を
考え，伝統的な Tudor style のホテルを建設した．
第二次世界大戦以前は Ye Olde Smokehouse Inn
としてよく知られていた．日本占領時代は日本軍
人の宿舎として利用された．
このように増加する居住者の増加に蔬菜や花卉
を供給する必要があったのである．
カメロン＝ハイランドではイギリス人の所有す
るバンガローの使用人の多くは華僑であった．筆
者の聞き取りによれば彼らは母国から種子を取り
寄せたりして，いち早く蔬菜栽培を始めたのであ
る．農業試験場以外にも，この華僑のように環境
を捉えた人びとがいたことは興味深い．
従来，この高原はオラン＝アスリのテリトリー
だったが，こうして 1930 年代に入り公有地 state 
lands（現在ではカメロン＝ハイランドの土地は
すべて州の公有地）を借地して，華僑による蔬菜
栽培が増加した．また花卉栽培の萌芽もこのころ
（1930 年代半ば）である．
個人のバンガローやホテルをのぞくとカメロ
ン＝ハイランドおける農業経営を目的とした最
初の入植はバータム＝バレー Bertam Valley（図
2 の Old Bertam Valley）へのそれであった（J. 
Clarkson 1968）．1934 ～ 38 年の間に，この地域
には 200 家族以上が入植し，いわゆるジャングル
を開墾して，蔬菜栽培を営むようになった．
1935 年までにリングレット Ringlet，キア＝
ファーム Kea Farm，トゥリンカップ Trinkap な
どの斜面に多くの階段状の耕地がみられるように
なった．
アジアの熱帯・亜熱帯的環境の下ではヒル＝ス
テーションの発達にともない，その冷涼な気候を
利用して，とくに温帯蔬菜や花卉の栽培が徐々に
拡大した．
ところで，カメロン＝ハイランドにある集落の
ほとんどは第二次世界大戦以前に成立した．
第二次世界大戦後に成立した集落は蔬菜と花卉
栽培の拡大によるものである（図 2）．
筆者の聞き取りによれば，第二次世界大戦以
前，この高原には三つのホテル，50 以上の個人
のバンガローがあった．
たとえば，この高原における最初のホテルは
前述の 1934 年にできた Eastern Hotel（現在の
Century Pine Hotel）であるらしい．前述の the 
Smokehouse Hotel は 1937 年にオープンした．
また現在，ケダー Kedah 州の王族の所有するバ
ンガローである Rumah Kedah（かつては Kedah 
Lodge といっていた）は 1936 年建設された（写
真 6）．
さらにカメロン＝ハイランドにもインドのヒル
＝ステーションと同じようにヨーロッパ系の人び
との子弟（ほぼ 13 歳まで）のための学校として
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Tangling Nursery School，the Convent Primary 
School，Dalat School，Chefoo School などが存
在した．しかし，これらの学校については筆者ら
の調査が不熟で詳らかにできない．
しかしながらブリンチャン集落の奥にあった
Chefoo School だけについては中国からの情報も
えられた．これにブリンチャンでの聞き取りを合
わせると以下のようになる．
イギリス人の宣教師であり，また医師でもあっ
た Hudson Taylor は 1879 年に渤海に臨む中国山
東省煙台市にある小さな村落である芝罘（Che-
foo）に宣教師の子女が寄宿して学ぶための学校，
芝罘学校 Chefoo School を設立した．
ところが 1950 年代に中国共産党が政権をとっ
たために中国にあったキリスト教会の指導者たち
は中国国内にいる宣教師を全面撤退させることを
決定した．そのうちの一部の宣教師は東南アジア
に移り，一部は極東（日本や韓国か？）に移動し
て布教活動に従事した．
Chefoo School はマレーシアのカメロン＝ハイ
ランドに移され，幼稚園と小学校として機能し
た．筆者らの聞き取りによれば Chefoo School
には 1960 年頃は 100 名くらいの児童が在籍した．
2006 年までは学校として機能した．
その後は，一時，空き家になっていたが，同じ
系列（メソジスト派）のグループである Ameri-
can Church に RM800 万（約 2 億 5600 万円）で
売却され，宿泊施設 Chefoo Methodist Centen-
nial Center となっている．
また，こんにちタナ＝ラタの市街地を見下ろす
位置にあるブリティッシュ＝スタイルでレンガづ
くりの重厚な建物は 1935 年に完成した．当初は
the Convent Primary School として開校し，1945
年まで学校として機能した．
1945 年から 1971 年の間，この建物は Brit-
ish Military Hospital であったが，建物の一部は
1946 ～ 1949 年の間，地元の子どもたちの幼稚
園・小学校・Youth Centre としても使われてい
た．その後 1960 年代に the Parish Church（the 
Convent Church）となり，1971 年以降は Sekola 
Kebangsan　Convent（SK Convent），つまり地
元の子どものための公立小学校（2015 年 3 月の
児童数 320 名）になっている．
こんにち，カメロン＝ハイランドには多くの
集落があるが観光的に知られているのはタナ＝
ラタとブリンチャン Brinchang で，ホテルなど
はこの二つの集落に集中している（Badaruddin 
Mohamed et al., 2012）．カメロン＝ハイランドは
マレーシアでは，もっともよく知られた高原リ
ゾートである（写真 7）．
筆者らの聞き取りによれば，ホテルの多くは
1960 年代に営業を始めたが経営的に成り立つよ
うになったのは 1970 年代に入ってからである．
筆者らの聞き取りによれば，ブリンチャン
は 1965 年に道路を挟んでで東西に最初の shop-
house 形式の二棟の建物（5 階建）ができ，街が
形成された（写真 8）．これを契機にホテルの営
業も始まった．その後 1990 年にその西側にさら
に 2 棟のショップ＝ハウスができ，さらにもう
1 棟が 1999 年に建設された．ブリンチャンには
1982 年に華人のための海南会館，また 1984 年に
はヒンズー寺院もでき，その集落景観は大きく拡
大した．
タナ＝ラタも筆者（白坂）の知っている 1981
年に比べれば 2015 年の市街地の空間は景観とし
ては二倍以上に拡大している．
このようなタナ＝ラタやブリンチャンの集落の
拡大には観光客の増加が寄与している．
つまりヒル＝ステーションとしてのカメロン＝
ハイランドの 1980 年代以降の，いわゆる国民化
の進展である．ブミプトラ政策とルック＝イース
ト政策による工業化の進展はマレー系国民の所得
の向上をもたらした．その結果，カメロン＝ハイ
ランドの観光客の大半をマレー系の人びとが占め
るようになった．
筆者らの聞き取りによればカメロン＝ハイラン
ドの観光客（実数）は 1995 年に約 32 万人であっ
たが，2012 年には約 75 万人，2014 年には約 80
万人に増加した．その 80％はマレー系の観光客
であるといわれる．近年では日本人の長期滞在者
もみられるようになった（小野 2013）．
ところで，カメロン＝ハイランドで最大規模の
集落は約 500 戸（ほとんどは農家）をもつバータ
ム＝バレーBertam Valleyである．前述のように，
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ここには 1930 年代の半ば（1934 ～ 38 年）に華
僑の入植により集落が形成されはじめ Bertam 
Valley（図 2 の Old Bertam Valley）とよばれた．
第二次世界大戦後の 1961 年にルボック＝タ
マン Lubok Tamang に多目的ダム Sultan Abu 
Bakar Dam ができ，家屋が水没した人びとは
バータム＝バレーの東隣りに移住を余儀なく
され，ニュー＝バータム＝バレー New Bertam 
Valley を形成した．先に存在したバータム＝バ
レーの集落は一時期 Old Bertam Valley と呼ばれ
たが，現在では景観として連続した集落となり，
バータム＝バレーとなっている．
第二の規模の集落は約 300 戸のカンポン＝ラ
ジャ Kampong Raja（（旧名：53 Miles；写真 9），
第三はブリンチャンとタナ＝ラタで，それぞれ約
150 戸の集落である（2008 年 1 月の聞き取り）．
トウリンカップ Tringkap とキア＝ファーム Kea 
Farm は新しい集落で，すべて華人である．クア
ラ＝テラ Kuala Terla はインド系と華人が半々の
集落である．
この高原の以上のような開発過程から当然の
ことではあるが第二次世界大戦直後の人口構
成（表 1）は，その約 60％が華人で，インド系
26.7％，マレー系はわずか 7.6％にすぎなかった．
2010 年現在，この高原の人口は華人（37％），マ
レー系（29％），インド系（20％；主としてタミー
ル系）の順になっている．
カメロン＝ハイランドのインド系の人びとは植
民地時代にマラヤ鉄道や道路工事，またはゴムの
プランテーションのためにマレー半島にやってき
た人びとの末裔である．カメロン＝ハイランドに
入植したのは前者の工事関係の人びとだった．
こんにちでも茶園労働者のすべてはインド系で
あるが，彼らの一部が茶園を出て街で商業を営ん
だり，また蔬菜や花卉栽培に従事したりする人た
ちも多い．しかしインド系の人口も 1980 年代後
半から減少している．
これに対してマレー系人口の急速な増加は国家
の政策的なものである．
マレー系は，いわゆるブミプトラ政策のもとで
Table 1.  Population Change in the Cameron Highlands by Ethnic Group （1947–2010）
Year Total Malay Chinese Indian Others Non-Citizens
1947 8,204 620 4,862 2,194 528 n.a.
％ 100.0 7.6 59.3 26.7 6.4 —
1957 12,126 2,458 5,119 3,401 1,148 n.a.
％ 100.0 20.3 42.2 28.0 9.5 —
1970 16,022 3,163 6,903 5,236 720 n.a.
％ 100.0 19.7 43.1 32.7 4.5 —
1980 21,502 4,559 10,751 5,973 219 n.a.
％ 100.0 21.2 50.0 27.8 1.0 —
  1984* 24,608 5,823 11,548 6,996 241 n.a.
％ 100.0 23.7 46.9 28.4 0.9 —
1991 25,555 7,275 10,571 6,800 181 728
％ 100.0 28.5 41.4 26.6 0.7 2.8 
2000 30,495 10,565 11,879 5,209 68 2,774
％ 100.0 34.6 39.0 17.1 0.2 9.1 
2010 34,510 10,019 12,721 6,781 189 4,800
％ 100.0 29.0 36.9 19.6 0.6 13.9 
・Malay includes Orang Asli.   
Source:  Data from the Population and Housing Census of Malaysia 
*Data from District Office of the Cameron Highlands
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警察や軍人を含む公務員に優先的に雇用されるた
め，この高原におけるマレー系人口は急速に増加
している．しかしマレー系は，ほとんど農業に従
事していない．
2）	ヒル＝ステーションにおける農耕と花卉
栽培
前述のようにカメロン＝ハイランドにおける蔬
菜栽培はヒル＝ステーションの展開と，ほぼ時期
を同じくして展開した．
一方，ヒル＝ステーションにおけるオーナメン
ト栽培の歴史については残念ながら，また寡聞に
して筆者らはその概要さえも把握していない．
しかしながら東南アジアのヒル＝ステーション
に注目した地理学者の齋藤 功（1990a, p. 226）は
「（ヒル＝ステーションにおける）花卉栽培は第二
次世界大戦前からみられたものである」と述べて
いる．
一方，南アジアのヒル＝ステーション，とく
にコダイカナルについて研究した Nora Mitchell
（1972）は蔬菜やオーナメントの栽培については
ふれていない．
Robert S. Aiken （1994, pp. 49–56）はマラヤの
ヒル＝ステーションにおけるバンガローの植物景
観について文献を引用しながら次のように述べて
いる（要約）．
◦ バンガローは見事な樹木や，きわめて美しい
類いの灌木によって囲まれ，外側からは，ほ
とんど見えなかった．
◦ （バンガローの庭園は）贅を尽くした本国の
イギリスの花々が咲き乱れるのに加えて，珍
奇で異国風な膨大な植物で満たされていた．
例えばペナン＝ヒル Penang Hill の庭園にお
けるエキゾティックな植物にはパイナップ
ル，ヒマワリ，また新世界からもたらされ
た植物ではあるが，（ヨーロッパでは）長く
栽培の歴史があるバラとイチゴが含まれて
いた．
◦ さらにはヒル＝ステーションの常連客である
人びとの本国を彷彿とさせる温帯の植物群も
みられた．これらに加えてインドやビルマ，
またマカオ，広東，モルッカ諸島など，（植
民地の）後背地から持ち込まれた植物群から
選ばれた植物もあった．
◦  19 世紀初頭にイギリス人の植物採集探索家
British plant hunters が活躍したことはよく
知られているが，こうした植物は彼らの蒐
集したものから選ばれたのである．ペナン
Penang は（ヨーロッパと植民地との）主要
な交易ルート上にあり，そのため植物の種
類が豊富だった．
Robert S. Aiken が述べているように温帯起源
で，かつイギリス人の好む多くのオーナメントが
マラヤ山麓のヒル＝ステーションに持ち込まれて
いたことは確かなことである．ヒル＝ステーショ
ンにおけるオーナメントの需要は確実に存在した
ので，いくつかの小規模な花卉栽培業者が勃興し
たと考えられる．
たとえば筆者らの聞き取りによれば，カメロン
＝ハイランドでも花卉栽培は植民地時代にその萌
芽があったことは確かである．カメロン＝ハイ
ランドにおける最初の花卉栽培の圃場（nursery）
は，あるイギリス人が 1930 年代にリングレット
に拓いたものである．Palas Garden（位置など詳
細不明）もカメロン＝ハイランドでもっとも古
い花卉栽培農場のひとつであるが，それは 1940
年代にできた．また Palas Garden も，その所有
者はイギリス人であった（Tan, Teck Min 1970, 
p. 51 ）．
このようにヒル＝ステーションにおける花卉栽
培の萌芽は植民地時代あったが，これまでのとこ
ろ，その詳細は知られていない．
しかしながら植民地時代にはオーナメントの需
要が小さく，それぞれのヒル＝ステーションの
花卉栽培は小規模なものだったものと考えられ
る．なぜなら，おのおののバンガローが使用人を
つかい，工夫してオーナメントを栽培していたの
で，植民地のもとでは，それを生産して，販売す
るような社会環境が生まれなかったものと推測さ
れる．
したがって蔬菜栽培とは異なり，ヒル＝ステー
ションにおける花卉栽培は第二次世界大戦以降に
一般化したものであると筆者らは推測する．
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筆者らの聞き取りによればカメロン＝ハイラ
ンドにおけるオーナメント生産の端緒は Federal 
Agricultural Experimental Station に お け る バ
ラ・キク・カーネーションなどの試験栽培の成功
により1940年代初頭に始まったらしい．商業ベー
スの最初の花卉農園は the 33rd Mile Stone4）（こん
にちの Batu 33）に 1952 年に拓かれた the Yuland 
Farm である．この農園は，こんにちでも存在
する．
このようにカメロン＝ハイランドでは第二次世
界大戦後の 1953 年頃から本格的に花卉栽培がは
じまった（Tan, Teck Min 1970, および筆者らの
聞き取り）．
Tan, Teck Min （1970） をもとに，筆者らの聞き
取りにより補足すれば 1960 年代末におけるカメ
ロン＝ハイランドの花卉栽培は，おおよそ下記の
ようにまとめられる．
1950 年代までの花卉栽培農家はルボック＝タ
マン Lubok Tamang（図 2 参照）にあったという．
ところが，このルボック＝タマンの近くには
水利と水力発電を目的として Sultan Abu Bakar 
Damの建設が1958年に始まり，61年に完成した．
このダムによりルボック＝タマンの全農家 129 戸
が水没した．住民はカンポン＝ラジャ，リング
レットの東側のニュー＝バータム＝バレー，そ
して the 33rd Mile-stone（こんにちの Batu 33；
Sungai Habu も含む）などに移住し，ジャングル
を開墾して，定着した．
1962 年までにカメロン＝ハイランドの花卉栽
培面積は 27 エーカーになっていた．しかし花卉
栽培農家（Tan, 1970 の論文のなかでは nurser-
ies）は，わずか 6 戸であった．1969 年には，それ
が 12 戸になり，総面積は 119 エーカーになった．
1963年から1969年に花卉栽培は急速に発展した．
Tan, Teck Min（1970）によれば，1969 年に
カメロン＝ハイランドには 12 の花卉栽培農家が
あったが，その面積規模は1エーカーから25エー
カーまでの幅があった．その合計は 119 エーカー
（約 48ha）であった．
一般的にいえば，当時の花卉栽培農家には三つ
のタイプがあった．
① large nursery：20 エーカー以上の規模
② intermediate nurseries：10–20 エーカー
③ small nurseries：10 エーカー以下
このほかに，ひじょうに小さな規模であるが花
卉栽培を兼業している蔬菜栽培農家もあったと
いう．
大規模な花卉栽培農家は the 33rd Milesにあった．
1960 年代に栽培されていた花卉は主に以下の 8
種であった．
キク・カーネーション・バラ・アンスリウム・
カラー（arum-lily；オランダカイウ：サトイモ
科の観賞植物）・グラジオラス・ガーベラである．
当時からキクは，ほとんどの農場で，もっとも
生産量の多い花卉であったが，1960 年代までの
カメロン＝ハイランドの花卉栽培の核心はバラ
にあった．このためカメロン＝ハイランドは the 
Rose Garden と呼ばれることもあった．
ところで Tan, Teck Min（1970）は花卉栽培の
経営者の分析をしていないが，当時の花卉栽培の
大規模農家は資本をもった華人であったものと推
測される．
Tan（1970）のあげている事例農場は 8 人の事
務系職員を抱えていた．少なくとも，そのうちひ
とりは tourist guide であり，病理学，昆虫学，園
芸学に関する三人の専門家もいた．この三人の専
門家は，すべて台湾の大学の卒業生であった．雇
傭されている労働者の総数は 256 人であった．
ひとりの tourist guide について Tan（1970）は
何も説明していない．しかし第二次世界大戦後の
カメロン＝ハイランドは依然としてマレーシアや
シンガポールに居住する外国人や華人富裕層のリ
ゾート5）であった．こうしたツーリストたちが花
卉栽培の見学を希望し，花卉栽培農園が案内者を
おく必要性があったものと考えられる．
このような花卉栽培は当時でもカメロン＝ハ
イランド外から流入した外国人労働者 non-local 
labourers に頼っていたという．そして労働力
の民族構成が農園のタイプを作り出していると
Tan, Teck Min （1970）は述べている．
全体としてみれば，当時の花卉栽培は，その労
働力の 57％は華人系，21％はインド系，20％が
マレー系であり，残りの 2％がプロト＝マレーの
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セノイ族 Senoirs（地元ではオラン＝アスリとよ
ぶ）である．華人系はマレーシアの主要な民族
グループで，（この高原の状況を考えるならば）
57％という数字は驚くには値しない．
「1969 現在，7 戸ある中規模の花卉栽培農家の
うち 2 戸だけが電照 artificial illumination を導入
している」と Tan（1970 ）は述べているので電
照によらないキクの栽培もあったとみられる．こ
んにちでは電照施設のいないキク栽培はみられ
ない．
また「すべての圃場は透明なプラスチックの
シート sheetings（P. V. C. sheetings）で覆われて
いる」とも Tan（1970 ）は述べているのでカメ
ロン＝ハイランドの花卉栽培は当初からすべて雨
除け栽培 vinyl roofed rain-shelter cultivation で
あったものと考えられる．これらの圃場の花卉栽
培では黒いビニール＝シートで畝を覆うマルチン
グ mulching もみられた．
花卉栽培における苗の生産は自らの農園のなか
でおこなわれていた．わずかに一部の苗はオラン
ダ，オーストラリア，イングランド，アメリカ合
州国，そして日本から輸入さていた．
輸入された苗は，より健全な成長を確実にする
ために特別に設えた苗床で育苗された．輸入され
たバラェティは，花卉の色が，しばしば変化しが
ちである．輸入した苗を栽培すると花の色が変
わってしまうという現象は突然変異として良く知
られている．もっともしばしば起こるのは赤い花
がブロンズ色になることである．
こんにちでも蔬菜栽培に広く利用されている鶏
糞は当時の花卉栽培農家でも有機質の肥料として
一般的に使われていた．鶏糞とともにエビの粉末
prawn dust は蔬菜栽培では基本的な有機質の肥
料として広く利用されていたけれども，すべての
花卉栽培農家で肥料としてエビ属の粉末が利用さ
れていないと Tan（1970）がのべているのは，た
いへんに興味深いことではある．
出荷するキクは注意深く選択され，1 ½ × 1 ½
× 4 フィートの箱 cages に入れられた．伝統的な
竹のカゴも利用されてはいたが，紙製の箱が一般
的であった．ひとつの箱には花卉のサイズや種類
に応じて 12 ～ 20 ダースの花が入れられた．
花卉は道路と鉄道を利用して送られていた．
トラックの運賃はクアラ＝ルンプルまではひと
箱＄ 2（筆者注：マレーシアでは，かつては通貨
をドルとよんでいた），山麓のイポー Ipoh までは
＄ 1 である．鉄道は目的地に関係なく連合州内と
シンガポールは 1 箱＄ 2.50 であった．
1960 年代の温帯花卉の市場はマレー連合州 the 
Federation6）やシンガポールなどであった．もっ
とも重要な市場はクアラ＝ルンプル，シンガポー
ル，ペナンであり，次いでイポー，ジョホール＝
バル Johore Bahru，マラッカ Malacca, スレンバ
ン Seremban などであった．
花卉は土曜日を除いて，毎日，出荷されていた．
送られる箱の数が多いのは金曜日であった．（週
末には）マレー連合州内の各都市やシンガポール
におけるキリスト教の教会，病院，また結婚式な
どで花卉の需要があったのである．
カメロン＝ハイランド産の花卉は当時から海外
にも輸出されていた．もっとも重要な海外市場は
シンガポールであった．また香港もそのひとつで
あり，海外ではないが東マレーシアのサバ州とサ
ラワク州も重要な移出先であった．
Tan, Teck Min （1970）は結論を次のようにま
とめている（要約）．
「雇用労働力や栽培面積が小さいことなどの見
地からはカメロン＝ハイランドの花卉栽培は，こ
の高原の農業経済にとっては，あまり重要ではな
い．しかしマレー連合州の諸都市やシンガポール
などへの温帯花卉供給地のひとつとしては重要な
地位を占めている．
プラスチック製の花との競合に直面してはいる
がカメロン＝ハイランドの花卉栽培は以前にも増
して急速に拡大し，発展している．しかしながら
労働力の雇傭という視点からは観光分野 holiday 
resort の方に分がある．
温帯花卉の買い手（消費者）は平野部の都市に
おける中産階級である．
カメロン＝ハイランドにおける花卉栽培の急速
な発展の源泉は平野部における都市化と工業化に
伴う中産階級の生活レベルの高まりである．また
花卉の買い手を引きつける cultural standard の上
昇傾向もある．このような背景から花卉栽培が集
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約的な労働力と資本を必要とするにもかかわら
ず，この高原における花卉栽培という産業は，じ
つに最大級の刺激をうけている」．
この Tan, Teck Min（1970 ）の論文はカメロン
＝ハイランドにおける花卉栽培についての 1960
年代までの，貴重で，数少ない情報のひとつであ
るである．
ところで，輸出市場にしろ，国内市場にしろ，
カメロン＝ハイランドでは従来から自然環境を利
用したキクの栽培がもっとも重要な地位を占めて
きた．こんにちでもキクは，もっとも生産量・生
産額の多い花卉である．
カメロン＝ハイランドで生産されるキクの多く
はスプレー＝ギク spray-chrysanthemum である．
“spray”とは「先が枝分かれしている」「先が分
かれて葉や花のついた小枝」との意味で，小枝の
先に花の直径が 3 ～ 6cm くらいの多数の花をつ
ける洋ギクである．いわゆるスプレー＝ギクは 1
本に花が，おおよそ 5 つつく．タイでは 1 本に花
が多いキクに人気がある．
カメロン＝ハイランドのスプレー＝ギクも 1 本
に少なくとも 5 つの花がつく．日本への輸出の多
くは，このスプレー＝ギクであり，日本ではスプ
レー＝マムともよばれる．マレーシアでは一般的
にポンポン pon-pon といわれる開心 single petal
（後述）のキクである．
カメロン＝ハイランドでは一般的なキクより
もスプレー＝ギクが多く栽培されている．多分，
90％以上はスプレーギクである．
スプレー＝ギクに対して 1 本の茎にひとつの花
をつけるキクは「輪（りん）ギク」とよばれる．
このようにカメロン＝ハイランドで生産される
キクには，さまざまなキクがあるが，ここでは単
に「キク」と表記する．
1960 年代から 1970 年代の間，カメロン＝ハイ
ランド産の蔬菜も花卉もターゲットは国内市場で
あった．しかしながら蔬菜も切り花も需要が増大
し，農園も増加し，マレーシア半島の主要都市や
シンガポールに生産物を運送するための会社を多
くの生産者がつくった．
1980 年代は，蔬菜の 20％，また花卉の 70％
はシンガポール・香港・台湾に輸出されていた
（the Cameron Highlands Flower and Vegetable 
Growers Association, 1998, p. 3）．
金馬崙菜農公会 the Cameron Highland Vegeta-
ble Growers Association の資料（1995）によれば，
1990 年代初頭のカメロン＝ハイランドには約
5,000 戸があり，そのうち 1,858 戸（約 37％）が
蔬菜栽培に従事し，また花卉栽培農家は約 180 戸
（約 4％）で，茶の栽培を加えれば，この高原の
農業人口は 50％を超えていたものと考えられる．
カメロン＝ハイランドでは 1980 年代まではキ
クが栽培の中心であったが，その後カーネーショ
ンやバラの生産も増加した．1995 年の花卉生産
の状況（表 2）をみると，数量的には当時からキ
クがもっとも多く，次いでカーネーション，バラ，
そしてピーコックの順になっていた．輸出割合も
70％を超えていた．
筆者らの聞き取りによれば，カメロン＝ハイラ
ンドの花卉栽培が，もっとも活発であったのは
1986 年頃から 1995 年頃までの 10 年間であった．
この時期の花卉市場ではキクに加えてカーネー
ションやバラの需要が高く，カメロン＝ハイラン
ドの花卉生産を支えていた．1995 年当時のカメ
ロン＝ハイランドからの花卉の輸出先はシンガ
ポール，香港，台湾が上位三カ国で，タイ，日本，
アラブ首長国連邦が続いていた（後述の表 6）．
その当時，有力な花卉栽培農家はシェルターだ
けではなく水道施設や私設道路などに設備投資を
した．この施設がこんにちまで有効に利用されて
いる．
カメロン＝ハイランドの主な農業的土地利用は
蔬菜栽培，花卉栽培，そして茶栽培である（表 3）．
この表 3 はデータの入手先が異なるのでデータを
時系列で辿ることはできない．つまり，この表 3
は，それぞれ単年度での土地利用状況を示して
いる．
カメロン＝ハイランドの農業的土地利用（2014
年）で，もっとも多くの面積を占めるのは蔬菜栽
培（約 72％）であり，次いで茶（21％），花卉栽
培は 7.1％である．
果樹はローカルな柑橘で，1980 年代にはかな
りの生産があり，観光客向けに道路際で販売され
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ていたが 1990 年代半ばにバイラスが発生し，生
産量が激減した．また 1990 年代までは住民が自
家消費用にタピオカやヤムイモなどを栽培してい
たが，これも，こんにちでは消滅した．
この表 3 は時系列で読むことができないと先に
述べたが，チャの土地利用のみは時系列で読むこ
とができる．
チャの栽培面積は 1990 年代の初頭からみると
大きく減少している．
これはブルー＝バレーにあった Blue Valley 
Tea Company が 2012 年までに解散したことが大
きく影響している．前述のように，こんにち，こ
の Blue Valley Tea Company の茶畑は大部分が蔬
菜栽培に利用され，また一部は花卉栽培にも転用
された（写真 2 参照）．
また既存の二つの茶園でも栽培面積を若干な
がら縮小してきた．筆者らの聞き取りによれば，
これ以上の茶栽培面積の減少はないものとみら
Table 2.   Cultivated Area and Quantity of Flowers Produced Daily in the Cameron 
Highlands for Market （1995）
（in dozens）
Flower Type
Cultivated Area Market
Total
（ha） Local Export
Chrysanthemum 228 6,200 14,240 20,440
Carnation 55 2,320 5,600 7,920
Rose 63 1,760 4,870 6,630
Peacock 33 420 1,720 2,140
Gypsophila na 120 180 300
Statice na 90 130 220
Lilium 8 70 190 260
Solidaster na 60 100 160
Anthurium 8 50 50 100
Others 86 160 550 710
Total 489
11,250 27,630 38,880
28.9％ 71.1％ 100％
Source: The Cameron Highlands Flower and Vegetable Growers Association （1998, p. 4）
Table 3.  Cultivated Area of the Cameron Highlands
Crops
1991 1995 2014
ha ％ ha ％ ha ％
Vegetables 2,343  43.3 2,873  48.2 5,417  71.5 
Tea 2,626  48.6 2,626  44.0 1,589  21.0 
Floriculture 381   7.1 319   5.3 539   7.1 
Fruits 50   0.9 82   1.4 32   0.4 
Food Crops* 6   0.1 64   1.1 ― ―
Total 5,406 100.0 5,964 100.0 7,577 100.0 
*Food crops mean yam, tapioca, herbs and spices for local people’s self-sufficient foods.
  Source: Data on 1991 and 1995 from the District Office of the Cameron Highlands.
             :  Data on 2014 form the Fedral Agricultural Management Authotity （FAMA）, the 
Cameron Highlands.
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れる．
マレーシア農業省カメロン＝ハイランド事務所
における筆者らの聞き取りによれば，カメロン＝
ハイランドの農家数（蔬菜栽培と花卉栽培の農家
数；以下同じ）は全 2,400 戸（家族数といっても
よい；2014 年）である（表 4）．
この農家数の約 94％は蔬菜栽培農家であり，
花卉栽培農家は約 6％（150 戸）にすぎない．
蔬菜栽培の多くは華人農家（約 83％）であり，
インド系の農家が約 15％を占めている．マレー
系農家は 2％以下である．
一方，花卉栽培農家の 88％は華人であり，
12％がインド系である．2015 年 3 月現在，マレー
系農民は蔬菜栽培には従事するが，花卉栽培はし
ていない．
筆者（白坂）の聞き取り（2002 年）によれば
1990 年代末から 2000 年代初めにかけては花卉栽
培農家が減少した時期で，関係者は「カメロン＝
ハイランドの花卉栽培農家は 200 戸を割り込ん
だ」と述べた．後述するように，一般的にみれば
花卉栽培には蔬菜栽培よりも資本の投下が必要で
ある．また花卉栽培，とくに輸出用の花卉栽培に
は高い技術や広い施設が必要である．
また蔬菜栽培にくらべると花卉栽培では必要と
する労働力が多く，資金を持たない小規模な花卉
栽培農家が蔬菜栽培に移行したものとみることが
できる．その結果，花卉栽培農家には蔬菜栽培に
みられるような小規模な農家の割合は低くなった
（経営面積については後述）．
また，この当時から蔬菜栽培と花卉栽培の出荷
額は，ほぼ同じ（推計 RM2 億）であった．
ところで，マレーシア農業省カメロン＝ハイラ
ンド事務所で得られたデータ（2014 年）を整理
すると花卉や蔬菜の生産額，観光消費額（地元の
関係者の推計）などは以下のようになる．
花卉　RM331,247,528（邦貨：約 106 億円）
蔬菜　RM335,875,000（邦貨：約 117 億円
観光　 RM427,000,000（地元の関係者の推
計7）；邦貨：約 137 億円）
観光も今やカメロン＝ハイランドの重要な産業
である（Badaruddin Mohamed et al., 2012）．マ
レーシアではブミプトラ政策の展開や工業化の進
展とともにマレーシア国民，とくにマレー系の所
得が向上し，カメロン＝ハイランドは急速に国民
化した．カメロン＝ハイランドは，その歴史ゆえ
に「特別な場所」として国内観光の目的地として
機能している．このようなことは東南アジアや南
アジアのヒル＝ステーションでも同じ傾向がある
（大橋 2007；Inagaki 2008）．
カメロン＝ハイランドにおける花卉：蔬菜：
観光の大まかな生産額などの構成比（全体 100；
2014 年）をみると以下のようになる．
花卉栽培 29：蔬菜栽培 33：ツーリズム 38
さらに，茶の生産（2014 年：RM109,800,000；
邦貨：約 35 億円）を加えると以下のようになる．
花卉栽培 27：蔬菜栽培 29：茶栽培 9：ツー
リズム 35
こんにち，カメロン＝ハイランドにおける第一
の産業はツーリズムであるといえよう．地元の関
係者もツーリズムは今後も伸びるだろうとみて
いる．
Table 4.  Number of Farmers by Ethnic Group （2014）
Ethnic group
Vegetable Floriculture
Number of Farmers ％ Number of Farmers ％
Chinese 1,868  83 132  88
Indian 338  15 18  12
Malay 44   2 ― ―
Total 2,250 100 150 100
Source:  The authors’ interview in Agricultural Office,  Cameron Highlands, Min-
istry of Agriculture, Malaysia, May, 2015.
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花卉栽培，蔬菜栽培，そして茶の栽培を農業と
いう括りで眺めれば，こんにちでも農業はカメロ
ン＝ハイランドで，もっとも重要な地位を占めて
いる．
一方，花卉と蔬菜の生産額を比較すると，ほぼ
同額である（表 5）．
花卉栽培と蔬菜栽培に限って，その内容をみる
と，そこには花卉栽培と蔬菜栽培の生産性などに
大きな異なりが知られる．
端的にいうと，蔬菜栽培面積は 4,680ha である
のに対して，花卉栽培面積は 443ha であり，蔬
菜栽培面積は花卉栽培面積の 10 倍強である．し
かし，生産額は，ほぼ同じなのである．相対的に
みれば花卉栽培は高い生産性をもっている．
前述のようにカメロン＝ハイランドでは 1953
年頃から本格的に花卉栽培がはじまった．
1970 年頃までのカメロン＝ハイランドでは小
規模な蔬菜栽培農家でも，少しは花卉を栽培して
いた．
1980 年代の初頭には蔬菜の値段が下落し，経
営が安定しないので花卉栽培に移った農家が多く
みられた．当時，花卉は値段が安定しており，生
産する花卉の質が向上し，マーケットが拡大し
た．1980 年代初頭までの海外市場は香港とシン
ガポールであった．温帯切り花の輸出は，その
34％が香港であった．ついでシンガポール 19％，
台湾14％，残りの33％はタイ・オーストラリア・
などに輸出されていた（the Cameron Highlands 
Flower and Vegetable Growers Association, 1998, 
p. 19）．このころから日本にも輸出するように
なった．
カメロン＝ハイランドの花卉の輸出業者が蔬菜
栽培農家に花卉栽培を依頼するようなこともみら
れ，このために花卉栽培農家が増えた．このよう
にカメロン＝ハイランドではキクに加えて，とく
にバラとカーネーションも 1985 ～ 1995 の間に生
産が伸びた．
1998 年に MARDI-Tech Corporation Sdn. Bhd.
が実施した調査によると花卉は生産額の 65％が
輸出，国内消費は 35％（1995 年）であった．主
要な輸出先は香港とシンガポールで，それは全生
産額の 70％を占めていた．
ところが，1990 年代末から中国（雲南省昆明）
産のカーネーションやバラが香港や台湾市場に
はいり，またマレーシアにも入ってくるように
なった．
この結果，1999 年頃にはカーネーションとバ
ラの花卉栽培農家（おもに経営規模 5 エーカー以
下の農家）がシンガポール・香港市場での競争に
破れ，花卉から蔬菜栽培に移行した農家が多くみ
られた．
2004 年の筆者（白坂）の聞き取りでは 15 種類
の花卉が栽培され，生産される花卉の 70％以上
が輸出されていた．また花卉の輸出先はシンガ
ポール・香港・台湾・タイが主であったが，キク
やバラは日本にも輸出されていた．
2000 年代に入り中国のキク・カーネーショ
ン・バラの生産が伸びてきた．しかし中国では電
気料金が高価なので電照ギクを生産していない．
主にカーネーションとバラを生産する傾向にあ
Table 5.  Agricultural Production Information in the Cameron Highlands for 2014
Crop Area （ha） CHE*
Total Production
（Metric Tonne）
Prodution Value
（RM）
Floriculture 443 1,218 （Stems） 414,059,410 331,247,528
Vegetables （Short Term Crop） 4,680 22,230 273,750 335,875,000
Tea 1,589 1,589   3,000 109,800,000
Fruit （Strawberry） 33 33   1,704  20,445,840
Total 6745 25,070 ― 797,368,368
*CHE:  Crop Hectarage Equivalent means number of crop cycle/year on the specified piece of arable land. For 
example, a farmer has 2ha of arable land. He is going spinach through out the year. Crop cycle for spin-
ach is 2 months. He can get 6 cycles on 2ha of his farm every year. Therefore the CHE is 12ha.
Source: Agricultural Office, Cameron Highlands, Ministry of Agriculture, Malaysia. 
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る．一部ではロイヤリティを無視した生産をして
いるといわれる．また 2000 年代には雲南省昆明
に加えて中国の他の産地からも香港への移出が増
えた．
またシンガポールはインドからバラやカーネー
ションを輸入するようになった．
さらにはコロンビア8）も近年になり花卉生産量
を伸ばし，アジアにも輸出しはじめた．1990 年
代半ば以降には東南アジアのバラやカーネーショ
ン市場にはコロンビアの進出がめざましい．コロ
ンビアでは麻薬の生産から花卉栽培に転換し，そ
の生産量が増加した．日本で消費されるバラのコ
ロンビアからの輸入量は中国産より多い．中国産
の花卉の品質はコロンビアより劣るのがその理由
である．
このように 2000 年代に入り，カメロン＝ハイ
ランド産のカーネーションもバラも減少してき
た．カメロン＝ハイランドのカーネーションの
生産量指数は 1995 年を 100 とすると 2015 年で
は 10 程度にまで減少した．バラも 1995 年の生
産量指数 100 に対して 2015 年では 20（実面積：
40ha）だろうと地元の人びとは述べている．し
かしながら，こんにちでもバラやカーネーション
は国内市場向けには栽培されている．
近年ではベトナムでもキクの生産が伸びてい
る．カメロン＝ハイランド産のキクは海外市場で
中国に加えてベトナムとも競合するようになって
いる．
また前述のように南米のコロンビアではバラ
（おもに spray-rose）・カーネーションの生産に加
えて，ごく最近ではキクも生産するようになって
いる．カメロン＝ハイランドで生産されるキクは
アジアの市場でコロンビアとも競合するように
なってきた．
カメロン＝ハイランドではシンガポール向けの
ポット＝フラワー，とくにランの栽培は重要な地
位を占め，それで財をなした農民もいたが，その
ポテンシャルも徐々に下がってきている．
カメロン＝ハイランドのバラとカーネーション
の栽培は 1990 年代半ばから減少傾向を辿ったが，
かなりの花卉栽培農家は電照ギク栽培にシフト
した．
2015 年 3 月現在，カメロン＝ハイランドにとっ
ての主要な海外の花卉市場はタイ，シンガポール
と日本である．
キクを除くとカメロン＝ハイランドで生産され
る花卉は，そのほとんどは国内で消費される傾向
にあるが，現在でも一部の切り花やポットのラン
などはタイやシンガポールへ輸出されている．
筆者らがマレーシアの貿易関係者から得たデー
タ（MATRADE 2013：金額ベースとみられる）
によれば輸出される切り花の海外マーケットは以
下のようになっている．
日本　　　　　　　　　80％
シンガポール　　　　　11％
タイ　　　　　　　　　 3％
オーストラリア　　　　 2％
香港　　　　　　　　　 1％
そのほかの国々　　　　 3％
このデータはマレーシア全体のデータではある
が“切り花”なのでカメロン＝ハイランドの寄与
が，ほとんどであると理解してよい．
カメロン＝ハイランドに限れば，その花卉生産
量の 85％は輸出され，国内消費は，わずか 15％
であるという．しかし正確なデータは入手できな
かった．
マレーシアの切り花の輸出データからは日本の
占める割合が高い．2015 年 3 月現在，日本へ輸
出される花卉のほとんどはキクであるが，一部の
ランや食虫植物なども輸出される．
マレーシア国内では KL のインド系住民がが比
較的キクを多く消費する．国内消費向けにインド
系のバイヤーがカメロン＝ハイランドにきて，直
接に生産者から仕入れることもある．
筆者らの聞き取りによれば，2015 年 3 月現在，
カメロン＝ハイランドで栽培されている主な花卉
は以下の通りである．
◦ キク9）
◦ バラ10）
◦ カーネーション11）
◦ リモニウム（スターティス statice ともい
う．華語：彩星）12）
◦ カスミソウ（baby breath ；満天星）13）
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◦ ガーベラ（ゼブラ：gerbera；華語では非
洲菊）14）
◦ ユリ（リリウム）15）
◦ ピーコック16）
◦ ソリダスター17）
◦ アンスリウム18）
◦ バード＝バラダイス19）
◦ アスター20）
◦ トルコギキョウ21）
◦ラン類： コチョウラン22）／オンシィディ
ウム 23）／シンビジウム24）／アガ
パンサス25）
一方，金馬崙花業公会 Cameron Highlands 
Floriculturists Association における 2015 年 3 月
の聞き取りによればカメロン＝ハイランドで生産
される，すべての花卉についての移出・輸出先
（2014 年；金額ベース）は次のようになっている．
マレーシア国内　　　　　　　　　24％
タイ　　　　　　　　　　　　　　25％
日本　　　　　　　　　　　　　　23％
シンガポール　　　　　　　　　　10％
 そのほかオーストラリア・ニュー 
　　　　ジーランド・パキスタン， 
　　　　UAE などの中東　　　 　18％
キクだけに限ればカメロン＝ハイランドの近年
の輸出先（茎数）は，ほぼ以下の通りである（聞
き取り：2015 年 3 月）．
第一位：タイ
第二位：シンガポール
第三位：日本・香港・台湾
前述のようにマレーシアの花卉を輸出金額的に
みれば日本が最大であるが，その数量的にはタイ
やシンガポールが多くなっている．
日本の輸入条件に合わないキクでもシンガポー
ルやタイの市場へは出荷できる．カメロン＝ハイ
ランドで生産されたキクの輸出量の第一位はタイ
である．カメロン＝ハイランドの一般的な花卉栽
培農家にとってもタイは，もっとも重要な輸出
先である．とくにキクは重要な地位を占めてい
る．タイ政府は切り花としてのキクの輸入に何ら
の規制もしていない．タイはキクにつく昆虫を問
題にしないし，輸入でも昆虫を除くように要求し
ない．またカメロン＝ハイランドからは陸路でト
ラックを使い輸出できるので，その輸出量は多く
なる．タイは「キクをお寺に捧げるだけで，その
品質を問わない」とカメロン＝ハイランドの農民
は述べている．
一方，オーストラリアと日本は輸入花卉に対す
る病害虫や花卉の品質に関する条件が厳しいと地
元の生産者はいう．
カメロン＝ハイランド産のスプレー＝ギクの日
本での取引価格は時期によっては日本産よりも高
く，着蕾数もかなり多いといわれる．このように
近年では日本でのカメロン＝ハイランド産のキク
の評価は高くなってきており，カメロン＝ハイラ
ンド産のキクは国産よりも 1 本で 10 円程度は高
いといわれている．カメロン＝ハイランドから日
本へのキクの輸出26）は 1 年間の大規模な予約相
対取引により安定的に供給されている．
キクを除くとカメロン＝ハイランド産の花卉の
品質は，あまり良くないので日本市場には参入で
きない．カメロン＝ハイランド産のバラやカー
ネーションは日本へは輸出されない．
一方，オーストラリアは花卉の輸入にもっとも
厳しい方針をとっている国のひとつである．例え
ばカメロン＝ハイランドからオーストラリア向け
の輸出ピーコックは茎の切り口を除草剤に浸して
から輸出するので，オーストラリアでは，そのク
ローンをつくれない．
またオーストラリアでは州の間の花卉の移動で
も検疫や検査をする．また輸入した花卉に土がつ
いていれば生産国に返却するか，現地で焼却処分
にする．このためにカメロン＝ハイランドから
オーストラリアへの花卉の輸出は少ない．
カメロン＝ハイランドから輸出されるスプレー
＝ギクは，おおよそ 1 本に花が 5 つ着く．タイで
は 1 本に花が多いキクに人気がある．日本でもキ
ク 1 本に花がたくさんついているものが好まれる
とカメロン＝ハイランドのキクの生産者はいって
いる．たしかに日本ではスプレー＝ギクも使われ
るが，日本の仏事のキクの多くはスプレー＝ギク
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ではなく，密心 multiple petals（後述）の中大輪
キクである．
筆者らの聞き取りによれば，2015 年 3 月現在，
円安で日本に輸出するメリットが落ちてきたとい
う生産者もみられる．カメロン＝ハイランドの花
卉を日本に持ってゆくと，オランダの花卉に品質
で劣ると地元の生産者はいうが，現在の品質でも
シンガポールの市場へは出荷できる．
カメロン＝ハイランドにおける大規模な花卉栽
培農家に限れば，その生産量の 70％は輸出向け
である．
過去にはカメロン＝ハイランドのキク生産量
の 50％は日本に輸出されていた．しかし「円安
で日本が買わなくなっているので少し減少してい
る」と地元民はいうが，最近のデータでも日本に
おけるマレーシアからのキク輸入量は減ってはい
ない．
日本における切り花としてのキク輸入（2014
年　財務省 貿易統計）の国別割合は下記の通り
である．
マレーシア　　　　69.0％
ベトナム　　　　　12.8％
中国　　　　　　　12.7％
韓国　　　　　　　 2.9％
そのほか　　　　　 2.6％
東京税関 調査部 調査統計課の資料（2013 年 9
月）によれば，日本のキク輸入は 4 月から 7 月は
それぞれの月の輸入量は 700 トン以下である．日
本のキクの輸入量のピークは 3 月（春の彼岸），8
月（お盆），9 月（秋の彼岸），そして 12 月である．
12 月は正月用の飾り花としての需要である．
「日本の 5 ～ 7 月はキクの需要が少ない．それ
はお葬式が少ないからである」とカメロン＝ハイ
ランドのキク生産者は理解している．
カメロン＝ハイランドの大きな規模のキクの生
産者たちは「従来でも日本はキクの品質にひじょ
うに厳しく，今後は日本市場ではマレーシア産と
他国のキクの品質の勝負になる」と認識してい
る．その上で日本への輸送のコストをどのように
下げていくかが問題であるといっている．
一方，日本では中国からのキク輸入27）も急増
している．それはマレーシアからのキクとは異な
り主に中大輪キク28）である．中大輪キクは日本
のキク消費量の主流であるが，まだ輸入の比率は
低い．
筆者のひとり（白坂）による District Office で
の聞き取り（1998 年 3 月）によれば，「カメロン
＝ハイランドの花卉栽培は，その栽培技術が低
く，またコマーシャル＝レベルに達していない」
と言っていたが，その後，大規模生産者を中心に，
花卉，とくにキクの生産技術は急速に向上してき
たものといえよう．
表 6 の 2014 年のデータはカメロン＝ハイラン
ドから輸出される際にマレーシア農業省が実施し
ている植物検疫検査の花卉の本数を示している．
シンガポールへの花卉輸出についてはポット栽
培の花卉のみを検査しており，その他の花卉につ
いてはデータがない．シンガポールはマレーシア
からの花卉の輸入については農薬のチェックはす
るが，植物検疫検査を義務づけていなのかもしれ
ない．
日本とオーストラリアは植物の輸入に関して厳
しい条件を付けている．前述の表 6 のうち 2014
年についてのデータが全数であると仮定すると，
1995 年から 2014 年の間にカメロン＝ハイランド
から日本への輸出（そのほとんどはスプレー＝ギ
ク）は約 12 倍に増えたことになり，一方でオー
ストラリアは半減した．これは地元の生産者の話
と一致している．
またシンガポールは隣国でもあり，従来から輸
出環境がよい．シンガポールへはカメロン＝ハイ
ランドを夕刻に出発し，高速道路を使い国境の
ジョホールへ早朝の 5：00 に着くようにする．シ
ンガポールとマレーシアの国境は 5：00 に開くか
らである．
タイやシンガポールへの輸出には必ずしも保冷
車の必要はないが，日本や中東へのキクの輸出に
は保冷車が必要である．現在，カメロン＝ハイラ
ンドには保冷車が約 10 台しかない．
ところで，輸出先の国々によってキクの花にも
好みがある．
日本では正月用の飾り花としてのキクは開心 
single petal であるが，仏事のキクは密心 mul-
—　　—27
立教大学観光学部紀要　第18 号 2016年 3 月立 教 大 学 観 光 学 部 紀 要 第 18 号 2016年 3 月
Rikkyo University Bulletin of Studies in Tourism No.18 March 2016
Rikkyo University Bulletin of Studies in Tourism No.18 March 2016
tiple petals である．
つまり，キクの花弁の付き方には二種類ある．
開心 single petal と密心 multiple petals である．
開心花はキクの花の中心部が丸くみえて，そこ
に花弁がついていないものをいう．日本や中国で
好まれるタイプである．天皇家の紋章や日本のパ
スポートにある菊のマークは開心花のキクであ
る．中国では一般に開心は open-heart や幸福を
表すのだとカメロン＝ハイランドの農民は考えて
いる．タイでもこの開心花が好まれるし，なによ
り高値になる．タイでは開心花は「happy」を意
味するのだという．
カメロン＝ハイランドの花卉栽培農家にいわせ
ると，一般の日本人はこの開心花をあまり好ま
ず，日本人の好きなキクはキクの花の中心部がみ
えない密心のキクだという．つまり，花弁が幾重
にも重なり合っているキクである．筆者のひとり
は日本人であるが，それを意識したことはない．
一方，マレーシアをはじめ，香港・シンガポー
ル・中東諸国の人びとも密心のキクを好むのだと
地元民はいう．またマレー系マレーシア人の多く
は造花を利用する．これは収入の問題と関連して
いるものと考えられる．
このようなキクに対する人びとの好みをカメロ
ン＝ハイランドの農民は，よく知って対応して
いる．
ところでカメロン＝ハイランドには 10ha 以上
の経営規模をもつ大規模花卉栽培農家が存在す
る．この大規模な花卉栽培農家は一般の小規模な
花卉栽培農家（1ha 以下）に比べて花卉の品質管
理などが徹底している．
大規模花卉栽培農家に限れば，その生産量の
70％は輸出である．2015 年 3 月の筆者らの聞き
取りによれば円安で日本に輸出するメリットが低
下したとはいえ，まだカメロン＝ハイランドの大
規模花卉栽培農家で生産されるキクの 50％は日
本に，20％はシンガポールに輸出されている．
カメロン＝ハイランドの平均的なキク栽培農家
の花卉は品質があまり良くないので日本市場に参
入できないでいる．「これからは品質の勝負であ
る．また輸送コストをどのように下げていくかが
問題である」と FAMA の担当者は述べている．
ところで，1985 年に筆者（白坂）が聞取りを
したときにはカメロン＝ハイランドに花卉農家は
約 30 戸しか存在しなかった．
その後，1996 年の聞き取りでは，華人系とイ
ンド系を会わせて花卉栽培農家は約 180 戸で，そ
の栽培面積は 554ha であった．
2008 年 3 月の聞き取りでは花卉栽培農家（イ
ンド系と華人）は 約 200 戸であった．
2014 年 3 月現在，カメロン＝ハイランド（Dis-
trict of Cameron Highlands）の全農家数は 2,400
戸（2014 年；マレーシア農業省カメロン＝ハイ
ランド事務所の聞き取りによるデータ）である．
Table 6.  Estimate of Flower Export to Various Destinations （1995 and 2014）
Countries
1995 2014*
Quantity/week（dozens） number of stem/year
Singapore 60,000 2,408 （pot plant）
Hong Kong 59,000 —
Taiwan 13,000 37,000
Thailand  9,000 398,000
Japan  6,000 44,619,870
U. A. E.  5,000 5,000
Austlaria  5,000 1,800,500
New Zealand  2,000 —
Others  7,000 455,300
* The data of 2014 are the number of stems which made  phyto-examination  when 
they exported it from the Cameron Highlands.
Source:  The Cameron Highlands Flower and Vegetable Associations, 1998, p. 6. for 
1995,  and interview to FAMA, Cameron Highlands for 2014.
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このうち，華人農家は全部で約 2,000 戸ある．そ
のうち蔬菜栽培が 90％，花卉栽培が 10％である．
インド系農家は約400戸である．インド系農家も，
その約 95％は蔬菜栽培農家である．
花卉と蔬菜栽培農家戸数（2014 年）は，おお
よそ以下のようになっている．
花卉栽培戸数：華人　　　132 戸
インド系　　　　　　　　 18 戸
マレー系　　　　　　　　　―
計　　　　　　　　　　　150 戸
蔬菜栽培戸数：華人　　 1,868 戸
インド系　　　　　　　　338 戸
マレー系　　　　　　　　 44 戸
計　　　　　　　　　　 2,250 戸
カメロン＝ハイランドの全農家数における花
卉栽培農家は約 6％を占めるに過ぎない．その約
94％は蔬菜栽培農家である．
また花卉栽培農家のほとんど（88％）は華人で
ある．インド系の花卉栽培農家（12％）もみられ
るが，マレー系の花卉栽培農家はみられない．
花卉栽培農家数をみると，前述のように 1985
年は約 30 戸，1996 年には約 180 戸，2008 年には
約200戸（いずれも関係機関や組合での聞き取り）
であった．それが 2014 年には全 150 戸である．
花卉栽培農家数は華人農家を中心に 2000 年代半
ば頃までは増えてきた．その後は香港や台湾の大
部分のマーケットを失い，また家族内労働力を確
保できなかったり，資金の問題から外国人労働者
を確保できなかったりして，小規模な農家が花卉
栽培から手を引いたり，蔬菜栽培に転換した結果
であるとみられる．
このようなカメロン＝ハイランドの農民は
1990 年代に入り，マーケットや生産環境の情報
の獲得，また互助組織としての機能をもつ団体を
組織した．カメロン＝ハイランドでは蔬菜栽培の
方が花卉栽培より先行したので蔬菜栽培の組合が
先に設立された（白坂 2009, p. 21）．
蔬菜栽培の組合である「金馬侖菜農公会：the 
Cameron Highlands Vegetable Growers Associa-
tion」は 1980 年に華人系とインド系が合同で設立
した．その会員の条件は専業農家であることだっ
た（この条件は，こんにちでも変わっていない）．
一方，花卉栽培農家の団体である金馬崙花業公
会 the Cameron Highlands Floriculturists Associ-
ation は，いわゆる華人の花卉栽培農家を中心に
インド系の農家もはいって 1991 年に設立された．
専業の蔬菜栽培農家は当初は華人農家もイン
ド系農家も the Cameron Highlands Vegetable 
Growers Association に参加していた．しかし
1994 年にインド系の農民は蔬菜栽培農家と花卉
栽培農家の両方が参加して the Cameron High-
lands Indian Small Holders Association（華語：
金馬崙印度小園主公会）を組織した．
華人とインド系が袂を分かち別々の組合になっ
たが，とくに組合内部に争いが生じた訳ではな
く，「言葉の壁，文化のバリアーがあった」と農
民はいっている．
2015 年 3 月 現 在，the Indian Small Holders 
Association の農家数は約 350 戸で，そのうち花
卉栽培は 20 戸程度（ほぼ 10％）で，残りは蔬菜
栽培である．インド系の蔬菜栽培農民はハクサ
イ・キャベツ・トマトの三大蔬菜に加えてマメや
トウガラシ栽培に重点を置く傾向がある．
一方，華人の花卉栽培組合である the Cameron 
Highlands Floriculturists Association のメンバー
は約 150 名（2015 年 3 月）である．
花卉栽培組合が設立されたときに花卉栽培農
家であった農家は当然のことながら the Cameron 
Highlands Floriculturists Associationに加入した．
ところが，最初，蔬菜栽培組合に加入しおり，後
で花卉栽培を初めて，花卉栽培が主要な生業に
なった花卉栽培農家は現在でも蔬菜栽培組合にも
入っている．つまり華人農家のなかには蔬菜栽培
組合と花卉栽培組合の両方に加入している農家も
あり，その数は約 30 名である．
2015 年 3 月現在，金馬崙花業公会 Cameron 
Highlands Floriculturists Association の組合員は
約 140 名であるが，そのうち 10％くらいの農家
（大規模な花卉栽培農家）は，ときどき蔬菜栽培
をする．
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Ⅲ	 花卉栽培における熱帯の有利性とカメロ
ン＝ハイランド
世界における三大切り花はキク・バラ・カー
ネーションであるが，それぞれに植物としての性
質の違いがある．
キクの主要な品種は短日性植物で，一季咲きの
性質をもっている．バラとカーネーションは多少
とも長日性の性質を示すが，その主要な品種は日
長反応がない四季咲きである．キクとバラ・カー
ネーションの植物としての光周性などの性質の相
違は産地の確立や，その栽培に特徴となって現
れる．
こんにちの世界の熱帯における花卉産地を概
観し，その成立条件をまとめると以下のように
なる．
① 冷涼な気象・気候環境
② 低賃金労働力の確保
③ 輸送の利便性
④  年間の季節変動が少ない温度・湿度の環境
⑤ 電気の安定供給（とくにキク栽培）
バラとカーネーションの栽培には少なくとも上
記の①～③の三つが必要な条件である．この三つ
に加えて，④の自然条件も重要になる．つまり，
その地域に ④の自然条件があれば，バラやカー
ネーションは，いわゆる「四季咲き」が確保でき，
商業生産の周年供給体制が構築できる．
一方，キクの主要品種は短日性植物である．
一季咲きの性質をもっているキクの場合，商業
生産の周年供給体制には一般的な条件に加えて日
長条件が必要である．
つまり，周知のごとくキクの主要品種の限界日
長は約 13.0 ～ 13.5 時間である．夏季の日本では，
これよりも日長は，はるかに長く，冬季には短い．
したがって日本では冬季にキクを栽培するために
は温度に加えて電照で一定の栄養生長を確保する
ことが必要である．その後に自然の光の状態にも
どして花芽の分化を促す．また日長の長い夏季に
は短日処理をしなければ花芽が形成されない．
日本のような温帯では短日処理には寒冷紗
black-netting（華語：黒網）などの施設が必要で，
そのためには経費がかかり，そのうえに手間もか
かり，キクの価格が高くなる．
ところが，昼と夜の長さが，ほとんど同じ熱帯
の高地においてキクを栽培する場合の有利性は上
記の短日処理を必要としないことである．これに
加えて，もうひとつ，望ましい条件が熱帯の高冷
地には存在する．それは「年間を通じて」キクが
花芽を分化する温度が得られることである．
このようにキクの限界日長条件をクリアーし，
年間を通して安定的に花芽が分化する温度が得ら
れるのがカメロン＝ハイランドのような熱帯の高
冷地である．
日長は緯度だけの問題である．
赤道直下では年間を通して可照時間（日の出か
ら日の入りまでの時間）が，ほぼ 12 時間である．
いわゆる薄明薄暮の時間（30 分）を加えると熱
帯における日長時間は約 12.5 時間である．キク
は 16 時間の日長があれば花が咲かないのでカメ
ロン＝ハイランドでは少なくても 3 ～ 4 時間の電
照をして日長を長くし，開花を抑える．
このように熱帯の高地ではキクの草丈の生長の
ためには 30 日前後にわたり電照の必要は生じる
が，その後は消灯することで一年中キクの花が得
られることになる．
こんにち，スプレー＝ギクの世界最大の産地は
カメロン＝ハイランドである．その背景には，ま
ず自然環境の有利性がある．
カメロン＝ハイランドは北緯 4°に位置し，赤
道直下とはいえないが筆者の経験では昼と夜の時
間が，あまり変わらない．花卉生産業界では一般
には緯度が 10°を超えるとキクの栽培には短日処
理をしなければならないシーズンができるといわ
れる．
またキクの主要品種の花芽分化温度は夜間の温
度 15°C であり，年間を通して，これよりも下が
ることのない気象が必要である．
カメロン＝ハイランドの各集落は標高が
1,000m 以上にあるためマレーシアでは，きわめ
て特色のある気候がみられる（図 3）．
カメロン＝ハイランドの日中の最高気温は 23
～ 27°C くらいで，夜間は一般的には 13 ～ 14°C
で，日最低気温が 13°C を下回ることは殆どない．
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日較差が 10°以上あることは低地の平野部に比べ
て花卉や蔬菜の栽培には有利な条件である．この
環境が年間を通しての花卉や蔬菜の栽培を可能に
している．ただし 2001 年の Chinese New Year’s 
Day の夜間には 12°C であった．こうしたことは
例外であるが，筆者のひとり（白坂）は 2001 年 
1 月 31 日の夜に 9 °C を体験した．
カメロン＝ハイランドの年降水量（2,545mm）
はマレーシアで，もっとも多く，とくに 4 ～ 5 月，
10～11月はモンスーンの影響で強い降水がある．
降水量が多いことは，温帯花卉栽培はもちろんで
あるが蔬菜にも病気が発生しやすい．このため
花卉はすべて雨除け栽培 vinyl roofed rain-shelter 
cultivation（写真 10）であり，また品質の良い蔬
菜を生産するためにも雨除け栽培が有効である．
さらにカメロン＝ハイランドの降水日数は年間
233 日でマレーシアではもっとも多い地域のひと
つである．したがって日照時間はこの国ではもっ
とも少ない地域である．
ことばを代えていえばカメロン＝ハイランドで
は日本の中央高地における高冷地蔬菜や花卉生産
地域の夏季の気候に似た気候環境が 1 年を通して
みられる．
しかしカメロン＝ハイランドにおける日中の高
い温度と湿度環境は花卉栽培に影響する．
高い気温は蕾の大きさ，花びらの数などを減少
させ，また茎を短くする．極端に高い気温は水の
損失が多くなり，花卉にストレスを与えることに
なる．また花卉の品質を低下させ，花卉や蔬菜の
貯蔵期間 shelf life を減じてしまう．カメロン＝
（Shirasaka, 1988, p. 196）
Fig. 3.  Climate of the Cameron Highlands.
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ハイランドの夜間の湿度は高く 85％以上になる．
高い湿度は病気が多くなることを意味する．長い
期間にわたる極端に高い湿度は蒸発の割合を低下
させ，例えば Ca のようなミネラル不足を引き起
こす．換気扇を付けた雨除け栽培施設や扇風機な
どを使って湿度を下げなければならない．
一方，日射量もまたキクの成長にとって重要な
役割を演ずる．1920 年までは知られていなかっ
たことであるが，日長が短くなることはキクや，
その他の花をつける植物の開花の重要な要因で
あることがわかった．そのことを発見したのは
Drs. W. W. Garnev and H. A. Allard である．1939
年になって黒い寒冷紗で覆いをして日射量を減ら
すことによって開花を早めることが可能となっ
た．さらに 1941 年には夜間に電気を利用して人
工光をあてることによってキクの開花を遅らせる
という，まったく反対の技術も開発された．こ
れらによって，キクの栽培が年中可能になった
（Tan, Teck Min 1970）．
カメロン＝ハイランドにおける気象は温帯花卉
の栽培に適しており，とくにキクの栽培には有利
な自然環境条件をもっている．カメロン＝ハイラ
ンドは花卉栽培に「理想的な気象条件を備えてい
る」と地元の生産者も考えている．
温帯花卉栽培に有利な気候環境にあるカメロン
＝ハイランドではあるが，農民は彼らの経験から
キクの栽培には標高 1,000 ～ 1,300m が良いと考
えている．したがってカメロン＝ハイランドでは
キクの栽培には多くの適地を見出すことが可能で
ある．新たに開拓されたロジン＝ハイランドは湿
度が高いのでキクがウィルスにおかされやすく，
花卉栽培には向かないと農民はいう．
一方，バラやカーネーションは標高 1,500m 以
上なら品質の良いものができると花卉栽培農家は
いう．カメロン＝ハイランドでは標高 1,500m を
超える土地は，そのほとんどは 30°以上の急傾斜
地で，TOL が多く発行されていた 1980 年当時で
も一部を除けば耕作には不適当な土地であると
して TOL が発行されてはこなかった．したがっ
て 1,500m を超えるところには耕地は少ない．前
述のようにバラやカーネーションが一時期は輸出
花卉として重要な地位を占めていたが，海外の
他産地との競合に敗れた背景には，栽培技術の問
題もあるが良質なバラやカーネーションの生産に
必要な自然環境条件，とくに気候環境に恵まれて
いないことが大きな要因であったものとも推測さ
れる．
カメロン＝ハイランドでもキクの栽培には電照
artificial illumination29）が必要である．
したがって，キク栽培の社会的条件のひとつ
に，⑤電気の安定供給をあげなければならない．
仮に電照の必要な夜間に二日間でも停電すればキ
クには柳芽が発生し，正常なキクが得られなくな
る．停電や電圧の降下が，ときどきでも起こるよ
うな地域では自家発電装置が必要である．
かつてはカメロン＝ハイランドの農家の約
64％が自家発電装置を備えていた（the Cameron 
Highlands Flower and Vegetable Growers Asso-
ciation, 1998, p. 82）．それぞれの谷の急斜面の状
況や，主要供給線から遠く，TNB （Negara Nasi-
onal Berhad） から農民への電力の供給は 1990 年
代までは不足し，停電もあったので発電機が必要
であった．
近年のカメロン＝ハイランドでは電力会社によ
る電気の供給が安定しており，殆ど停電すること
はなくなったが，これまでの経験から規模の大き
な花卉栽培農家では自家発電装置を備えている．
キクは日長が 14.3 時間以上であれば開花しな
い．カメロン＝ハイランドの日長は，ほぼ 12 時
間なので約 3 ～ 4 時間/日の電照が必要である．
キクは電照の期間が長くなれば（収穫までの時間
を長くすれば）花が大きく，また開いた状態に
なる．
カメロン＝ハイランドで生産されるキクのうち
日本に出荷するキクは耕地への定植から 45 日で
収穫される．花は，まだ堅いつぼみの状態である．
一方，タイ向けのキクは最短でも定植後 50 日
以上してから収穫する．蕾はかなり開いた状態に
なっている．またマレーシアの国内向けのキクは
定植後 60 日たって収穫される．花は，ほとんど
開いた状態になっている．
日照時間を長く維持すれば茎葉が育つので，当
然に成長抑制剤（B995 など）30）の使用が必要と
なる．
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筆者らの聞き取りによればピーコックも電照が
必要な花卉であるが，ピーコックは敏感ではない
ので停電はあまり問題ではないという．
このようにキクの周年安定産地はグローバルに
みれば赤道近くに位置し，秋ギクだけで周年供給
が容易にできる地域である．つまりカメロン＝ハ
イランドのような気候条件の地域である．
実際，こんにちの世界の切り花産地はマレー
シアをはじめ，コロンビア・エクアドル31）・ケニ
ア32）・インドなどの熱帯に偏在している．マレー
シアを除いては，ほとんどがバラとカーネーショ
ンの産地である．
韓国では暖房を利用したキクの周年供給体制が
みられる．
中国は無暖房（無加温）での栽培なので秋季中
心の季節産地33）となっている．
ベトナムは北緯 10°以上なので 6 月を中心とし
た夏季には短日処理が必要になる．
フィリピンのルソン島バギオなどの高地でも緯
度の関係から夏季には短日処理が必要である．韓
国・中国・ベトナム・フィリピンなどの国々では
電力は安定的に供給されているが，ミャンマーの
高原にあるキクの大きな産地では電照ができな
いので日長感応のない夏ギクの品種を栽培して
いる．
つまり，産業経済やインフラストラクチャーが
ある程度以上に発展した国でなければ花卉といえ
ども輸出用の産地形成は難しいのである．
一方，マレーシア国内で花卉栽培がみられるの
はカメロン＝ハイランドだけではない．
シンガポールと国境を接するジョホールは低
地における花卉産地として 1990 年代末に著名に
なった．とくにランの一種であるオンシィディウ
ム（Oncidium；学名 Oncidium obryzatum）で知
られる．またスランゴール州スパン Sepang もオ
ンシィディウムなどの産地に成長した．スパンは
フヨウ（木芙蓉；hibiscus；confederate rose）の
生産地としても知られるようになった．ジョホー
ルとスパンにおける花卉栽培は 1970 年代の初頭
にはじまり，1980 年代に急速に発展した．いず
れの産地も華人が生産者である．
東南アジアではボルネオ島の一部やジャワ島の
高冷地にも同じような条件の地域があり，一部で
はキクの産地となっている．サバ州クンダサン 
Kundasang がキクの産地として伸びている．ク
ンダサンはキナバル山の山麓の標高 1,000m 前後
の高原状の地域で，その環境を利用した花卉と蔬
菜の栽培は 1980 年代初頭に始まった．カメロン
＝ハイランドからクンダサンに移住した華人が
花卉と蔬菜の栽培をはじめたものである．この
栽培はサバ州政府とそれらの華人との間の joint 
venture だった．ボルネオ島には台風があるので
花卉の栽培には不利であるといわれるが，こんに
ちクンダサン周辺は花卉（とくにキク）と温帯蔬
菜の一大産地となっている（藤本彰三・宮浦理
恵，2002）．
一方，2000 年代にはいり，ペラク州政府がカ
メロン＝ハイランド（パハン州）の西に続く山脈
のジャングル（標高 1,500m 前後）を切り拓いて
耕地を造成する事業を始めた．この地はキンタ＝
ハイランド Kinta Highlands と命名され，筆者ら
の聞き取りによれば 2012 年現在，耕地は 20 エー
カーで，そのすべては雨除けのある蔬菜栽培で
ある．
主な蔬菜はキャベツ・レタスである．甜椒（胡
椒）なども生産しているが，2015 年現在，花卉
栽培はみられないが，キンタ＝ハイランドにはエ
コ＝ツーリズムやホーム＝ステイなども整備され
ている．このキンタ＝ハイランドはマレー系の人
びとの世界である．
現在の状況からみると，キク，とくにスプレー
＝ーギクの周年安定供給産地はグローバルにみれ
ば中国ではなく，秋ギクだけで周年供給が容易に
できる赤道近くの地域である．
Ⅳ	 花卉栽培の特色と農家
1）	Temporary	Occupation	License（TOL）と
農耕
こんにちカメロン＝ハイランドのすべての土地
は基本的にはカメロン＝ハイランドが行政的に属
するパハン州の公有地である．しかし植民地時代
に開墾された歴史もあり，その所有と利用権には
大きく分けて“free-hold”“lease-hold”“TOL”
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の三種類がある．
“free-hold（granted ともいう）”は 999 年の借
地契約で，これは茶園などに適用されている．
また“lease-hold”には以下の二種類がある．
そのひとつは 66 年の借地契約で，一般に
“lease-hold”といえば 66 年の借地契約をさす．
また“lease-hold”には 99年の借地契約もあり，
この 99 年の借地契約は一般的には“titled”とい
われている．市街地になっているところや，植民
地時代から存在する，いわゆるバンガロー・別
荘・外国人向けの学校などがそうである．
さらにカメロン＝ハイランドで蔬菜栽培や花卉
栽培農家に関係するのは地元では以下に述べる
TOL とよばれる土地の利用権である．
マレーシアの国家土地法典 National Land 
Code 1965 は慣習法の概念を引き継いでおり，州
政府に土地行政の権限を与えている．この法のも
とでは土地の私的所有ももちろん認められてい
るが，土地に関して独特の「臨時占有 temporary 
occupation」の制度がある．
カメロン＝ハイランドの土地は，すべて公有地
state lands であるので農家には臨時占有権 Tem-
porary Occupation License（TOL）が州政府から
交付されて，はじめて利用できる．
TOL は私的土地所有権ではなく，一定期間に
わたってある個人・団体に対して排他的な保有を
認めるものである．毎年，更新しなければならな
いが行政側には更新の義務はない．また，その土
地における永年作物栽培や永久的建造物の建築は
認められないし，改良に対する政府保証義務は存
在しない．さらに，この TOL の権利は保有者に
対する個人的なもので，個人の死去（団体なら解
散）によって消滅するので相続の対象とはなら
ない．
このように臨時占有権は利用者にとっては不
安定な権利であるがマレーシア全国の農家の 8％
以上において，その総所有地面積の 6％がこの
TOL のもとで保有されているといわれる（藤本
彰三 1997）．
カメロン＝ハイランドの花卉栽培や蔬菜栽培な
どのほとんどの農耕地も，この TOL により耕作
されている．
筆者の聞き取りによれば TOL の手続きは次の
ように行われる．
まず農民が自ら開墾しようとする場所を確認し
てから町役場 Cameron Highland District Office 
に行き，RM15（480 円，2002 年）を添えて TOL 
の申し込みをする．
役場の担当者がその土地を確認に行く．そして
その対象地に所有権がないことを確認するが実測
はしないと農民はいう．その土地に道路がない場
合には役場は農民に別の場所に TOL を出すこと
もある．
新規の場合，農民から書類が提出されてから許
可が出るまで，ほぼ 1 年かかる．この間，農業
省・電力会社なども書類を確認することになって
いる．農業省は土地の傾斜など，電力会社はダム
のキャッチメント＝エリアに入っていないかどう
かなどをも確認するといわれている．
マレーシアの土地法においは利用できる土地の
傾斜は 33 度以下と定められており，さらに農用
地は 25 度以下と規定されている（Jabatan Perta-
nian Malaysia, 2013）．しかしながら，だれがみ
ても，この規定がカメロン＝ハイランドで守られ
ているようにはみえない．
TOL が発行されれば手数料を払う．2015 年 3
月の筆者らの聞き取りによれば，その手続き費用
は以下のように改訂されている．
TOLの土地が0.4haまでは年間RM400（12,800
円）で，それ以上は 0.1ha 増す毎に RM100（3,200
円）増加する．例えば 0.5ha では RM500 となり，
1.0ha では RM1,000（32,000 円）となる．この手
数料は数年おきに改訂されてきた．
また TOL 発行のとき水利費用が徴集される．
住民は「この高原では降雨までも政府のものだ」
という．この農業水費は 2014 年まではエーカー
あたり RM10（邦貨 32 円）だったが，2015 年か
ら RM480（15,360 円）となった．水の利用費用
は TOL の更新のときに the District Office に納入
する．
カメロン＝ハイランドにおいては夫婦二人で農
業を営む場合，原則として 2 エーカー（0.81 ha）
を TOL でレンタルできる．TOL でレンタルす
る土地は原則として申請者自身で耕作しなければ
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ならないし，また主要な道路までは個人が道をひ
らかなければならない．当然，the Public Works 
Department （JKR） は農民のつくった道路の補修
に責任はない．
TOL により農業を営んでいた経営者が死亡す
ると，その年の 12 月末までは当該の土地は家族
によって現状のまま維持される．そして家族の
だれかが，これを実質的に相続して農業が継続
される．実際には，その家族は TOL を一旦は州
政府に返却し，再度 TOL の申し込みをしなけれ
ばならない．その家族の中で，だれも農業後継
者にならないときには親戚などに，その TOL の
土地を貸し与えるようなことも実際にはみられ
る．その場合，耕地としての自然条件や主要道路
からの交通条件にもよるが，土地の利用権は約
RM100,000/acre（￥ 3,200,000，2002 年）で取り
引きされる．こうした土地も，当然，貸し与えた
家族のなかの誰かが TOL のライセンスを毎年更
新しなければならない．
以上のように，先代が死亡しても，その後継者
は親が耕してきた土地で依然として蔬菜や花卉栽
培を継続しているので TOL は実質的には相続さ
れているともいえる．
TOL の土地は町役場によって実地に測量され
ることがないので農民は借地面積以上に耕地を拡
大している例がきわめて多い．地元の農民からの
筆者の聞取りによれば TOL で受けた面積の二倍
も耕作している例もめずらしくはない．
2008 年現在，パハン州政府はカメロン＝ハイ
ランドにおける開墾を伴う新たな TOL を発行し
ていない．
2）テラス耕作と土壌侵食
カメロン＝ハイランドにおける農民は，いわ
ゆるジャングルを開墾して耕地をつくってきた．
1980 年代まで活発であった土地の開墾は TOL と
の関係からカメロン＝ハイランドではこんにちで
は，みられなくなった．かつて TOL にもとづく
ジャングルの開拓による耕地造成の盛んだった頃
（1980 年代まで）の筆者の観察によれば，その作
業はつぎのような手順で進められた．
まずオラン＝アスリを雇い，森林を伐採し，刈
り払いの終了した木々を集めて燃やす．このとき
表土（一般には約 30cm）はすべて除去し捨て去
る．この表土を耕地に利用すると蔬菜や花卉栽培
を開始したときに病害虫が直に，また大量に発生
するうえに雑草の繁茂もはやく，また激しくなる
から表土は捨て去るのである．
造成された耕地にはハンド＝トラクターなどを
利用し，直ちに蔬菜栽培のためのベッドがつくら
れるが，このときに前述のように肥料として大量
の鶏糞が投入される．
開墾してから 3 年目までは蔬菜などの品質が大
変よいし，またその生産量も多い．開墾後 20 －
30 年を経過すると，だんだん耕地の地力がおち
る．そこで農民は山地で 1m 以上の深いところか
ら新しい土壌を採取し，運んできて耕地に入れ
る．こうして彼らは地力の回復をはかる．彼らは，
これを new soil topping といっている．
カメロン＝ハイランドは気候的には温帯蔬菜や
温帯花卉の栽培に適してはいるが平坦な土地が少
ないので山地の急斜面を切り開いて，そこに階段
状に耕地を造成してきた．地元の華人農家は，そ
れをベンチ＝テラス bench-terrace とか，ブロー
ド＝テラス broad terrace とよぶ．耕地の幅が 3 
m くらいまでをベンチ＝テラス（写真 11），それ
以上の幅の広いものをブロードテラス（写真 12）
という．理論的にはブロード＝テラスよりもベン
チ＝テラスの方が土壌流出をおさえる効果は大き
い（藤本彰三 1998）．
しかし 1990 年代末には開墾に大型のブルドー
ザーを利用することができるようになったことも
あり，また農民は，できるだけ耕作面積を確保し
たいし，さらに農作業の効率を考えてブロードテ
ラスをつくる傾向がある．
筆者らの聞取りによれば，この TOL は，1980
年代初頭まではほとんど地形の傾斜に関係なく許
可されてきた．こんにち，筆者の実測では 45 度
を超える急傾斜地にも花卉や蔬菜栽培がみられ
る．地元の農民に聞くところによれば，50 度を
超えるところもあるという．定量的なデータはな
いが，このために土壌侵食が激しく，農耕にも環
境にも大きな問題となっている．
下流部の Sultan Abu Bakar Dam の堆砂の問
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題もマスコミなどで問題視されるようになって
きた．カメロン＝ハイランドの水系の下流部に
1961 年に完成した Sultan Abu Bakar Dam は著し
い堆砂がみられる．2000 年代に入り電力会社は
堆砂の浚渫をはじめたが 2014 年 11 月の大雨によ
りにダムはオーバー＝フローを起こすほどになっ
ている．
借地であることに加え，多くの花卉栽培農家や
蔬菜栽培農家には土壌侵食の防止に投資するほど
の資金的な余裕もない．
一方，茶園では土壌侵食がほとんど問題になっ
ていない．
花卉や蔬菜栽培農家の抱える主な問題のうち，
TOL の場合，土地を担保に資金の調達ができな
いことである．そのうえに TOL の代金が高すぎ
ると農民が考えていることである．
3）雨除け栽培の進展と農耕
雨除け栽培 plastic roofed rain-shelter cultiva-
tion はカメロン＝ハイランドおける花卉と蔬菜栽
培の大きな特色のひとつである．
この高原では熱帯特有の激しい降雨が花卉栽培
に影響を与えるので花卉は最初から雨除け栽培で
あったし，現在でも，すべての花卉は雨除け施設
のもとで栽培される．
この高原の激しい降雨は蔬菜にもダメージを与
える．キャベツ・ハクサイ・トマトの三大蔬菜に
は必ずしも雨除けは必要ではないが，ホウレンソ
ウ・シュンギク・ピーマン・セルリ・カリフラ
ワー・ブロッコリーなどの栽培には必ず雨除けが
必要である．
蔬菜栽培における雨除けの利用は蔬菜の小さな
種子が降雨により流出することを防ぐためにはじ
まったものであるが，ニラ・レタス・ニンジンは
もちろん，キャベツ・ハクサイ・トマトも雨除け
栽培にすると収量が増えたり，作物の病気を抑
え，また品質が向上したりするので，多くの蔬菜
栽培農家は資金力に応じて耕地の一部で雨除け栽
培をしている．
筆者らの聞き取りによれば，この高原における
雨除け施設は 1950 年代に花卉栽培で利用された
のを嚆矢とする．この高原の農民のなかには第二
次世界大戦後オランダに渡り，花卉栽培に従事し
たものがいたのは確かなことであり，彼らが雨
除けの技術を花卉栽培に持ち込んできた（白坂　
蕃，2009, p. 18）とみられる．
そして 1970 年代には，この雨除け栽培が蔬
菜栽培にも利用されるようになり，2000 年頃に
は全蔬菜栽培地の 30 ～ 35％で雨除けがあった．
2008 年現在，雨除けは全蔬菜耕地の 60％以上に
設置されている．
この雨除けの施設は一般には年間二回にわたり
表面をクリーニングする．またビニールは 1 年し
かもたないので毎年張り替えられる．
かつての雨除けの施設は木材支柱にビニールを
かけた簡易なものであったが，2015 年現在，花
卉栽培に利用される一般的な雨除けの施設は高さ
3m 以上で，幅 6m のカマボコ型の屋根をもった
長さ 60m の施設 half-dome rain-shelters であり，
カマボコ型の屋根が連結している．価格は 1 エー
カーでRM120,000（邦貨 約3,600,000円）であり，
このために蔬菜栽培よりも花卉栽培には資本が必
要である．
一方，水に関しては花卉栽培でも蔬菜栽培でも
各農家は天水，または山麓の湧き水をあつめる貯
水槽をもっている．最近では地下水も利用される
ようになった．
1960 年代前半までは，乾季には天秤を用いて
人力により水を運搬し，花卉や蔬菜に散水してい
たが，1980 年代半ばまでにはスプリンクラーが
普及した．雨除け施設を設置した耕地には必ずス
プリンクラーも備えられるようになった．灌漑は
主に over head sprinkler irrigation が用いられて
いるが，drip system もある．雨除け施設の中は
湿度が高く，病気の温床なので，一般的には drip 
system がよいとされている．
スプリンクラー施設は1エーカーでRM2万（邦
貨：66 万円　2015 年）の費用がかかる．
前述のように水の利用については水利用の費用
を政府に納入しなければならない（華語：農業
水費）．
カメロン＝ハイランドの農民の 97％は山地
からの水を貯水して灌漑に利用している（the 
Cameron Highlands Flower and Vegetable Grow-
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ers Association, 1998, p. 83 ）．ポリエチレンのパ
イプ Polyethylene pipes が森林の中を走り，斜面
にも，また道路にそってそのパイプが敷設されて
いるのがカメロン＝ハイランドの一般的な景観で
ある．水源から圃場まで 3 ～ 5km もあることも
珍しくはない．
近年では農耕限らず他の活動の活発化によって
水の汚染と水資源の不足が目立ってきた．これは
乾季，つまり1月と2月，7月と8月に顕著である．
ところで，カメロン＝ハイランドの農耕にとっ
て興味深いことは肥料としての鶏糞の使用で
ある．
この高原の蔬菜や花卉栽培には肥料としての大
量の鶏糞の使用が特色のひとつである．
ニワトリはマレーシアの食文化において特別の
地位を占める．すなわち，ニワトリはイスラム
教・ヒンドウ教・仏教のいずれからも忌避されな
いので全国で大量に飼育されている．したがって
鶏糞は価格も安く，マレーシア半島の全域からひ
ろく集められ，蔬菜や花卉栽培に利用される．
一般には花卉や蔬菜を大都市まで運搬したト
ラックが帰りの便で全国から鶏糞を運んでくる．
この鶏糞は蔬菜栽培では 1 エーカー当り少なくと
も年間に 3 ～ 5 t も投入される．蔬菜栽培ほどで
はないがバラを除くすべての花卉栽培においても
鶏糞が利用されている．
鶏糞は各農家が発酵させて利用しているが，日
本で発酵させ，製品化された鶏糞を利用する花卉
栽培農家もある．
4）花卉栽培農家の経営と花卉の流通過程
花卉栽培農家の一般的な経営規模は 1 ～ 2ha
程度以下である．
通常，カメロン＝ハイランドでは「蔬菜＋花卉」
という複合経営はみられない．
なぜなら，花卉栽培には，とくに毎日の病害虫
に対する消毒や出荷などに多大の労働力を必要と
するので花卉と蔬菜との単純な複合経営はでき
ない．
また一般的にいえば花卉栽培には蔬菜栽培より
も人手を必要とするといわれる．
花卉栽培では可能であるなら 1 エーカーに付き
3 人（1ha では 7 ～ 8 人）の労働力が必要である
と農民はいう．蔬菜栽培ではエーカーあたり 1 ～
2 人 3 ～ 5 人/ha）といわれる．
さらに花卉栽培には日照と暖かさが必要であ
り，また強い降雨から花卉をまもるために花卉栽
培地のすべてに雨除け施設が必要である．とくに
キクの栽培には電照の施設も必要になる．
このためにカメロン＝ハイランドの花卉栽培農
家の多くは当初は蔬菜栽培を営み，その後，花卉
栽培に移行した農家が多い．この高原に花卉栽培
が導入されたときから自家に労働力もある，つま
り家族内労働力の多い有力農家が花卉栽培に移行
した．花卉栽培には蔬菜栽培に比べて，かなりの
資本投下が必要なのである．
近年では外国人労働者の雇用問題がそこに絡ん
でくる．労働力が不足すれば，当然，花卉から蔬
菜栽培に移行せざるをえない状況も生じる．
1980 年代には小規模経営農家（1ha 以下の農
家）であっても，かなりの蔬菜栽培農家が花卉栽
培に転じた．それは蔬菜の市場価格に比べれば花
卉市場の価格が安定していたからである．しかし
ながら，1995–96 年頃から花卉から蔬菜に移る農
家が多かった．
このように栽培を花卉 → 蔬菜へ，また蔬菜 → 
花卉へという転向は基本的には蔬菜や花卉の市場
を睨んで個人が判断することであるが，2015 年 3 
月おける筆者らの聞き取りによれば，近年では，
このような移行の事例は，ほとんどみられなく
なった．
しかしながら，こんにちでも比較的経営面積の
大きな規模（5ha 以上）の花卉栽培農家には「短
い期間」だけに蔬菜を栽培する農家がある．たと
えば，華人の正月，いわゆる春節の時期などの蔬
菜の値段が高いときに合わせて花卉栽培農家が蔬
菜も栽培する．
花卉栽培農家について蔬菜栽培農家と比較した
のが表 7 である．
このデータは 1995 年のものであるが，2010 年
代に入っても基本的な状況は変わらない．
例えば，花卉でも蔬菜栽培農家でも TOL によ
る耕作の割合が高い．農家の規模では小規模農家
は花卉栽培農家よりも蔬菜栽培農家に多い．花卉
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栽培農家のほとんどは電照ギクを栽培しているの
で電気に関しては発電機を保持してているか，電
気を電力会社（TNB）から買うのかの，いずれ
かである．蔬菜栽培農家も雨除け栽培では電気が
必要ではあるが，50％以上は電気が不要である．
農家の分布をみると 1995 年の時点では花卉栽
培農家はカンポン＝ラジャ，トゥリンカップ，ク
アラ＝テラ，バータム＝バレー，ブルー＝バレー
などに比較的に多い．蔬菜栽培農家はリングレッ
ト，バータム＝バレー，トゥリンカップ，カン
ポン＝ラジャに多く分布する．こうした傾向は
2014 年現在でも同様である．
農家規模についてのみは新しいデータがえられ
た（表 8）．
1995 年と 2015 年を比較すると花卉栽培農家で
は 1ha 以上の規模の農家が増加している．とく
Table 7.  Farmers’ Profile for Floriculture and Vegetables in the Cameron Highlands
Floriculture Vegetables
Land Ownership Percentage （％） ％
Own land 
Rented land
Company Owned land
86.6 
12.3 
 1.0 
71.8 
26.6 
 1.0 
Land status Percentage （％） ％
TOL land
Land with title
Both status
Government land
81.4
16.4
 0.6
 0.6
73.0 
22.0 
 1.0 
 4.0 
Farm size  （Total: 440ha） （Total: 1,042ha）
Less than 1
1 to 4.9
5 to 10
More than 10
66.6
29.9
 2.7
 0.8
less than 1
1 to 1.9
2 to 2.9
More than 3
80.0 
18.3 
 1.4 
 0.4 
Water Percentage （％） 　 ％
Own water source
JBA
Both
94.8 
 2.5 
 7.0 
96.7 
 1.2 
 2.1 
Electricty Percentage （％） 　 ％
TNB
Own generators
Both
Without electricity
43.7 
35.9 
 7.5 
12.8 
29.9 
16.8 
 0.5 
52.8 
Farm location Percentage （％） 　 ％
Kampong Raja
Trinkap
Kuala Terla  
Bertam Valley
Blue Valley
Ringlet
Ipoh Road 
kea Farm
Others
20.8
17.5
15.9
11.2
10.4
 8.5
 5.5
―
less than 5.0
10.5 
12.3 
 9.8 
18.2 
 6.7 
18.9 
‐
 5.1 
less than 5.0
Source:  The Cameron Highlands Flower and Vegetable Growers Association （1998）
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に 5ha 以上の割合が高くなっている．
これに対して蔬菜栽培農家は 1ha 未満の小規
模農家は減少し，1.0 ～ 1.9ha 未満の規模の農家
が増えている．全体としてみれば，蔬菜栽培農家
よりも花卉栽培農家の規模が大きい．
ところで，筆者らの聞き取りによれば，この高
原の蔬菜や花卉栽培農家は多くの共通した問題に
直面している．
カメロン＝ハイランドにおける病害虫のコント
ロールは花卉栽培農家にも蔬菜栽培農家にも共通
した問題で，最優先事項である．また労働力の不
足も共通した問題である．
生産者の間の技術的，環境的意識はあまり高く
はない．健全な施肥の管理，統合的な病害虫の処
理方策などが農民には必要である．そこで公的機
関による生産者に対する訓練や専門的な教育の場
の設置が望まれる．蔬菜栽培農家ではとくに不安
定な市場価格をあげる農家が多いが，高騰する生
産資材が花卉栽培農家には大きな問題である．
長い間にわたり農民はマーケティングの問題
にも直面してきた．1980 年に農民が設立した金
馬崙菜農公会 the Cameron Highlands Vegetable 
Growers Association は，このようなさまざまな
問題を解決したいという彼らの意欲の現れであ
る．一般的にみて蔬菜は市場秩序の整備が遅れて
いる．花卉は資金調達が大きな問題である．蔬菜
でも花卉でも透明な流通を促進するために公営市
場の設置，オークションによる価格設定が必要だ
と農民は述べている．
筆者らの聞き取りによれば，単位面積当りの単
純な粗収入では花卉栽培が蔬菜栽培を上回る．
しかしながら花卉栽培には投資が必要である．
これまでに強調してきたように一般には資金のあ
る農民でないと花卉栽培はむずかしい．前述のよ
うに花卉は必ず雨除け栽培にしなければならな
い．そのうえキクには電照施設が必要である．ま
た花卉の種子や苗は高価である．さらにバラなど
は栽培を始めてから早くても 1 年以上経過しない
と収穫できない．カーネーションは挿し木で定植
するが 4 か月後でないと収穫できない．
以上のような，さまざまな理由からキクの栽培
農家には 2 エーカー以下の小規模農家は，ほとん
どみられない．このように花卉栽培農家の経営規
模は蔬菜栽培農家よりも大きいが，それでも，全
花卉栽培農家，約 150 戸のうち約 100 戸は 10ha
以下である．
1990 年代以降，カメロン＝ハイランドのカー
ネーションとバラの栽培は急減し，現在ではマ
レーシア国内市場向けに栽培しているにすぎな
い．こんにちではキクがカメロン＝ハイランドの
もっとも主要な花卉である．
金馬崙花業公会 the Cameron Highlands Flori-
culturists Association での聞き取り（2015年 3月）
によれば，2010 年代に入り，それまではカメロ
ン＝ハイランドの輸出市場であった香港と台湾の
花卉市場は中国に完全に抑えられたといわれる．
Table 8.  Farm Size for Floriculture and Vegetables in the Cameron Highlands （1995 and 2015）
Floriculture Vegetables
Farm size （ha） ％ Farm size （ha） ％
Less than 1  49.8 less than 1 60.7 
1 to 4.9  35.4 
1 to 1.9 28.7 
2 to 4.9  6.4 
5 to 10   8.6 More than 5  4.2 
More than 10   6.2 ― ―
Total 100.0 Total 100.0 
Number of Farmers 150 Number of Farmers 2,250
Cultivated Area 540ha Cultivated Area 2,170ha
Source:  Interview in the Cameron Highlands Vegetable Growers Association and the Cameron Highlands 
Floriculturists Association, May, 2015.
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中国（主に雲南省昆明）の台頭でカメロン＝ハ
イランドのキク・カーネーション・バラなどの花
卉は香港と台湾の市場において価格競争に破れた
のである．カメロン＝ハイランドの花卉生産者の
なかには中国はロイヤリティを無視した生産をし
ているという生産者もいる．
従来，シンガポール向けの鉢植えの花卉，とく
にラン（コチョウランなど）はカメロン＝ハイ
ランド産が独壇場であったが，近年では同じ国
内でシンガポールに近いジョホール Johor，スラ
ンゴール州スパン Sepang，サバ州（ボルネオ島）
クンダサン Kundasang などで花卉栽培が伸びて
きた．したがってカメロン＝ハイランドにおける
ランなどのポテンシャルも下がってきたのでキク
の生産に特化している．
2015 年現在，カメロン＝ハイランドの国内市
場における流通は主に二つの流通経路（図 4）が
ある．
① 小売り花屋へ直接販売（約 15％）
②  カメロン＝ハイランドの farm-collectors
（約 25％）や仲買人（約 60％）を経由す
る主要市場への販売ルート
卸売り業者は取り扱う花卉に対して 95.5％の
マージンをとり，小売業者は 50％のマージンを
とっている（the Cameron Highlands Flower and 
Vegetable Growers Association,1998, p. 18）とい
われる．このような状況を考えるとマレーシア国
内に花卉のオークション＝マーケットが必要で
ある．
ところで，カメロン＝ハイランドにおける花卉
生産に加えて移出・輸出などの流通に関係する業
務には以下の四種がある．
① growers：花卉生産農家
② farm-collectors：花卉の集荷および仲買業者
below 1%
15%
25%
60%
below 1%
Growers
Farm-Collectors
Wholesalers
in
Kuala Lumper
Ipoh
Johore Bahru
Georgetowm and others
Retailers
Consumers
（prepared from the fieldwork in 2013, 2014, and 2015）
Fig. 4.  Distribution Channel of Local Flower Market in the Cameron Highlands （2014）
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③ transporters：輸送業者
④ exporters：輸出業者
上記の四種のうちカメロン＝ハイランドで生産
される花卉の国内流通では「生産者から花卉を買
い取り，集荷して卸売業者に売り込む業者」（カ
メロン＝ハイランドで farm-collectors という）
が一定の役割を演じているが，これは輸出には関
係しておらず，国内市場にのみに機能している．
花卉生産農家は，いわゆる独立した個人の花卉
生産者である．小さいけれども会社組織にしてい
る生産者も多い．
花卉の国内流通における farm-collectors は花
卉栽培農家から花卉を購入し，購入したその花卉
のほとんどを大都市にある花卉の共販センター
センターの卸売業者に持ち込むので「花卉の運
搬を自分でする仲買人」といってもよい．farm-
collectors はカメロン＝ハイランドの花卉の国内
流通における 25％を扱っている．その一部は注
文に応じて小売店に流れる．この farm-collectors
はマレーシアの国内マーケットのみを対象として
おり，輸出市場における farm-collectors とは異
なる業者である．
花卉の farm-collectors は花卉のみを扱い，蔬
菜を扱うことはない．つまり，farm-collectors は
花卉のみを扱う collectors と，蔬菜のみを扱う
collectors に分かれている．
また蔬菜の流通においてはカメロン＝ハイラン
ドで生産された蔬菜を卸売市場のある都市までの
運搬のみを請け負う輸送業者 transporters（カメ
ロン＝ハイランドでは lorry operators という）が
存在し，現在，およそ 70 台のトラック（1 社 1 台）
が営業している．しかしながら，蔬菜の輸送業者
のほとんどは注文があれば蔬菜といっしょに切り
花も輸送している．
花卉だけを運搬するトラックは 8 台ほどしかな
い（筆者が 1995 年に聞いたときには 2 社で 4 台
のみであった）．わずかではあるが花卉と蔬菜の
両方を運搬する業者（4 社で 4 台）もいる．
これらの輸送業者は平野部にある卸売市場に花
卉や蔬菜を運搬するだけではなく，帰路には鶏
糞，有機質肥料，生産の用資材，灌漑資材，そし
て殺虫剤なども輸送する．
2015 年 3 月現在，マレーシア国内に花卉の卸
売市場 auction market は存在しないが，マレーシ
ア半島の大きな都市には花卉共販センター flow-
ers’ collecting centre がある．この共販センター
は「競りをしない卸売り」の機能を果たしている．
この共販センター内には倉庫があり，卸売業者
の注文した花卉はこの倉庫に搬入される．卸売業
者は保管の手数料を支払い，自己の店 box で販
売する．
小売業者は共販センター内のこれらの卸売業者
の花卉を見て回り仕入れるが，卸売業者が契約し
ている小売業者に注文に応じて花卉を届ける場合
もある．
この共販センターには卸売業者から消費者が直
接に花卉を購入する制度はない．
さらにはカメロン＝ハイランドのあちこちの道
路沿いで，生産者が観光客などに直接花卉を販売
している．このような沿道の花屋は数え切れない
が，その取扱量は微々たるものであると関係者は
いう．沿道の花屋は派手にみえるが生産量からす
ると非常に少ない消費を担うだけである．
一方，カメロン＝ハイランドにおける輸出用
花卉の扱いについてみると，ほとんどの会社は
grower で あ り，farm-collector で あ り，trans-
porter であり，そして exporter でもある．
つまり，カメロン＝ハイランドの花卉輸出に関
係する会社は花卉生産の農民が個々に花卉を生産
し，自ら会社を組織することも多い．そして必要
とあらば彼ら自身で輸出のために花卉を集め，自
己の生産した花卉とあわせて，輸出業務も輸送も
する．このような複合経営の会社はこの高原に 9
社（2015 年 3 月）ある．
こうした会社は確実にロイヤリティ34）を支
払った花卉生産をしている．
カメロン＝ハイランドから輸出される花卉の
90％を grower ／ farm-collector ／ transporter ／
exporter を兼業する複合経営業者が扱っている．
前述のように彼らは会社で扱う輸出花卉の一部を
自らも生産する．そして会社としては輸出向けに
必要な花卉を買い集め，輸出の業務や輸送をもこ
なすのである．
前述のうち，残りの 10％は花卉の個人生産者
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individual growers が，この複合経営の会社に持
ち込んで輸出とその業務，そして輸送を委託する
ものである．
後述する BF 社は farm-collector，transporter，
そして exporter を兼ねている事例である．華語
では「収購商」という．
この farm-collectors のみに注目すればカメロ
ン＝ハイランドの farm-collectors は約 40 社ある
（2015 年 3 月の筆者らの聞き取り）．このような
花卉の farm-collectors の 95％は華人，5％はイン
ド系である．全 40 社のうち 5 社は専業の farm-
collectors である．つまり，この 5 社は花卉栽培
には従事していないので花卉の生産組合には加入
していない．またこの 5 社の経営者は，すべて華
人である．
一方，35 社の farm-collectors は花卉栽培に従
事している．この 35 の farm-collectors には華人
もインド系も含まれ，華人の farm-collectors は
the Cameron Highlands Floriculturists Associa-
tion に， イ ン ド 系 の farm-collectors は Indian 
Small Holders Association に加入している．
つぎに輸出業者 Exporters をみてみよう．
マレーシアの華語では exporters を「収購商」
といい，文字通り，花卉の輸出業者であるが輸出
業務のみをする業者は，ほとんど存在しない．つ
まり，前述のように exporters のほとんどは花卉
の生産者でもあり，運搬や輸出業務などの複合経
営をしている．
筆者らの聞き取りによれば，このような
grower／farm-collectors／transporter／exporter
の複合経営業者は総輸出量の 96％を扱うという．
事例（後述）にあげた BF 社はこの複合経営業
者の好例である．輸出は相対取引で，かつ先方か
らの注文生産が主である．このうち高い生産技術
と管理施設を持って花卉の生産に取り組んでいる
大規模な数社だけが日本とオーストラリアの厳し
い輸入条件をクリアーできる．
5）外国人農業労働力の導入とその背景
1990 年代の後半になると，マレーシア経済に
は，その成長に伴って発生した労働力不足が大き
な問題となった．それは，とくに農業・建設業・
製造業に深刻であった．従来，マレーシアではこ
れらの部門にインドネシアなどからの不法就労が
多かった．
そこでマレーシア政府は 1989 年にはエステー
ト部門・建設業・家事や食堂などのサービス業な
どにおける不熟練や半熟練労働力についても外国
人労働力の導入を合法化した．
さらに 1991 年には製造業についても外国人労
働者の使用を認めた．その後インドネシアから
の不法就労者が急増し社会問題化した．政府は
2005 年 2 月末までに 40 万人ともいわれたインド
ネシア人不法就労者を締め出した．代わってマ
レーシア政府は同じイスラム教徒であるパキス
タン人 10 万人の雇用を認めたり，英語の話せる
スリ＝ランカ人の受け入れを拡大したりした．こ
のような背景のもとにカメロン＝ハイランドでも
1992 年に農業労働者として外国人労働力が雇用
できるようになった．
カメロン＝ハイランドの花卉と蔬菜，それぞれ
の農家の労働力は外国人労働者の雇用によって大
きく変化した．
表 9 は 1995 年のデータである．この時点では
花卉栽培農家でも蔬菜栽培農家でも家族内労働力
のみの割合がかなりあるが，筆者の聞取り調査
（2002 年 6 月）によれば蔬菜栽培農家の 90％，花
卉栽培農家では，ほぼ 100％が外国人労働力を雇
用していた．また 2015 年現在では外国人労働者
を雇用していない農家は，ほとんどない．
1995 年でも花卉栽培農家は蔬菜栽培農家より
も外国人労働者への依存度は高かった．また地元
の労働力や外国人労働者の雇用数も花卉栽培農家
の数値が大きいことは現在でも同じである．
2008 年 3 月現在，農業部門の外国人労働力に
対するマレーシア政府の基本方針はおおよそ次の
ようになっている．
◦ マレー語を学んでこなくても受け入れるが，
2005 年 11 月からはマレー語やマレーシアの
◦ 文化などの研修が義務づけられている（その
内容については筆者は未確認）．
◦ 政府の受け入れ証明書は 1 回のみ発行さ
れる．
◦ 単位面積当たりの雇用できる外国人労働者
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は，2002 年の時点では農地 1 エーカーにつ
き外国人労働力は 2 人まで許可になった．
2008 年 3 月時点におけるカメロン＝ハイラ
ンドのような高地では，基本的に 1ha 当た
り 8 人までの外国人労働者を雇用できる（低
地の場合は 5–6 人/ha である）．
◦ 外国人労働者の滞在期間については 2001 年
までは最初 3 カ年間で，その後は毎年更新
して合計 7 年間労働できた．2002 年からは，
これが 5 年間に短縮されたがマレーシア政府
はその理由を明らかにしなかった．
2015 年現在，外国人労働者の滞在許可条件は
次のようになっている．
最初は 3 ヵ年の労働許可を与える．その後はさ
らに 2 ヵ年の延長が可能である．5 年後には農業
省よる熟練労働者としての審査とテストがあり，
さらに 5 ヵ年の延長が可能となる．つまり労働期
間は最長でも 10 年が限界である．もっともカメ
ロン＝ハイランドの農民に言わせれば「10 年後
には新しいパスポートにすればよい」のだそうで
ある．
一方，カメロン＝ハイランドにおける外国人労
働者の農業部門における雇用条件は一律に以下の
ように定められている．
つまり，住居は経営者が提供するが，食事は各
人の負担であるが外国人労働者は電気や水道など
も含めて自由に使用できる．食事は彼ら自身でつ
くる．1 日 8 時間労働が原則で，2002 年 7 月に
おける 1 日の賃金は RM18.00（¥576）であった．
それが 2008 年からは RM22.00（¥660）になった．
また 2015 年 3 月における筆者らの聞き取りによ
れば，外国人労働者の賃金は技能に応じて 1 ヶ月
RM900（邦貨 28,800 円）～ RM2,500（80,000 円）
とさまざまである．これはカメロン＝ハイランド
の外国人労働者に共通する雇用条件である．外国
人の農業労働者はすべて男性である．一般に外国
人労働者は 12 時間/日くらい働いていおり，年次
有給休暇が 8 日認められているが，ほとんどの労
働者はとらない．彼らにはカメロン＝ハイランド
以外への移動の自由はない．また彼らが 3 カ年働
けば帰国旅費を雇用主が負担することになって
いる．
カメロン＝ハイランドの外国人労働者数につい
ての2002年 7月の聞き取りでは約4,000 人であっ
た．2008 年 3 月には蔬菜と花卉栽培を合わせて
約 8,000 人の外国人労働者が雇用されているとい
われていた．このほかに約 700 人のハウスキー
パー（すべて女性，ほとんどインドネシア人；
2002 年）もいた（表 1 の Non-Citizens がそれで
ある）．
また 2014 年では外国人労働者は約 15,000 人に
のぼると推定される．インドネシア女性の出稼ぎ
も依然として継続している．
こんにちカメロン＝ハイランドにおける農業
部門の外国人労働者はすべて男性であり，その
Table 9.　Labour  in the Cameron Highlands (1995)
Floriculture Vegetables
Number of workers ％ ％
Family
Local
Foreign
32.4 
6.7 
60.9 
59.8 
2.7 
38.4 
Number of family labour ％ ％
1 
2 
3 
4 
5 
more than 6
18.9 
49.3 
14.0 
8.8 
4.7 
4.3 
23.0 
51.1 
15.2 
6.5 
2.4 
1.9 
Number of local labour ％ ％
1 
2 
3 
4 
5 
6 
more than 7   
34.2 
23.7 
7.9 
5.3 
―
7.9 
21.0 
60.0 
25.7 
4.3 
7.1 
―
1.4 
1.4 
Number of Foreign Labour ％ ％
1 
2 
3 
4 
5 
more than 6 
17.5 
27.8 
15.7 
10.6 
3.6 
24.8 
39.6 
33.3 
13.4 
7.1 
2.2 
4.4 
Source:  the Cameron Highlands Flower and Vegeta-
ble Associations, 1998, pp. 91–95.
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90％はバングラディッシュ人である．またインド
ネシア人，タイ人，ミャンマー人，そしてネパー
ル人もいる．近年ではインド人もみられる．2003
年まではバングラデシュ人は不許可だったが，そ
の後，制限はなくなった．茶農園の外国人労働者
にはスリ＝ランカ人のみに許可されている．
地元農民からの聞き取りによれば，労働者の資
質で，もっとも高い評価を得ているのはネパール
人35），二番目はムスリムのバングラデシュ人であ
る．インド人も，ほどほどに評価されている．評
価が一番低いのはミャンマー人で，彼らは酒を飲
み，けんかが絶えないのだといわれている．カメ
ロン＝ハイランドではインドネシア人労働者の評
価はきわめて低い．
2008 年 3 月現在，カメロン＝ハイランドでは
農地 1ha につき外国人労働力が 8 人まで許可に
なる．現実には家族労働力もあるし，耕作の仕
方にもよるが蔬菜栽培では「1 エーカー（約 40a）
につき外国人労働力は 1 人で間に合う」と農民は
いっている．つまり，1ha に換算すれば約 2.5 人
になる．花卉栽培ではそれが 5 ～ 7 人くらいで
ある．
専業農家でも不安定な TOL によって耕作地を
確保している現状では彼らは決して自分の子ども
を農業の後継者にすることに期待をいだかない．
したがって華人の若年層の大都市へ流出が多く，
地元には農業労働力が充分ではない．このため，
こんにち外国人労働力の雇用はカメロン＝ハイラ
ンドの農家にとっては生産を維持するための必要
欠くべからざるものになっている．
外国人労働者は集団で賃金のよいところに流れ
る傾向があり，不法外国人労働者になりやすい．
2014 年 1 月，マレーシア政府は数百万人ともい
われる不法外国人労働者の取り締まりに乗り出し
た．そのために，政令に基づき 2014 年 1 月から
外国人労働者には「産業別に色分けした身分証
明書（マレー語で“I-KAD”）」の発行を始めた．
外国人労働者には2014年12月末までに“I-KAD”
を取得する必要が生じた．そして 2014 年 1 月 21
日からは不法外国人労働者に対する厳しい取り締
まりが実施され，違反者には再入国を認めないと
の方針を示した．このマレーシア政府の扱いにつ
いては人権侵害であるとか，就労者ではなく外国
人労働者を不法に雇用する雇用主を処罰するべき
であるなどの批判がある．
これによって不法外国人労働者の取り締まり強
化と強制送還が実施された．不法外国人労働者を
雇用した雇い主の罰金は RM8,000（邦貨 256,000
円）といわれ，そのうえに農園の生産物を切り捨
てたりするようなことも実施されている．
この 2014 年 11 月の取り締まり強化は政治問題
であるという地元民もいる．
つまり，従来，マレーシア連邦議会下院で圧倒
的に優勢であった与党連合（BN: Barisan Nasi-
onal）は 2013 年 5 月の選挙で，かろうじて過半数
を維持し，野党連合・人民同盟（PR）との政権
交代はならなかった．とくに農村部に強力な支持
基盤をもつ BN は，これに危機感を感じた．そこ
でカメロン＝ハイランドのように外国人労働者を
雇用している地域で，その取り締まりを強化した
というのである．
この取り締まりの原因をつくったのは新聞記
事であったとカメロン＝ハイランドの地元民は
いう．
カメロン＝ハイランドの水系の下流部に，1961
年に完成した Sultan Abu Bakar Dam は以前から
堆砂がひどかった．2000 年代に入り電力会社は
堆砂の浚渫をはじめた．しかし，とうとう 2014
年 11 月にダムは大雨によりオーバー＝フローを
起こした．大きな原因はダムの上流における蔬菜
や花卉栽培がもたらしたものだと新聞が報道し
た．花卉や蔬菜の栽培を支えているのは外国人労
働力である．そこで政府の取り締まりが始まっ
た．マレーシアの新聞の多くは株式の 50％以上
を政府に握られているので政治的な報道だとする
見方もある．
2014 年 11 月の時点で約 15,000 名の外国人労働
者がカメロン＝ハイランドにはいたといわれる．
このうち，どのくらいの不法滞在者がいたのかは
不明だが不法滞在者の多くのはジャングルに逃亡
したと農民はいっている．
2015 年 3 月，筆者らのフィールド＝ワークの
時点でもカメロン＝ハイランドへの入り口である
リングレットのチェック＝ポイントでは，すべて
立教大学観光学部紀要　第18 号 2016年 3 月立 教 大 学 観 光 学 部 紀 要 第 18 号 2016年 3 月
Rikkyo University Bulletin of Studies in Tourism No.18 March 2016
Rikkyo University Bulletin of Studies in Tourism No.18 March 2016
—　　—44
の車を止めて警察が外国人労働者をチェックして
いた．
6）花卉栽培農家と花卉取扱業者の事例
カメロン＝ハイランドにおけるヒル＝ステー
ションの形成や花卉栽培について歴史的な経過を
踏まえて，その地域性を述べてきた．ここでは実
際の花卉栽培農家について事例をあげて，その特
色を述べることにする．なお聞き取りのデータは
2015 年 3 月時点のものである．
ⅰ）花卉栽培農家 LBYの事例　
◦立地位置：カンポン＝ラジャ
◦経営者：夫（61 歳）・妻（58 歳）
　　　　　子ども 3 人（後継者はいない）
◦経営耕地面積：4 エーカー
◦外国人労働者：4 人
この農家LBYは典型的な花卉栽培農家である．
夫は農業に従事しないで別の仕事をしている．実
際の経営は妻と妻の妹（結婚して近くに居住），
そして妻の甥の 3 人で 4 エーカーで花卉を栽培し
ている．
外国人労働者は 4 人で，すべてバングラデシュ
人である．そのなかのひとりは，すでに 10 年以
上働いている．あとの 3 人は，きわめて流動的な
雇用であるという．
この農園は 1962 年に夫の親夫婦が TOL によ
り開墾を初めてから 50 年以上経過している．現
在，TOL の登記者は夫の弟である．彼は山麓の
街のイポーに住み，仕事を持っており，この農園
の経営とは直接の関係はないが，彼には「なにが
しか」の賃金のようなものを支払っている（その
額は不明）．複雑ではあるが，いわゆるファミリー
＝ビジネスである．
この農園では 1960 年代までは蔬菜栽培だけを
していた．その蔬菜はリーフ＝レタスやロマンス
＝レタスなどレタスのみだった．地元の蔬菜のコ
レクターやトランスポート＝オペレーター（白坂
2009，p. 15）に出荷していた．
1983 年頃からは 1990 年代後半頃までは蔬菜と
花卉の両方を栽培した．その後は徐々に花卉栽培
面積が増えて，2000 年代には，ほとんど花卉栽
培となった．
現在は花卉の多品種生産である．それは国内の
マーケットからの注文に応じているからである．
花卉は経験によってマーケットを予測して生産す
るが，ほぼ年間出荷量を決めて生産している．
生産した花卉のすべてを妻の兄が経営する
MAN 社（花卉の生産・輸送・輸出をこなす複
合経営）に花卉の輸送と販売を委託している．
MAN 社によれば，この農園で生産された花卉の
50％は卸売業者へ，また 50％は注文した小売業
者に直接に届けている．
また，この LBY には懇意にしている farm 
collectors がおり，彼らは卸売業者の注文をうけ
て，この農園に買いに来ることもある．Farm-
collectors は花卉生産者の特徴をよく知っている
のでピン＝ポイントで花卉を買い廻るのである．
上記のように，この農園の花卉のほとんどは国
内向けであり，毎日，すべての栽培種を出荷する．
バラとカーネーションは，とくに旧正月には出荷
量が多くなる．
繁忙期（一番忙しい月を 10 として，その月の
評価）について聞いたところ，以下のような状況
であった．
1 月（10）；2 月（10）；3 月（5）；4 月（10）；
　5 月（5）；6 月（5）
7 月（5）；8 月（8）；9 月（8）；10 月（8）；
　11 月（8）；12 月（8）
1 月は西暦の正月，また 2 月は旧正月（華人）
であり，花卉がもっとも消費される時期で，すべ
ての花卉に需要がある．3 月末から 4 月初旬には
清明節（華人）などの行事がある．5 月は「母の
日」のカーネーションだけに需要が発生するので
繁忙期ではない．9 月の祖先祭（華人）にも花卉
の需要が大きくなる．11 月のディーパバリ（ヒ
ンドウ教の祭事）の前後にはキクの需要が非常に
大きい．
一般的にイスラム教徒は華人やインド系ほど花
卉を消費しないのでイスラムの祭事は花卉の消費
に大きな影響を与えないという．
カメロン＝ハイランドの花卉栽培農家は 1 ～ 2
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種類の花卉を生産するのが一般的であるが，この
農園は 10 種類もの花卉を生産する．しかし主要
な花卉はバラとカーネーションである．この農園
はキクを，ほとんど生産していない．
この農園では花卉栽培をはじめた頃も現在でも
バラ（1 エーカー）とカーネーション（0.5 エー
カー）を比較的多く生産している．スターティス
（0.15 エーカー）もこの農園の生産のなかでは多
い方である．あとはリモニウム・カスミソウ・ア
ガパンサス・ガーベラ・バード＝バラダイス・
ピーコックなども初期の頃から栽培してきた．
1990 年代には大きな花をつける新しいガーベラ
も栽培しはじめた．
植栽後，バラは 10 年以上，手入れが良ければ
20年にわたり切り花の生産ができる．またスター
ティスなどは手入れがよくても 4 ～ 5 年しか保た
ないし，手入れが悪ければ 2 ～ 3 年で収穫でき
なくなる．したがって栽培技術が求められると
いう．
カメロン＝ハイランドにおける花卉や蔬菜の栽
培には殺虫剤や殺菌剤の使用が多く，この農園で
も花卉の生産費に占める殺虫剤や殺菌剤の費用
は，たいへん大きいという．
花卉の圃場やポット栽培にはココ＝ピート36）
を使う．これはカメロン＝ハイランドでは一般的
なことであるが，ココ＝ピートを使うと生産物が
ユニフォームに育つのでたいへん重宝している．
また化成肥料に加えて鶏糞も利用する．日本か
ら輸入される発酵鶏糞は非常に質がよいが，価格
（RM15/kg）が高い．
この農園で生産される花卉の流通を引き受けて
いる前述の MAN 社の担当者によれば，この農
園の花卉の一部は輸出もされるという．
この農家の生産費用は多い順に以下のように
なっている．
第一位：外国人労働者を含む労働力の賃金
第二位：化成肥料
第三位：殺虫剤や殺菌剤などの農薬
順位はどうあれ，この事例農家にかぎらず，こ
こにあげた生産費用はカメロン＝ハイランドの花
卉栽培農家にとっては共通する問題である．
また筆者らの聞き取りによれば，この農園の粗
収入は 4 エーカーで約 RM80 万である．そのう
ち生産費用は約 40 ～ 50％くらいだろうと推定さ
れる．この農園の純収入はキク専門の農家よりも
利益率は高いという．
この農家に後継者はいない．
ⅱ）花卉栽培農家 LYFの事例
◦立地位置：トゥリンカップ
◦家族：
　夫（64 歳）・妻（62 歳）
　子ども 5 人：
　　長女　39 歳　未婚：農業に従事
　　次女　37 歳　結婚して KL に居住
　　長男　35 歳　 イギリスに留学して大学
教員（イギリス在住）
　　次男　31 歳　 後継者・妻30歳；子ども：
男 2 歳
　　三男　24 歳　未婚：ここで農業に従事
◦経営耕地面積：6 エーカー
◦外国人労働者：6 人
現在の圃場は TOL により夫の父親が拓いた土
地である．夫の L は，この地で生まれた．父親
の時代は蔬菜栽培だった．1984 年以降 1993 年ま
では蔬菜と花卉の両方を栽培した．このときに花
卉栽培のために圃場 2 エーカーのうち 1 エーカー
だけに雨除け施設を設置した．1994 年からはす
べての耕地を花卉にしたので，ここにも雨除け施
設をつくった．
蔬菜の栽培は技術的には，うまくいっていた
が，質の良い蔬菜をつくっても蔬菜の市場価格が
安かった．利益率は蔬菜栽培よりも花卉栽培の方
が高いので 1994 年に耕地のすべて花卉栽培に転
換することにした．
最初の花卉はカーネーションのみだった．カー
ネーションを 2 ～ 3 年栽培した．これは日本にも
輸出された．カーネーションの母株はオランダと
日本から輸入していたが，自分には納得できるほ
どには，うまく栽培できなかった．したがって
1994 年からは耕地のすべてをキクの栽培にした．
そのときに圃場のすべてに雨除け施設を設けたの
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である．
2015年 3月現在の経営耕地面積は全6エーカー
である．
前述のように父親の獲得した TOL は 2 エー
カーであるが，その後，徐々に周辺を開墾して現
在では耕地面積は合計 6 エーカーになっている．
つまり，4 エーカーは無断で開墾した耕地である．
この土地を開墾したのは周辺の農家が，それぞれ
に土地の周辺を開墾して耕地を広げたので自分の
耕地を護るために自分も開墾しなければならな
かったのである．
この 4 エーカーの土地については 1990 年代初
頭にカメロン＝ハイランドの District Office に
拡大の申請をしたが，こんにちに至るも返答が
ない．
圃場には 100–125cm 幅の床 bed が 25cm の間
隔でつくられる．ベッドの高さは約 15cm であ
る．植え付け間隔はキクによって 8 × 8cm から
10 × 10cm，さらには 10 × 15cm もある（写真
12 参照）．
栽培には灌漑用水が必要であり，山麓からの湧
き水を利用している．雨除け施設の屋根のすぐ
下にパイプを通して散水する（over head sprin-
kler）．このやり方は蔬菜栽培のときと同じである．
気象条件にもよるが定植した花卉には最初のひと
月の間，1 日に 1 ～ 2 回の割合で散水する．二ヶ
月目からは 1 日おきでよい．
花卉栽培を始めた頃（1984 年）は電力会社か
ら電気を購入していたが供給が不安定だったので
1994 年には発電機を購入した．それは 2004 年ま
で利用した．その後，電気は再び電力会社から購
入している．停電の心配が，まったくないので発
電機は売ってしまった．
キクへの電照は毎日 20 時から 24 時までの 4 時
間にわたり継続する．
キクの消毒は一般的には 1 週間に 1 回である．
キクの母株は最初（1994 年以前？）はオラン
ダの業者から購入した．現在でも，そのクローン
を使い続けている．つまりキクの育苗を自分でし
ているのでロイヤリティは支払ってはいない．新
しく開発された色のキクは母株を購入した．淡い
黄色のキクであるが，現在では，これも自分で育
苗している．
キクは定植から 3 ヶ月半から 4 ヶ月半で出荷で
きるので年間では少なくとも三作が可能である．
スプレー＝ギクにするためには最初の花芽を摘
芯（plucking；華語は摘芽；彼は pinching と表
現した）をする．花が一輪のキク single-chrysan-
themum にするときには側芽を摘むが，現在は，
この輪ギクを栽培しない．国内マーケットではス
プレー＝ギクの方が輪ギクより需要があると考え
ている．マレーシアではスプレー＝ギクがインド
系の人びとには，とくに好まれると彼はいう．花
卉の国内における値段はタイよりも高い．
この農場ではキクの整枝をあまりしない．育苗
も摘芯も，この農園の技術は高いと周囲から評価
されている．
経営者が，とくに気を遣っているのは作土であ
る．約 2 年かけて圃場に入れる土をつくる．
中国から輸入される豆粕 rape-seed cake（セイ
ヨウアブラナの種子の搾り粕：中国語では菜子
粕）に鶏糞，そしてジャングルから採取した土壌
（腐植土を含まない層の土壌；いわゆる B 層）を
加えて独特の土をつくる．これを圃場に鋤込む．
鶏糞は無菌ではなく，栄養のバランスも悪いので
当然 NPK のような化成肥料も投入される．
キク栽培の一回のサイクルが終われば土壌消毒
もする．1 エーカー当たり消毒剤の Basamid を
100kg 消費する．エーカー当たり 100kg は多くは
ないという．鶏糞を処理して，なるべく多く鋤込
むと消毒剤の使用が少なくてすむ．
2015 年 3 月現在，外国人労働者を 6 人雇用し
ている．全部バングラデシュ人である．長い者は
13 年にわたり，この圃場で働いている．外国人
労働者の最初の雇用は 1994 年で，キク栽培の最
初から雇った．その時は 3 人だった．
現在の賃金は労働者のスキルにより RM1,000
～ 1,300/月である．住居は圃場の一角にある．
基本的な労働時間は 7：30 ～ 18：30 で，途中で
食事と休憩 3 時間を与える．時間外労働はない．
外国人労働者は個人にもよるが，一般的には栽培
技術を半年で身につけて，「一人前」になる．3
年で熟練した労働者になる．
外国人労働者の最初の労働許可は 3 ヶ年であ
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る．雇用期間が 2 ～ 3 年を超えると往復航空券を
支給し，3 ～ 4 ヶ月間帰国させる．
マレーシアでは 3 年を経過した外国人労働者は
ライセンスを更新して，次の 2 年間の滞在が可能
となる．ライセンスは毎年更新しなければならな
い．マレーシア滞在が 5 ヶ年経過すると帰国して
パスポートを新規に作り替えて，再度，マレーシ
ア政府に申請する．そうして 10 年以上働く外国
人労働者もいる．
キクの生産は注文栽培ではなく，自分の経験を
踏まえて生産している．
キクはすべてスプレー＝ギクであるが，その
色による出荷の多寡は次のような割合になって
いる．
黄色のキク（deep and light yellow） ：80％
白いキク　　　　　　　　　 ：18％
紅色と紫色のキク ： 2％（2,000 本/週）
生産したキクのすべてを卸売業者（1 社）に売
り渡す．固定価格である．したがって自分の生産
した花卉の市場は把握していない．多分，マレー
シア国内だろうと思っている．
適当なキクがあれば毎日出荷する．
生産コストは以下のような割合になっている．
① 土壌と花の消毒剤　30％
② 外国人労働者の賃金　28％
③ 肥料　18％
④ 電気　10％（ディスカウントはない）
⑤ そのほか資材など　14％
ところで，この農園では 2015 年 1 月から 2 ヶ
月だけイチゴ栽培を試験的にやってみた．
観光客むけに成功している「ラベンダー＝ハウ
ス」が近いので，それをよく観察していた．そこ
で自分の圃場は幹線道路に接しているので観光客
向けの摘み取りのイチゴ園を考えてみたのであ
る．義理の父親がトゥリンカップでイチゴを栽培
していたので，ある程度の技術は会得しているつ
もりであった．しかしイチゴ栽培は管理が難しい
ようだと感じているが，栽培は続けるつもりで
ある．
現在の経営における問題点は以下の 4 点で
ある．
◦病害虫の駆除技術
◦灌漑用水の不足
◦ ときどき失敗する挿し芽（切り穂）の生産
技術の確立
◦生産費用の上昇
この農家 LYF のあげた問題点はカメロン＝ハ
イランドの花卉栽培農家に共通する悩みである．
ⅲ）花卉の輸出業者 exporter の事例：BF社
◦立地位置：クアラ＝テラ
◦保有トラック：積載量 14 トン以上 5 台
　　　　　　　：積載量 10 トン未満 6 台
花卉輸出業者はカメロン＝ハイランドには 60
～ 70 社ある．このうち約 40 社はタイ向け専門の
輸出業者である．この高原の輸出業者の中には日
本に輸出する花卉だけを取り扱う輸出業者もいる
し，シンガポールへの輸出業者もいる．もちろん，
複数の海外市場を相手にしている輸出業者も存在
する．
この BF 社は輸出業者であるとともに運輸業者
でもある．つまり，生産者から花卉を集めて輸出
するが，その輸送業務もするし，自社で輸出する
花卉すべての輸送もする．典型的な輸出業者の事
例である．この BF 社の扱い量はカメロン＝ハイ
ランドの輸出全体の 4％くらいだという．
この BF 社は 1996 年に設立され，オーナーは
下記の 4 名である．
① A 氏：かつての花卉栽培農家
② B 氏：もともとタイへの花卉輸出業者
③ C 氏：1995 年に農業省役人を定年退職
④ D 氏： かつての花卉栽培農家（無職：現
在ペナン在住）
この会社を始めたときにはトラックはたった 1
台だった．現在以上にトラックを増やす予定はな
い．現在では土地を確保できたとしても業務を拡
大するには人手が足りない．
2015 年 3 月現在，この会社はタイのみに輸出
している．この会社では全部で 10 ～ 15 種類のキ
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クを扱う．
日本へのキクの輸出は高い生産技術と厳しい輸
入条件をクリアーしなければならないことに加え
て，日本の市場での競売で花卉の価格が変動す
る．しかしタイへの輸出は固定価格である．現在，
カメロン＝ハイランド側の事情で，この固定価格
をあげようとタイ側と交渉しているがガソリン価
格が下がっているので輸出のための費用は上げら
れない．そこで外国人労働者の人件費コストの増
加を理由にしている．
輸出回数は週に 3 回，火曜日・木曜日・日曜日
だけで，輸出する量は1回に40～ 50トンである．
C 氏はこの日だけ働く．
自社のトラックを下記のように 11 台所有して
いる．
20 トン積み（タイヤ 12）：
　1 台；日野自動車製
14 トン積み（タイヤ 10）：
　4 台；1 台は日産製：3 台は日野自動車製
10 トン積み：
　3 台（カメロン＝ハイランド内で利用）
3 トン積み：
　3 台（カメロン＝ハイランド内で利用）
この BF 社は集花場をリングレット，バータム
＝バレー，クアラ＝テラの三カ所に持っており，
統括事務所はクアラ＝テラにあり，積み込みセン
ターもここにある．したがって花卉のパッキング
作業はクアラ＝テラの事務所に附属する作業場で
おこなう．
出荷する花卉の 90％はスプレー＝ギクであり，
10％はガーベラ（アフリカン＝デージー）・ピー
コックなどである．
タイ向けの輸出は大きな段ボール箱（W: 42cm
× L: 87cm × H: 60cm）に花卉を 500 本（約
40kg）入れる．
BF 社の花卉の全取扱量の 90％は花卉栽培農家
（個人）から持ち込まれる．10％は自社の契約栽
培農家（約 40 戸）が持ち込む花卉であるが，そ
れは毎回の出荷の 70–100 箱にすぎない．当然の
ことながら，これら持ち込まれた花卉は誰が生産
したかが C 氏にはわかるようになっている．こ
のように輸出では個人の農家が輸出業者 exporter
に所属している場合もある．つまり，農家が生産
する花卉の販売のすべてを輸出業者である会社に
任せるのである．
この会社のトラック輸送はタイ国境のマレーシ
ア側までである．タイのトラックはマレーシア側
に入ってきて荷物を積み替える．
タイのトラックは小型トラックで，方面別に
別々の業者に細かく分けられる．注文を受けた段
階でタイ側の輸入業者別にキクの種類を箱に記載
する．また花卉の箱はタイの方面別が識別できる
ように分けて荷積みされる．
この BF 社のトラックは荷台にはタイ側の業者
のうち受け取りの遅い業者の花卉，荷台の入り口
には早く受け取りにくる業者向けの花卉を積む．
タイ側の国境の税関は 6：00 から 22：00 の間，開
いている．カメロン＝ハイランドからタイ国境ま
で，ほぼ 7 ～ 8 時間を要する．出荷日の午前中に
は大型トラック 1 台，小型 1 台がタイ国境に向け
出発する．この午前便はタイの税関の閉まる 22：
00 までに国境に到着する．午後といっても深夜
に各ステーションから，ほぼ 1 台ずつ出発する．
これらは税関の開く 6：00 くらいに国境に到着
する．
大型のトラックは 284 箱 を積載する．1 箱は
40–60kg だから最大では 17 トンくらいになる．
トラックのドライバーはひとりで，助手をひとり
付けるが，助手は運転しない．ドライバーと助手
には保険をかけるが花卉には保険をかけない．
タイでは毎週のように何らかの「祭り」があ
る．タイのカレンダーには祭りのある日には「仏
のマーク」が入っている．したがってタイのカレ
ンダーに合わせて出荷する．タイの「祭り」の三
日前には出荷しなければならない．
基本的にはタイ側の輸入業者が花卉の量を毎日
BF 社に注文してくるので，これをまとめて輸出
する．午前 2 時出発の夜間便については前日の夕
方 19 時まで注文を受け付ける．午前便に関する
注文はトラックが出発するまで受け付ける．
この会社は，ひと箱に満たない注文でも束
bundle の単位で受け付けるという細かな対応を
している．当日に出荷できずに残った花卉は 1 ～
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2 日間なら水につけて保冷庫で保管できるので，
翌日以降の出荷に利用する．
午前に出発する便の方がトラックを手配しやす
い．自社のトラックが足りない場合には他の業者
に輸送だけを依頼することもある．タイ側との出
荷契約では「箱代・輸送費はタイ側が負担する」
ことになっている．箱代は RM10/箱で，この箱
は再利用するので持ち帰ってくる．
この会社で働く荷積みなどの労働者は，すべて
三日間のパートタイムである．そのほとんどは外
国人労働者である．この外国人労働者は大規模な
花卉栽培農家（近くの YGP 社）が雇用している
外国人労働者の一部である．BF 社は出荷する三
日間だけ，外国人労働力を融通してもらう．これ
らの労働者は作業が午後 8 時を過ぎるとオーバー
＝タイムになるが，その時は賃金に加えて夕食を
提供する．
BF 社の労働力の内容を下記に示す（地名はト
ラック＝ターミナルのある場所）．
クアラ＝テラ
　計 10 人：オラン＝アスリ　　7 人
　　　　　 バングラデシュ　　2 人
　　　　　 インドネシア　　　1 人
バータム＝バレー
　計 7 人：すべてオラン＝アスリ
リングレット
　計 8 人：すべてバングラデシュ人
タイ国境まで花卉を運んだトラックは帰路には
必ず貨物を積んで帰ってくる．貨物の多くは肥料
としての鶏糞，圃場の土壌に使うココ＝ピート，
ビニールなどの建築資材，化成肥料，料理用の干
した小魚（イカン＝ビリス）などである．タイ国
境のマレーシア側には資材運搬の仕事がたくさん
あるので帰路のトラックが有効に活用できる．
カメロン＝ハイランドの花卉輸出業者，たとえ
ば，この BF 社の C 氏は日本市場の問題とし需
要期と不需要期の幅が大きすぎることを指摘して
いる．その点，タイは花卉の消費がコンスタント
にあり，さらには陸上輸送だけで対応できるので
安定した市場であるという．
ところで，もちろんタイでも花卉を生産して
いる．
主要な生産地はチェンマイとその周辺地域であ
る．ここでは年間に数ヶ月しか花卉生産ができな
い．なぜなら乾季には水が不足するからである．
チェンマイではキクも栽培しているがバンコック
に移送すると 5 日間しか保たないといわれる．し
かしカメロン＝ハイランド産のキクはバンコック
でも 2 週間は保つのだそうである．したがってバ
ンコックではカメロン＝ハイランド産のキクは
チェンマイ産の二倍の値がつくといわれる．
カメロン＝ハイランドにくるタイからの注文に
は「キクをマレーシアの新聞で包め」と必ず注意
書きがある．
タイに輸出するキクは下記の二種類に分けら
れる．
Grade A：色が一種類だけのキクの箱
　キクを 6 本以上の束にして箱詰めする．
　（白いキクは日本へ輸出できなかったキク）
Grade B：数種類の色のキクをまとめた箱
　キクを最低でも12本以上の束bundleにする．
　茎の細いキクは 13 本にする．
　12 本でも 13 本でも出荷価格は同じ．
キクはマレーシアの新聞紙に包んで，横にして
箱に詰め込む．
タイへ輸出される花卉の箱は縦 42cm，横 
87cm，高さ 60cm の直方体で，この箱に 500 本
入れる．花卉は「ぎゅうぎゅう詰め」の状態であ
る．タイ国境までの運賃は RM23（邦貨 736 円）/
箱であり，トラックには 57 箱ずつ積む．
タイで人気のキクは Euro-white と Euro-sunny
の二種である．
2015 年 3 月現在，BF 社の取引しているタイ側
の輸入業者は 17 社である．
また BF 社に関係するカメロン＝ハイランド側
の生産者は 40 社（農家は会社組織にしている）
以上にのぼる．おのおのの農家は「花卉を生産す
るだけの農家 cutting flower suppliers」であるが，
GPS（消費税；2015 年 4 月実施）対策として各
戸が会社組織にして「輸出業者 exporter」として
登録すると GPS が不要になる．
BF 社と取引している各農家は花卉を BF 社に
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持ち込み，これを BF 社は保冷室に保管する．保
管費用は BF 社持ちである．出荷日までに注文が
なかったものについては生産者が持ち帰る．これ
がロード＝サイドの花屋などを通じて観光客に売
られる．
輸出するキクの状態はタイ向けには花が，かな
り開いた状態にして出荷する．
一方，国内向けに出荷されるキクの花はタイよ
りもさらに開いた状態で出荷する．
カメロン＝ハイランドからタイに輸出される花
卉（主にキク）の大部分は南タイのハジャイなど
で消費され，バンコックまではほとんどいかない
といわれる．またミャンマーに再輸出していると
の情報もある．
BF 社のような exporters は花卉生産者には「毎
月」まとめて花卉の購入代金を支払うが，タイ側
の輸入業者からは出荷の 3 ～ 5 ヶ月後にカメロン
＝ハイランドの exporters に入金される．中国の
場合，旧正月に中国からシンガポールに花卉を輸
出しても支払いを 10 ヶ月後まで猶予している．
これがカメロン＝ハイランドよりも中国の魅力と
捉えるシンガポールの花卉輸入業者もある．
BF 社はタイ向けの花卉の輸出業者としては中
堅に位置する．
ⅳ）大規模な花卉栽培農家：TGP社
◦ 立地位置： バータム＝バレー：自宅と花卉
の出荷作業場
◦ 家族：父親 64 歳；母親 62 歳
　　　　後継者 36歳；妻 36歳（子ども4人）
◦ 経営規模： その① 5 エーカー；その② 200
エーカー
◦ 外国人労働者：約 37 人
2015 年 3 月現在，TGP 社は総生産量の 70％は
日本へ，また 30％はオーストラリアへ輸出する．
2011 年 3 月の東日本大震災までは生産したキク
の 100％を日本へ輸出していた．
2015 年 3 月現在，生産するキクは，すべてス
プレー＝ギクである．
◦経営耕地：その ①
父親の代から耕作してきた農地 は 5 エーカー
で，これは TOL で確保している．住宅から車で
10 分（2km）ほど下流にある．この耕地の標高
は約 950m である．
この TOL の土地で父親は 1979 年まで蔬菜を
栽培していた．1980 年からコチョウラン（danc-
ing lady, アンスリウムとは異なる）とアンスリ
ウムの栽培を始め，財をなした．その当時からラ
ン栽培のためにインドネシア人 1 人，ネパール人
1 人を雇用していた．
コチョウランは現在でも栽培している．かつて
はポットのままシンガポールへ大量に輸出してい
たが，現在ではそれに加えて切り花として日本と
オーストラリアへ輸出している．出荷時の価格は
花がひとつで約 RM1.00（邦貨 32 円）である．
コチョウランは，しっかり育てると切り花の生
産に 20 年でも使える．なかには 40 年でも可能な
ものもある．
◦ 経営耕地：その②　200 エーカー：圃場の標高
1,200m 前後 .
自宅から北に車で約15分の位置に200エーカー
の土地を 2007 年に「購入」した．
この土地は，ある茶農園の土地であったが茶園
にはされずに未利用地として残されてきたとこ
ろで，かつて薪を得るために伐採された二次林
だった．
価格は RM1,400 万（邦貨：44,800 万円；RM7
万/acre）で，いわゆる titled land（99 年のリー
ス契約）である．この土地は地契のスタートが
1940 年なので，そこから 99 年である．
したがって 2039 年に満期となる．しかし TGP
社が購入したのが 2007 年だから 2039 年に，残り
68 年の更新が可能である．2039 年に「使用目的」
を変えるなら fee change として RM30 万（邦貨 
960 万円）を国家に納める契約になっている．
この②の土地のうち，まず 40 エーカーを開墾
し，10 エーカーだけが 2010 年に栽培可能となり，
そこでキクを栽培している（写真 13）．残りの 30
エーカーは，ほぼ開墾が済んでいる．
この②の 200 エーカーのうち 50 エーカーでは
花卉栽培をする予定で，現在の 10 エーカーだけ
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が利用できている．残り 150 エーカーは傾斜地が
多いが比較的傾斜の緩やかな土地の 50 エーカー
では蔬菜，とくにショウガ栽培を考えている．ま
た傾斜が大きいところ約 100 エーカーではカキ・
オレンジ・バナナなどの果樹栽培をしたいと考え
ている．
TGP 社の扱うキクは自社生産するキクに加え
て，花卉栽培農家にキクの生産を依頼している．
花卉の生産だけをしている農家をカメロン＝ハイ
ランドでは“suppliers”という．この TGP 社は
4 戸の suppliers と出荷契約している．注文がふ
えると，さらに 5 ～ 10 戸から供給・出荷しても
らう手はずになっている．
TGP 社は，いわゆる suppliers からキクの提供
をうけるが，その後の作業のすべて，つまり害虫
の検査，等級分け，輸出・移出のためのパッキ
ング，輸送などの作業は TGP 社が，すべて請け
負う．
2015 年 3 月現在，TGP 社のキクの総出荷量の
うち自社生産の比率は 50％であり，生産委託が
50％である．
2015 年 3 月現在，TGP 社は地元のオラン＝ア
スリや華人を含めて，およそ 63 人の労働力を雇
用している．その内訳は下記の通りである．
◦外国人労働者 37 人：
　　ネパール　　　　　　　30 人
　　バングラデシュ　　　　 5 人
　　インドネシア　　　　　 2 人
◦オラン＝アスリ 16 人：
　　A 集落から　　　　　　11 人
　　B 集落から　　　　　　 5 人
◦華人 10 人：
　　男性　　　　　　　　　 3 人
　　女性　　　　　　　　　 7 人
外国人労働者の賃金は技能に応じて RM900 ～
RM2,500/月とさまざまである．外国人労働者は
すべて男性である．
この TGP 社の外国人労働者ではネパール人が
多数を占める．カメロン＝ハイランドではバング
ラデシュ人が圧倒的に多いが，労働者の資質はネ
パール人の評価が高い．ただし 2015 年現在，ネ
パール政府はネパール人の海外での農業従事を禁
じているとの情報もあり，カメロン＝ハイランド
の関係者の大きな懸念となっている．
オラン＝アスリの賃金も技能に応じて RM900/
月以上である．
華人男性 3 人は管理業務担当 supervisor で，
また毎日，オラン＝アスリの送迎もしている．
華人のスーパーバイザーのうちのひとりは 40
歳代で，この農園で 10 年間働いており，賃金は
RM4,500/月である．この賃金はマレーシアの都
市部の同年代の賃金と比べて遜色がない．
あとの二人は入社して間もないので RM2,500/
月である．この賃金は，この高原の若者の賃金と
しては平均的なレベルである．
TGP 社はキクの栽培に，ほぼ 50 人の労働者を
投じている．
その内訳は次の通りである．
耕地の整備などの農耕：20 人
育苗：11 人（オラン＝アスリ 8人；外国人 3人）
　　　 母株からの挿し穂はすべて自社で生産
する．
植栽：19 人
TGP 社の労働時間は 8：00 ～ 17：00 であり，
その後 20 時までの時間外労働が，ときどきある．
後継者である若い経営者は「仕事に精通してきた
らオラン＝アスリの中からスーパーバイザーをつ
くりたい」という．この後継者は 2001 ～ 2006 年
の間，アメリカ合州国の Univ. of  Nebraska に留
学していた．大学院で農業経済学を専攻し，農学
修士 M. Sc.（Horticulture）の学位をもっている．
TGP 社は家族の居住する自宅に隣接して大型
の選花場（写真 14）がある．これは 2008 年まで
に二回にわたり建てまして大型化し，ここにオラ
ンダから輸入した選別機（オランダ製；2010 年
購入）を使い作業効率を高めている．
自社生産のキクも，関連する花卉栽培農家から
持ち込まれるキクも，すべてこの選花場に集めら
れる．持ち込まれてくるキクは選花場に入り，出
荷のトラックに積むまでは「地面につけてはなら
ない」との基本方針で選花する．
選花場に運び込まれたキクの束は最初に害虫の
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検査場を通る．害虫検査における当局の指導基準
は「花の 5％についての検査」を義務付けている．
しかし TGP 社では輸出先からの返却のリスクを
減らすために持ち込まれるキクの 10 ～ 20％を検
査している．
その手順は次のようなものである．
① 実際にはキク100本の中から20本を選んで，
検査台のうえで震動させる．「このやり方は日本
でも同じだ」という．虫が一匹でも出れば，さら
に 40 本を振る．それで虫が出なければ「虫はゼ
ロ」と考える．ある生産者により持ち込まれた出
荷用のキクのまとまりから，ひとつの束を検査し
て虫がゼロなら，そのまとまりは「害虫ゼロ」と
判断する．
② 昆虫が出なければ合格であるが，一度の検
査で昆虫が 10 匹以上でたキクはマレーシア国内
に出荷するか，または生産者に戻す．
昆虫が 10 匹以下であれば，再度，震動させて
完全に昆虫を落とす．さらに，振って虫が出ない
かどうかを確認する．これで虫が見つからなけれ
ば，この段階で農薬を使い，そのまとまりのすべ
てを消毒する．これも合格とし，輸出する．
③ 日本側でも輸入した花卉をランダムに選択
して抜き取り検査をする．昆虫が一匹でも見つか
れば，すべてについて燻蒸消毒をする．その費用
はマレーシアの生産者に請求される．
燻蒸消毒をしたキクは花の質が落ちて値段も悪
くなる．日本市場で売れなかったら処分すること
もある．こうした費用は，すべて生産者に請求さ
れるシステムになっている．
輸出するためにはキクの茎の長さも，また太さ
も品質の重要な要素である．長くて，太い茎が
「キクの品質の高さ」を表すひとつの指標である．
TGP 社のキクの選別は次のような基準で実施
される．
害虫の検査を通過したキクについては選別の場
所に運ばれキク一本一本について選別作業が行わ
れる．
検査場ではキクを基準に基づき Premium /A/B
に分ける．
Premium：TGP 社では日本向けの厳しい輸
入条件をクリアーしたキクを“Premium”
と表現している．「1 本のキクに花が多く
ついていて，茎が太く，しっかりした」キ
クで，茎の長さは 75cm 以上ある．
　　これを輸入した日本側では総重量と本
数，茎の太さをチェックする．
　　日本向けの Premium のキクの出荷時点
での価格は平均 60 円/本であるが，時期に
よっては 40 円のこともあるし，最高では
90 円のときもある．オーストラリアへの
輸出も，このPremiumのキクである．オー
ストラリアではアジア系の住民がキクを消
費する．
　　2011 年 3 月の東日本大震災以降，日本
への輸出は減少した．しかし国家の品質管
理証明を受けていたのでオーストラリアか
ら注文がきた．オーストラリアのバイヤー
は中国系オーストラリア人である．
Grade A：Premium より茎が細いだけで，あ
とは Premium のキクと変わらない．茎の
長さは73cm以上ある．これも輸出できる．
Grade B：茎の長さは 70cm くらいで Grade 
A の基準に満たなかったキクである．マ
レーシア国内からの注文があれば，このキ
クを出荷するが注文がなければ生産者に
戻す．
一本一本のキクは ベルト＝コンベアーにより
作業者の手元にくるが等級分けは目視と手作業で
ある．2009 年までは選別作業は，すべて手作業
であったが選別機の設置により生産量も，生産性
も向上した．
グレイディングのための選別作業は次のように
行われる．
① まず 5 本ずつ束にして機械に流す．
② それを受け取って 10 本の束にする．
③  茎をそろえて指定された長さに切断する． 
（茎や葉の残存物はコンポストにして，耕
地に入れる）．
④  10 本の束をまとめて 100 本にして箱詰め
する．
　  100本ずつ箱詰めすることは日本から要求
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された条件である．
このグレイディングの作業には 15 人が従事し
ており，そのほとんどは女性である．
こうして選花されたキクは出荷のときまでは水
をはった容器に入れておく．出荷から 48 時間は
キクに水を与える必要はないので，その範囲内で
輸出先に到着する必要がある．
2013 年までは毎日出荷していた．2014 年から
は週三回（日曜日・火曜日・木曜日）にしている．
2015 年 3 月現在，TGP 社は 18 トン積みのロー
リーを二台所有しており，ほとんどは自社のロー
リーで間に合っているが，輸送だけを他社に依頼
することもある．
輸出はクアラ＝ルンプル国際空港（KLIA）を
利用する．空港には保冷庫があり，保管が容易で
ある．
輸出には KLIA からの貨物航空便の出発時刻
にあわせて，トラックはこの選花場を出発する．
選花場のあるバータム＝バレーから KLIA まで
はトラックで 5 時間かかる．輸送を他社に依頼し
たときのの運賃は RM5.00 ～ 6.00/kg である．
KLIA を 21：00 に離陸すると福岡では翌朝の
07：00 には受け取れる．KLIA と福岡や東京の間
の運賃はマレーシア側で負担する契約になって
いる．
TGP 社は業務を三つに分けて分社化している．
2 と 3 の会社は 2010 年の設立である．
1　 TG Orchids 社 ：これは父親のランの生産
を担当する会社 .
2　 TGP 社 ：キク生産と輸出業務の会社 .
3　 TG Botanical Cloning 社：研究部門 .
TGP 社の育苗の場所（標高 1,256m）は前述の
経営耕地 ② にある．
キクの栽培は無菌の母株を輸入することから始
まる．
母株 mother plant はオランダの会社から輸入
する．しかしオランダの会社は南アフリカで育苗
しているので注文したキクの母株は南アフリカか
らマレーシアに輸送される．船積みの費用がたい
へんに高価である．この輸入した母株には根がな
い．これを圃場で栽培し，挿し穂を生産する．
この輸入した母株は 3 ヶ月しか使えない．母株
を 1000 本輸入すると 3 ヶ月間で 10,000 本の挿し
穂を生産し，その一部を母株として利用し，これ
を繰り返す．
TGP 社では通常は一度に 6,500 本輸入する．
6,500 本は約€ 560 であるので RM5,352（€ 1.00
は RM4.2；2015 年 3 月）となる．母株 1 株当た
り RM0.36 ～ 0.40（邦貨 12 ～ 13 円/本）である．
このときにロイヤリティ（カメロン＝ハイラン
ドの農家は花銭という）は母株 1 本あたり€ 0.11
（RM0.47）で，これをオランダに払っている．
輸入したキクの母株から生産用の一代目の
baby plant（挿し穂）をとるまでに 4 ヶ月を要す
る．また，この baby plant は六代目まで利用す
るので，最初の母株からは 2 年間利用することに
なる．その後は再び母株を輸入する．
輸入する母株の数は，いく株でもかまわないが
キクの一つの種類について TGP 社では 500 株単
位で輸入して，これを 2 年間にわたり六代目まで
使い，挿し穂を生産する．2 年後には再び母株を
輸入して，完全に入れ替える．
この TGP 社は日本の育種業者である S 園（広
島の育種業者）とも取引がある．つまり，ロイヤ
リティの支払いが発生している．S 園からは年に
3 ～ 4 回，技術者が確認にくる．
母株を苗床におろして養育するやり方は古い養
育方法である．近年ではポット栽培にする（写真
15）．現在，TGP 社ではその両方を試して結果を
見ている段階である．
聞き取り（2015 年 3 月）によれば輸入したキ
クの「根のない母株」からの増殖（生産するため
の挿し穂 cutting bud づくり）は以下のような手
順で行われる．
①  根のない母株に発根剤（rooting powder：
一種のホルモン剤）をつけて，苗床（さ
し床）におろす．
　  　植え付けた母株に根を生やす工程
（rooting）には約 2 週間かかる．
②  rooting のすんだ苗（baby plant）を圃場
におろし，young plant（これを日本の
園芸家は親木という）を育成する．この
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young plantの育苗には約1ヶ月を要する．
　  　植え付けた苗の生長をまって（約 1 ヶ
月過ぎたら）摘芯 bud-nipping をする．
その後に伸びてきた側枝の本葉が 2 ～ 3
枚になったら二回目の摘心をする．
　  　さらに，その後に伸びてきた新芽の側
枝が挿し穂（baby plant：5 ～ 6cm）とな
る（写真 16）．
　  　1 本の母株からは一回に挿し穂 20 本が
採れる．これは種苗会社との契約で定め
られている本数である．その挿し穂を保
冷施設で保管する．
③  育成した親木からの挿し穂は，その後 3ヶ
月にわたり採取が可能である．3ヶ月で何
本の挿し穂が採れるのかは不明だが 3 ヶ
月以上にわたり挿し穂をとると，挿し穂
の品質が悪くなるという．
　  　当然のことながら良い挿し芽をとるた
めには良い親木を育てる必要があり，ま
た適切な時期の摘心が重要となる．
④  親木の栽培にも電照は必要である．その
電照時間は 5 時間である（一般的にいえ
ば商品となるキクの生産における電照は4
時間）．
⑤  二回目の摘心の後に伸びてきた側枝を摘
んで定植用の挿し穂となる．
　 　これが一代目の挿し穂である．
この ①～⑤ の工程に約 4 ヶ月を要する．
輸入した母株や自社で生産した挿し穂は利用す
るまでは保冷庫（華語：冷庫）に保管する．温度
は 4°C に保たれており，ここで生産した挿し穂
は一般的には 2 週間くらいの保存が可能で，その
上限は 1 ヶ月である．
母株は 3 ヶ月間の挿し穂生産の途中で，花芽を
つけることがあるが，これはオランダの育種の専
門家が参考にするために欲がるという．役目を終
えた母株はそのまま成長させ，100 目，200 日目
の状況を記録して種苗会社に情報を提供する．
TGP 社で上述のような育苗を担当するのは主
にオラン＝アスリの女性たちである．
彼女たちは圃場に定植するキク苗の育成も担当
している．
TGP 社に限らず，カメロン＝ハイランドの花
卉栽培農家における苗の育成に利用される土はコ
コ＝ピートである．その多くはインドから輸入さ
れている．基本的にはブロックの塊を崩して水を
加えて利用する．
ところで，キクを生産するための挿し穂は次の
ようにして発根させ（rooting 作業），圃場に定植
される．
まず発根剤（rooting powder：IBA とよぶ）を
つけて根のない挿し穂をボックス（6 本× 7 本）
に植える（写真 16）．
一つのボックスに挿し穂を植え終わったら上か
ら水をやる．多くのボックスをビニールで完全に
カバーをして 7 日間放置する．ビニールで覆って
おけば水を与えなくてよい．植えてから 7 日後に
カバーをはずし，水を与え，電照する．電照する
ことで挿し穂が発根する．発根まで1週間かかる．
つまり，ボックスに苗を植えてから発根するま
で 2 週間かかる．この発根した苗を圃場に定植
する．
圃場に定植されたキク苗は，その後 35 日間は
茎が毎日 1cm ずつ伸びる．さらに，その後 20 日
間は毎日4～5時間にわたり電照し，開花を抑え，
出荷調整をする．
電照は毎日 19：00 ～ 24：00 の 5 時間である．
本来，電照は 20：00 から 4 時間で良いのだが労
働者が仕事を切り上げたいので 19：00 に点灯し
てしまう．
電球は圃場の 8 フィート× 8 フィートのメッ
シュの交点に設置する．高さ 210cm の位置につ
ける．従来は蛍光灯 28 ワット を使用してきたが
2013年に LED（7ワット）にした．蛍光灯28ワッ
トの光量は LED7 ワットに等しい．
発電機は自己所有である．安全のために自社で
発電している．
このようにして栽培したキクの茎の長さは最
終的には 110cm くらいになる．一般的には苗の
定植後，ほぼ 55 日間で出荷できる．つまり，こ
の農場ではキクは年間四作以上の栽培が可能で
ある．
2015 年 3 月現在，この農園では 80 種のキクを
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栽培しているが，これを 60 種くらいに減らし，
さらに品質の向上に結びつけたい意向である．
TGP 社はカメロン＝ハイランドではもっとも
生産規模の大きなキク農家のひとつである．また
TGP 社は花卉栽培農家であり，輸出業者であり，
自社で花卉の輸送もしている．この高原の典型的
な大規模複合経営者である．
ⅴ）	「挿し穂」の生産農家：WCP 社（華語：菊
花種苗培育者）
◦標高：カンポン＝ラジャ：自宅と圃場）
◦家族：本人 57 歳；妻 53 歳
　　　　長男： 後継者 32 歳；妻 31 歳（子ど
も 3 人）
　　　　次男　26 歳未婚．栽培に従事．
◦経営耕地面積：3 エーカー
◦外国人労働者：10 人
従来，カメロン＝ハイランドの花卉栽培農家の
ほとんどは挿し穂を農家が自ら生産してきた．し
かし 1980 年代に入り，挿し穂を生産して販売す
る農家が現れた．この種の農家をカメロン＝ハイ
ランドでは一般には“breeder（華語：培育者）”
というが，挿し穂の“供給者 supplier”ともいう．
2015 年 3 月現在，カメロン＝ハイランドの
breeder は 4 戸であり，いずれも根のない苗（cut-
tings）と根の生えた苗（rooted cuttings）の生産
を専業としている．またこれら 4 戸は挿し穂だけ
を生産している．
カメロン＝ハイランドにある 4 戸の breeders の
うち WCP 社を含めて 2 戸はカンポン＝ラジャに
ある．この 2 戸のうち WCP 社の経営耕地面積は
3エーカーであるが，もう1戸の耕地面積は 5エー
カーと大きく，扱っているキク苗の種類も多い．
そのほかにブルー＝バレーにも 2 戸の breeders
がおり，1 戸はインド系で，もう 1 戸は華人であ
るが，いずれも小規模経営である．
また breeder はカメロン＝ハイランドの山麓に
位置するタパ Tapah37）にも 1 戸（2 エーカー）あ
る．この breeder は 1980 年代にカメロン＝ハイ
ランドのブルー＝バレーから移住した家族（イン
ド系）である．
この WCP 社の経営者の H は根のある苗の生
産には経験的に標高 1,000m ～ 1,300m が良い条
件で，カンポン＝ラジャの標高（ほぼ 1,300m 前
後）の“涼しさ”がよいという．ブリンチャン（標
高 1,521m）では標高が少し高すぎる．キクは標
高が低いと病気が発生しやすくなるし，湿度も高
いと病気が増えるのだと H は微気候を理解して
いる．
ところでキクの苗に関しては 1980 年代にオラ
ンダの有名な種苗業者 FIDES がカメロン＝ハ
イランドの華人農家との間にジョイント＝ベン
チャーとして，その生産を始めたのが嚆矢であ
る．しかし 10 年間営業して撤退した．
当時，H は父親といっしょにキクの栽培をして
いたが販売を目的としたキク苗の生産の可能性を
探った．1980 年代初頭のことである．
当時，バラの母株はオランダからの輸入であっ
たが，その育苗は栽培農家が自ら手がけていた．
またカーネーションもオランダから輸入して各
農家が育苗した．つまり，キクの苗の生産にだ
け専門の breeder の活躍できる余地があったので
ある．
1980 年代末に H はキクの苗の需要に確信が持
てたので本格的にキク苗の商業目的生産に移行し
た．そのころのは，わずかに 15 種類のキクの挿
し穂を生産していた．その後 1997 年の香港返還
の前の数年にわたりキクに大きな需要があった．
これが安定した経営の後押しとなった．2000 年
頃にはは 100 種類もの挿し穂を生産していた．H
は「挿し穂」の需要は景気に影響されないという．
2015 年 3 月現在，約 60 ～ 70 種のキクの挿し穂
を生産している．
WCP 社が育苗するキクの母株はオランダから
輸入したものである．
2015 年 3 月現在，主に約 50 種類のキクの苗を
生産・販売しているが，つねに 60–70 種類の親
木を確保している．この親木は育成して 25 日後
には挿し穂がとれ，2 年にわたり挿し穂を生産で
きる．
WCP 社の顧客は約 30 戸のキク栽培農家で，
それは花卉栽培では中小規模の農家である．その
すべてがカメロン＝ハイランドで営農している．
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中小の花卉栽培農家は数種類の花卉を栽培する
し，またキクも数種類の生産をするので自らには
育苗する時間と手間がない．また WCP 社のよう
な苗生産業者が成り立つのはキクの栽培農家が自
分で育苗すると無駄な苗が出るからでもある．
大規模な花卉栽培農家は自ら輸入した母株から
親木を育成して挿し穂を生産しているが，ときど
き WCP 社に苗の調達にやってくる．大規模な花
卉栽培農家でも自らの育苗が何時でも，完全に，
うまくいくとは限らず，その購入の必要が生じる
のである．
WCP 社がキクの苗の生産を始めた 1980 年代
末ころは 15 種のキクの挿し穂の生産をしていた
が，2000 年頃には，それが 100 種類もあった．
WCP 社は母株をオランダから輸入している．
もちろん，この母株は TGP 社の事例と同じよう
に南アフリカで生産されて，直接，カメロン＝ハ
イランドに送られてくる．
母株の輸入から約 2 年を経過すると新しい苗を
輸入する．2 年間に六代まで苗を採る．六代まで
つかうと苗の生産量が減ると H はいう．しかし
彼は六代目以降の苗も保存している．生産量が確
保できる種類は六世代以降も利用する．この親木
には週に二回水を与える．
また彼はこれまでに輸入した母株も保存してお
り，それは 60–70 種類もある．
輸入するキクの母株の数量や保存，また輸入の
インターバルなどについては企業秘密であるとし
て聞き取りができなかった．
苗を注文してくる各農家とは長期契約で，注文
は安定している．紙の契約書はないが信頼関係で
ある．ほとんどは電話で済む．顧客の農家とは常
に交流し，連絡を密にしている．
これまでの経験に基づき自分の判断で年間の生
産計画をたてるが基本的には注文に応じて育苗
する．年間の総生産量の 95％は注文によるもの
である．残りの 5％は緊急に必要になった農家か
らの注文である．急な注文でも根のない苗（cut-
tings）は 16 日あれば，その注文に応えられる．
根のある苗を作るには，ポットに植栽して寒
冷紗 black-netting（華語：黒網）のもとにおく．
植栽から 5 日間は 1 日に 2 回散水する．その後は
2 週間にわたり 1 日 1 回水を与える．この間は電
照する．満足のいく，良い根のある苗に仕上げる
には約 30 日はほしい．
根のある苗の注文はトレイ nursery tray 単位で
うける．
ひとつのトレイには 42 の小さな穴があり，ひ
とつの穴には苗（rooted cuttings）が 2 本入って
いるので，通常，ひとつのトレイには 84 本の苗
がある（写真 17）．2015 年 3 月現在，通常の苗
（rooted cuttings）2 本で RM0.07（邦貨 2.24 円）
である．新品種であれば，その価格は苗 2 本で
RM0.09（邦貨 2.88 円）となる．
トレイの排水をよくするために培養土として砂
とココ＝ピートを利用する．分量は砂 1 に対して
ココ＝ピート 2 の割合で混ぜる．ココ＝ピートは
スリランカから輸入したものを利用している．苗
の生産には肥料は不要である．肥料を入れると苗
が枯死する．
もちろん，根のない苗，つまり挿し穂は 1 本か
ら注文をうける．根のない苗は出荷前の最低 2 日
間は保冷庫に入れて生産量をコントロールしてい
るが，この根のない苗は 2 日～ 14 日間の保管に
耐える．保冷庫の温度は 2°C ～ 6°C であり，根
のない苗には保冷庫内の照明は不要である．
根のある苗（rooted cuttings）と根のない苗
（cuttings）を合わせて通常では 20,000 本/日を生
産する．
マレーシアの国民的行事の 4 ヶ月前には苗
（rooted cuttings）の需要が増える．例えば，華
人の正月（陰暦の元旦），ディーパ＝バリ Deepa 
Valy（ヒンドウ教徒の祝日；11 月），クリスマス
などである．
苗は，すべて地元ではポンポン pon-pon とい
うスプレー＝ギクである．なかでも，もっとも販
売量の多い苗は黄色のスプレー＝ギクである．マ
レーシアでは，これが一番ポピュラーなスプレー
＝ギクで 50 年も前からの人気を保っている．次
い黄色ではあるが異種のスプレー＝ギク，そして
白いスプレー＝キクの順に苗の需要がある．
圃場で摘み取った挿し穂は 3 日間だけ保冷庫で
保管する．この挿し穂をポットに植栽して 2 週間
で，苗として出荷できる．育苗の技術が向上して
—　　—57
立教大学観光学部紀要　第18 号 2016年 3 月立 教 大 学 観 光 学 部 紀 要 第 18 号 2016年 3 月
Rikkyo University Bulletin of Studies in Tourism No.18 March 2016
Rikkyo University Bulletin of Studies in Tourism No.18 March 2016
きたので，ここ 4 年が病気発生していない．
苗の育成でも電照は必要である．その時間は
19：30（または 20：00）から 24：00 までの 4 時間
半から5時間である．1999年までは自家発電だっ
た．現在では発電機は備えておらず，電気は購入
している．根のある苗の生産には停電は 2 日間な
ら影響はないが，3 日間の停電で蕾を形成してし
まう．
WCP 社も外国人労働者を雇用している．
蔬菜栽培のとき，つまり 1970 年代末まで外国
人労働者はいなかった．初めて外国人労働者を雇
用したのは 1982 年である．
筆者らが初めて聞き取りをした 2012 年 3 月に
は外国人労働者が 8 人で，その内訳はバングラデ
シュ 5 人，ネパール 3 人だった．その時でも H
は「現在の生産を考えると，これでは充分ではな
い．18 人必要だ」といっていた．
そして 2013 年 3 月に再度の訪問をして聞き取
りをしたときには外国人労働者は全部で 15 人に
増えていた．内訳はバングラデシュ人 5 人，ネ
パール 8 人，インド 2 人であった．この時点で外
国人労働者は一番長い者で 18 年働いていた．ま
た，すべての労働者を 5 年以上雇用していた．
2015 年 3 月の外国人労働者は 10 人である．バ
ングラデシュ 4 人，ネパール 4 人，そしてインド
ネシア（女性）2 人である．H は「全体では，さ
らに 5 人ほど増やしたい」との希望をもっている
が，外国人労働者に関するマレーシア政府の受け
入れ状況を考えると無理かも知れないという．
外国人労働者のなかではネパール人が能力も高
く，一番よく働くと H は評価している．バング
ラデシュやネパールからの外国人労働者はすべて
男性であり，女性は海外で農業に従事することを
認められていない（工場労働者としては許可され
ている）．
外国人労働者のマレー語教育はエージェントの
ところで，わずかに 2 週間実施するにすぎない．
そこで H は外国人労働者へのマレー語教育を自
分でしている．
2013 年 3 月の聞き取りによれば，これら外国
人労働者の賃金は技術に応じて RM900 ～ 1,200/
月であった．2015年の聞き取りでは RM1,000（邦
貨 32,000 円）～ 1,200（38,400）である．彼らの
第一年目の賃金はは RM1,000 であるが，1 年間
働くとRM1,200になる．これに加えて，パフォー
マンス（能力と努力）により RM50 が上積みさ
れる．
外国人労働者は 6 ～ 7 ヶ月で，おおよその育苗
の技術をおぼえ，それで，充分，生産に携われる
ようにはなるので雇用してから約 9 ヶ月後には賃
金を上げてやることにしている．さらに雇用して
から約 1 年半経過して“一人前”の生産技術を持
つようになる（写真 18）．
育苗では，すべての作業が重要であるが輸入し
た母株を健康に育てることが大切である．母株か
ら丈夫な挿し穂 cuttings が取れると，親木として
も健康に育つのだと H はいう．
WCP 社は地元のオラン＝アスリを雇用してい
ない．「この仕事には技術が必要である」と H は
述べている．
経営のうえでの悩みは生産した苗の値段を廉く
値切られることである．また母株の質の確保も技
術的に大きな問題である．さらには商品としての
苗の質を維持することも重要である．注文を受け
た苗の咲いたときの花の色を間違えることは最大
の信用失墜である．咲くまではキクの色がわから
ないからである．
カメロン＝ハイランドでは長期的に農業を継続
するために環境保全に注意しないといけないと思
うと H はいう．
この WCP 社は家族経営であるが，その家族と
しての純収入は 8,000–10,000RM（邦貨 264,000
～ 330,000/月：2013 年）と推測される．
Ⅴ	 おわりに
植民地時代に建設されたヒル＝ステーションの
事例としてマレーシアのカメロン＝ハイランドを
取り上げ，ヒル＝ステーションの展開と農耕，と
くに花卉栽培について分析した．筆者らはカメロ
ン＝ハイランドの全体構造のなかに花卉栽培を位
置づけて分析を進めた．
その結果，以下のようなことが明らかとなった．
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1．カメロン＝ハイランドは宗主国のイギリス
により 1885 年に見出されたが，それまではオラ
ン＝アスリにのみ知られる，いわゆるジャングル
であった．マレー社会に住むイギリス人はバンガ
ローがあるというだけではなく，農業のできる
ヒル＝ステーションの開発を望んだ．1925 年以
降，カメロン＝ハイランドには農業試験場・気象
観測所が開設された．また茶園も拓かれた．ゴル
フ場・ホテルも営業を始め，バンガローも建設さ
れた．
また華僑による蔬菜栽培も始まった．1930 年
代半ばには花卉も栽培され始めた．第二次世界大
戦前，カメロン＝ハイランドには三つのホテル，
50 以上のバンガローがあり，ヒル＝ステーショ
ンとして機能した．
2．カメロン＝ハイランドの花卉栽培は植民地
時代に萌芽はあったが本格的な花卉栽培は 1950
年代になってからである．その当時から労働力の
多くは外国人であった．1960 年代の温帯花卉の
重要な市場はクアラ＝ルンプル，ペナンであり，
次いでイポー，ジョホール＝バル，マラッカ，ス
レンバンなどであった．シンガポール，香港にも
輸出された．花卉の種類は電照ギクに加えてバラ
やカーネーションなどであった．
3．1980 年代はシンガポールと香港がマレーシ
アの温帯花卉の主要なマーケットであった．中国
が花卉栽培を拡大してきて以来，早晩，香港の
市場は中国に奪われる運命にあったといえよう．
1990 年代後半以降，カメロン＝ハイランドの花
卉のうちバラやカーネーションは海外の市場を失
い，その栽培は自然環境の有利性を活かした電照
キクに特化した．キクに加えてバラやカーネー
ションなど約 16 種類の花卉が栽培されているが，
キクを除いては，その市場のほとんどは国内で
ある．
キクの輸出先は日本，タイ，シンガポール，中
東である．2000 年代に入り，経営規模の大きな
花卉栽培農家は日本の要求する品質に応じること
ができるようになった．したがってキク市場とし
ての日本のマーケットには潜在的に大きなポテン
シャルがある．日本へのキクの輸出は 1 年間の大
規模な予約相対取引により安定的に供給されてい
る．現在のところ，アジアと中東にはキク市場の
ポテンシャルが高い．
4．こんにち，花卉栽培農家の 88％は華人であ
り，12％がインド系である．マレー系農民は蔬菜
栽培には従事するが，花卉栽培はしていない．花
卉栽培農家は約 150 戸，蔬菜栽培農家は約 2,250
戸であるが，その生産額は，ほぼ同じである．全
体としてみれば，蔬菜栽培農家よりも花卉栽培農
家の規模が大きい．
5．花卉栽培にしろ，蔬菜栽培にしろ，耕地は
急斜面に階段状に分布するのがカメロン＝ハイラ
ンドの農耕の特色である．このため土壌流出が大
きな問題である．
このようなカメロン＝ハイランドの土地は基本
的にはカメロン＝ハイランドが行政的に属するパ
ハン州の公有地である．したがって臨時占有権
（TOL）が州政府から交付されて農家は耕作をし
ている．つまり農民は一次的な借地で耕作をして
いるので環境保護に対する認識が低い．
こんにちのカメロン＝ハイランドは蔬菜も花卉
も栽培面積を広げる余地がない．土地のレンタル
費用も高い．しかしながら単位面積当たりの生産
量の増加は高い生産技術により達成されている．
長年にわたり農民は投機的状況を凌いできた．そ
れゆえに，より高い技術を持つ大規模な農家の育
成を可能にするためにも政府は TOL のシステム
を見直すべきであろう．
6．カメロン＝ハイランドでも 1992 年に農業労
働者として外国人労働力が雇用できるようになっ
た．現在では外国人労働者を雇用していない農家
は，ほとんどない．こんにちでは外国人労働者は
約 15,000 人にのぼると推定されるが，この中に
は不法な外国人労働者も含まれる．カメロン＝
ハイランドの外国人労働者の 90％はバングラデ
シュ人であるが，ネパール人の評価が一番高い．
近年，花卉栽培でも蔬菜栽培でも労働力の不足が
大きな問題である．
不安定な TOL によって専業農家でも耕作地を
確保している現状では彼らは決して自分の子ども
を農業の後継者にすることに期待をいだかない．
したがって華人の若年層の大都市への流出が多
く，地元には農業労働力が充分ではない．こんに
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ち外国人労働力の雇用はカメロン＝ハイランドの
農家にとって生産を維持するための必要欠くべか
らざるものになっている．
7．カメロン＝ハイランドの花卉は，すべて雨
除け栽培である．雨除け栽培の技術はオランダか
らもたらされたとみられる．強い降雨の影響を避
けるためには雨除けの施設は必要欠くべからざる
ものであるが高価なものである．したがって，こ
んにちの花卉栽培農家のほとんどは当初は蔬菜栽
培をしてから花卉栽培に転向した．
8．この高原の蔬菜や花卉栽培農家は多くの共
通した問題に直面している．花卉栽培農家が直面
している制約は生産資材の高騰による高い生産費
用である．生産費用の 50％は輸入する資材であ
る．蔬菜栽培農家では，とくに不安定な市場価格
の問題をあげる農家が多い．
労働力の不足，資金調達問題，そして病害虫対
策など関しては花卉栽培農家にも蔬菜栽培農家に
も共通した問題である．また農民はマーケティン
グの問題にも直面しつづけてきたし，一般的にみ
てマレーシアでは花卉の市場整備が遅れている．
一方で花卉栽培農家の技術的，環境的意識は低
い．健全な施肥の管理，統合的な病害虫の処理の
方策はあまり実施されてはいない．生産者に対す
る訓練や専門的な教育の場が必要である．改良さ
れた技術や環境的認識に対する姿勢を変えるため
のインパクトを農民は与えられるべきである．
このようなカメロン＝ハイランドの花卉栽培の
ためには，今後は以下のような方策が必要である
と指摘できる．
まず，土壌浸食や地滑りなどによる耕地の減少
を避けるためには，確実な土地保全対策がとられ
なければならない．
マレーシア政府は TOL の契約期間を 10–20 年
にして，クレジットのための担保物件としての
利用を可能にすべきである．国立農業銀行 Bank 
Pertanian などは生産活動を活発にするために
TOL をクレジットに利用できるような方策を講
ずる必要があろう．
さらには現在までのところマレーシアには植
物の新品種やクローンの開拓を保護する法律が
ない．海外の育種者のなかには新しく開発した
花卉品種の販売をマレーシアには拒絶している場
合もある．したがって生産に有利な自然環境をも
つマレーシアの花卉産業を進展させるためには
Breeders Right Law を制定し，世界の生産国と
共通の土俵にあがる必要がある．
このようにカメロン＝ハイランドの花卉生産に
は，さまざまな社会環境があり，また，さまざま
な困難にも直面してはいるが，こんにち，カメロ
ン＝ハイランドは世界最大のスプレー＝ギクの生
産地になっている．
謝　　辞
長い間にわたり，立教大学の“観光学”の発展に尽力さ
れた尊敬する稲垣　勉 教授に本論文を献呈します．
筆者のひとり（白坂）がカメロン＝ハイランドを初めて
訪れたのは 1981 年だった．当時は高速道路もなく，また
冷房もない，文字通りのおんぼろバスでクアラ＝ルンプル
から 6 時間もかかった．その後カメロン＝ハイランドは筆
者（白坂）の定点観察地点となった．毎年，一二度は訪ね
て，その変化を観察してきた．2013 年からは白坂と韓は協
同でカメロン＝ハイランドのツーリズムと同時に花卉栽培
の調査に取り組んできた．
その過程で多くの方々にお世話になった．
まず，なんといっても第一にあげねばならないのは金
馬崙菜農公会 the Cameron Highlands Vegetable Grow-
ers Association の Secretary General である Mr. Chay Ee 
Mong（蔡 依 錳）である．Chay さんには 1981 年以来お
世話になっている．彼には熱帯における蔬菜や花卉栽培の
初歩からご教示いただいた．近年では花卉栽培についても，
さまざまな便宜を図っていただいている．感謝のことばも
ない．
花卉栽培については，とくに以下の方々にお世話に
なった．
Mr. Chiang, Kay Chong（張 其 暢：Basic Flora Sdn. 
Bhd.）／ Mr. Leong, Tat Chi（梁 達 志：Magnificent Asso-
ciated Nurseries Sdn. Bhd.）／ Mr. Chong Yun Meng（鄭
遠 明：同）／ Mr. Wong, Seng Yee（黄 承 毅：Treegrow 
Plantations Sdn. Bhd.）／ Mr. Wong, Chun Pen（黄 春 平：
挿し穂の supplier）／ Mr. Lim, Yu Faat（林 荣 發：花卉栽
培農家）／ Mr. Yeong, Su Kok（楊 壽 國：Cactus Valley 
Sdn. Bhd.）．
日本語に堪能なマラヤ大学のナスルディン先生 Prof. Dr. 
Nasurudin Akhir（Department of East Asian Studies, Fac-
ulty of Arts and Social Sciences）にもお世話になった．
Tan, Teck Min（1970）の貴重な論文を紹介してくれたの
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はシンガポールにあった，かつての南洋大学に留学してい
た山下清海さん（筑波大学・教授）である．一般社団法人 
日本花普及センター 企画調査部の斎藤健一さんには花卉に
関する多くの情報をいただきました．
また，このほかにも忙しい労働の間に筆者らの質問に丁
寧に答えていただいた多くの農家の方々にも感謝しなけれ
ばならない．一人ひとりの風貌や語り口を思い出すことが
できる．
ここに記して感謝いたします．
付　　記
稲垣　勉　教授の思い出を少し書くことをお許しいただ
きたい．
稲垣　勉　教授に初めてお目にかかったのは 1998 年 4 月
でした．この年に立教大学 観光学部が開学し，われわれは
同僚となり，その後は親しい友人となりました．
1985 年にマラヤ大学地理学教室の research fellow をし
ていたとき以来，私（白坂）はヒル＝ステーションという
空間に興味を持ってきましたが，立教大学　観光学部には
ヒル＝ステーションに興味をもつ研究者は，いないだろう
と思って赴任しました．しかしヒル＝ステーションについ
て該博な見識をもつ研究者がいて驚きました．それが稲垣　
勉　教授でした．
爾来，私は稲垣教授の観光学に対する姿勢や，フィール
ド＝ワークに基づいた研究に刺激を受けてきました．とく
にヒル＝ステーションについての稲垣教授は博覧強記で，
私のヒル＝ステーション研究に多くの示唆を与えてくれま
したので，彼の退職にあたり，ヒル＝ステーションに関す
る論文を書くことにしました．
ヒル＝ステーションの代表格である Simla，Nuwara 
Eliya，そしてカメロン＝ハイランドなどで，いっしょに
フィールド＝ワークができたことは，じつに楽しい思い出
です．そのなかで「ヒル＝ステーションとは何か？」と，
いつもフィールドで議論できたことは私の財産になってい
ます．こうしたなかでもインドで突発的な困難に出会った
ときに冷静になるために，いっしょに食した「とらや」の
羊羹の味は忘れられないものです．
稲垣　勉 教授の今後のご健勝を祈ります．
（白坂　蕃）
稲垣　勉 教授には修士論文の副査としてご指導をいただ
きました．また立命館アジア太平洋大学の教員公募の際に
推薦状とともに応援していただくなど，長年お世話になり
ました．立教大学観光学部に赴任してからは，さらに多く
のことを教えていただきました．この場をかりて感謝申し
上げます．
稲垣　勉 教授のますますのご発展をお祈りします．
（韓 志 昊）
注
 1） インドのヒル＝ステーションの全体については下記の
文献が参考になる．
  Vikram Bhatt （1998）: Resort of the Raj —Hill Stations 
of India—. Grantha Corporation, New Jersey, U.S.A., 
192p.
 2） Baguio はルソン島の 1,400m の高原にある．年降水
量は 4,000mm 超え，冷涼な気候である．このために
熱帯の低地ではみられない松林がおおく，町のニック
ネームは the City of Pines である．佐々木　靖（2012）
によれば，スペイン時代以前からこの高原には先住民
が住んでおり，タロイモ・サツマイモ・サトウキビを
栽培する豊かな土地であったらしい．スペイン支配時
代に，この高原にスペイン人が入植し，温帯蔬菜・果
樹に加えてコーヒー・カカオ・茶などの栽培をしてい
た．また軍属にとっては小さな保養地になっていた．
1900 年代の初頭にアメリカはこの高原にヒル＝ステー
ションの開発を計画した．1901 年 1 月から道路工事が
はじまり，1903 年には「夏の首都」にすることがフィ
リピン行政委員会により決議された．1905 年には道路
工事が完了した．この道路工事には多くの日本人労働
者が雇われた．町は 1909 年にマニラに次ぐ二番目の政
令都市となり，「夏の首都」として機能した．現在でも
フィリピンで最大の避暑地である．
 3） bungalow は 17 世紀にイギリス英語に現れた語であ
る．インドのヒンディー語の bangla（ベンガル風の
家）が語源である．bungalow はイギリス英語では「平
屋建ての家」を意味する．どのような家でも平屋で
あれば bungalow である．しかし，アメリカ英語では
bungalow は「夏の小さい別荘」を意味する（大石五雄，
2003）．
  　マラヤのバンガローについては下記の文献が参考に
なる．
  　Peter and Waveney Jenkins （2007）: The Planter’s 
Bungalow. Editions Didier Millet, Singapore, 161p.
 4） 第二次世界大戦前のカメロン＝ハイランドでは山麓の
街，タパ Tapah からの距離が地名になっていた．こん
にちの Batu 33 の集落はタパから 33 マイルあったの
で the 33rd Mile Stone と呼ばれていた．ちなみに他の
集落も次のように呼ばれていた（旧地名：現在の地名
の順）．30 Miles：Ringlet, 31 Miles：Dam, 38 Miles：
Tana Rata, 41 Miles： Brinchang, 43 Miles：Kea Farm, 
46 Miles：Trinkap, 49 Miles：49 Miles（Kuala Terla
の村落の拡大によりに 49 Miles は包含され，49 Miles
は，あまり聞かれなくなった），50 Miles：Kuala 
Terla, 53 Miles：Kg. Raja, 56 Miles：Blue Valley.
 5） カメロン＝ハイランドには 1990 年頃までは，植民地時
代のそうした傾向があった．しかし，その後マレーシ
アの工業化の進展やブミプトラ政策の展開とともに，
国民，とくにマレー系の所得が向上し，カメロン＝ハ
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イランドは急速に国民化した．
 6） マレー連合州 the Federal Malay States （FMS）；イ
ギリス領マラヤの植民地行政組織をマレー連合州 the 
Federal Malay States （FMS; 1896–1941）とよんだ．こ
れを構成する Perak 州，Selangor 州，Negri Sembilan
州，Pahang 州の 4 州は，いずれも独立した王国で
あった．
  　しかし，1874 年以降イギリス植民地政府は次々にス
ルタン（王）と，それまでの支配層を新しい行政組織
に組み入れた．1895 年には植民地行政の効率化と経費
の削減を目的として 4 人のスルタンとイギリスとの間
に連合協定が結ばれた．
  　以後，これら 4 州はマレー連合州高等弁務官が任命
する統監 Resident-General の助言によりスルタンが統
治することになった．これにより連合州は完全にイギ
リス領となり，それは第二次世界大戦における日本軍
の占領まで継続した．
 7） 2015 年 3 月の観光関係者からの聞き取りを整理すると
以下のようになる．カメロン＝ハイランドへの年間の
入り込み観光客は少なく見積もって 80 万人以上（推
計）であり，マレー系の観光客が 80％を超える．また
1 泊が 90％を占める．これらを勘案して地元の観光関
係者はカメロン＝ハイランドにおける年間の観光消費
額を，ほぼ 4 億 3 千万リンギット（RM）と推計（2014
年）している．
 8） バラの生産は 2000 年くらいまではヨーロッパやアメリ
カ合州国が上位を占めていたが，この十数年で，その
生産量は激減した．2000 年代には，エクアドル・コロ
ンビア，東アフリカのケニア・エチオピアなどが高品
質で，また安いバラの量産国として伸びてきた．赤道
に近いが，年間を通して気温の変化の少ない「熱帯の
高冷地」がこれらの国々にはある．
  　このような切り花としてのバラ生産国の移動の転換
点は 1970 年代の，いわゆるオイル＝ショックであっ
た．欧米諸国では光熱費の嵩む温室栽培が立ちゆかな
くなり，廃業が相次いだ．生き残りをかけた欧米の生
産者の一部が南アメリカや東アフリカに生産を移動さ
せた．海外の生産者の土地取得に南アメリカや東アフ
リカの国々も協力した．
  　南アメリカでは 1980 年代の債務危機を契機として
外国の資金や技術，そして資材の受け入れの規制を緩
めた．
  　麻薬組織との抗争が深刻化していたコロンビアで
は，その撲滅のためにコカの葉の栽培を切り花に切り
替える政策がとられた．またエクアドルなどでは牧場
を経営していた地元の有力者がバラ栽培の技術を身に
つけ，さらには輸送のためのノウハウを学び，バラの
ビジネスに相次いで参入し，欧米にバラを売り込んだ．
現在では南米におけるバラ生産の主役は地元資本に
移った．コロンビアのバラはアメリカ合州国をはじめ，
パナマ・ペルー・ヴェネズエラ・チリなどに輸出され
ている．
  　アメリカ合州国では 1990 年にはバラの生産本数は
58,000 万本であったが，2012 年には 3,000 万本にま
で減少した．南米で生産されるバラにおされた結果で
ある．
  　従来，世界でバラを多く消費している国々はオラン
ダ・フランス・ドイツ，そしてアメリカ合州国などで
あったが近年ではロシアや中国でもその消費が伸びて
いる．オランダで取引される切り花の第一位はバラで，
それは切り花の約 30％を占める．
  　この項は以下の記事による．
  　藤エリカ（2014）：変わるバラ生産の世界地図．朝日
新聞グローブ，通巻 144 号，2014 年 10 月 5 日．
 9） 花のきれいなキク属の総称として，いろいろな種をま
とめてキク（学名 Chrysanthemum morifolium Ramat）
とよぶが，狭義には主として花を観賞する東アジア原
産の栽培ギクをさす．茎は一般に直立し，摘心するか，
秋になって花芽分化し，蕾が出てくるころでなければ
分枝しない．葉は互生し，2 ～ 3 対の欠刻があり，ま
た粗い鋸葉がある．頭花は上部に粗い散房状につく．
頭花は最外部には 20–30 個の総苞をつけ，その内部に
300–600 の小花をつける．最外部の小花は 1–2 重の舌
状花になり，それより内側は全部管状花である一重咲
きと，300–400 以上の大きな舌状花に覆われる八重咲
きがある．
  　かつてイギリス人は日本を the Land of Chrysanthe-
mum とよんだ．しかし万葉集にはキクの歌が一首も
ない．
  　多くのキク科植物では頭花の中央部の小花，すなわ
ち心花は筒状花からなり，雌雄両性であるのに対し周
辺部にある辺花の色が心花と異なると花は浮き立って
見え，訪花昆虫を引きつけるといわれる．現在までに
園芸的に栽培されたことのあるキク科植物はキク科全
属の 1/4 以上の約 270 種にのぼる．キク科植物は胚乳
を欠き，子葉に養分をためる．種子には油脂を含むも
のが多く，ヒマワリやベニバナは重要な油料植物であ
る．レタス類，シュンギク，ゴボウもキク科である．
10） バラは環境に対する適応性が高く，世界中で栽培され
ている．しかしバラの好む自然条件は陽当たりのよい
日向斜面である．そこでは色もよくなるといわれてい
る．したがって栽培には陽当たりや通風などの環境を
よくする必要がある．またバラは比較的乾燥した気候
を好むので，カメロン＝ハイランドのような湿度の高
い場所では栽培には技術的に難しい側面もある．カメ
ロン＝ハイランドのバラも元々の母株はオランダから
輸入されたものである．当時は輸入したときに一回だ
けロイヤリティを支払った．1990 年代半ばまではバラ
を接ぎ木で殖やした．台木（砧木）はカメロン＝ハイ
ランドにある野生のバラ科の植物で，地元民は“wild 
rose”と呼んでいる．接ぎ木をしたバラは長い期間の
利用（花の cutting）に耐えるが，接ぎ木には高い技術
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が要求されるので現在では接ぎ木はほとんどみられな
くなった．現在では挿し木で増殖する．
  　カメロン＝ハイランドにおけるバラは定植から最初
の収穫まで約6ヶ月かかる．成長したバラ株からは1ヶ
月半から 2 ヶ月に一回は採花でき，少なくとも 5 年以
上にわたり採花できる．管理さえよくすればバラは 20
年間は利用できると地元民はいう．出荷するバラは茎
を，ほぼ 70cm に切る．バラは以下の二種類に分けて
出荷される．
  　Grade A：茎が太くて，70cm 以上の長さがある．
  　Grade B：長さが短い．
  　香港やシンガポールが市場であったときにはバラは
夜に採花し，それを翌日の早朝にパックして KL へト
ラック輸送し，さらに，飛行機で輸出した．バラは採
花してから三日目の朝に市場である都市に到着してい
た．花卉栽培農家は「バラは病気にも強く，土壌もあ
まり影響しない花卉であった」というが，カメロン＝
ハイランドのバラ栽培は 1990 年代後半から 2005 年頃
にかけて極端に減少した．その最大の要因は中国・昆
明におけるバラ栽培の台頭である．中国は労働賃金　
が低く，カメロン＝ハイランドは香港やシンガポール
における価格競争に敗れたのである．前述のようにバ
ラとカーネーションの現在のマーケットはマレーシア
国内市場のみである．現在，カメロン＝ハイランド栽
培されているバラの多くは中国から親木 young plant
を輸入したものである．根のついた株を輸入している
が中国の株は安いうえにロイヤリティがない．「それは
中国の問題だ」と地元民はいう．オランダなどの新し
い品種のみにロイヤリティを払う．中国から輸入した
株は平均で 5 年間は利用できるという．そのなかには
10 年以上使っているバラもあるし，20 年以上使って
いるバラもあるが花がだんだん小さくなる．カメロン
＝ハイランドではバラは 45日から 60日ごとに採花し，
商品化できる．1 本のバラから年間で 10 ～ 12 本の採
花ができる．しかしカメロン＝ハイランドには雨季が
あり，このときにバラの品質は落ちる．乾季のバラが
よい．カメロン＝ハイランドで栽培されているバラの
主な色は赤とピンクであるが，オレンジ・黄色・紫な
どの色もある．バラ栽培のうえで最大の悩みは病害虫
の防除である．またバラ栽培のひとつの問題は栽培を
始めてから，早くても 1 年たたないと収穫できないこ
とである．資金のない農家にとっては無視できない問
題である．
  　カメロン＝ハイランドにおけるバラの利用期間 eco-
nomic life は 5–10 年である．
  　KL の花屋を観察するとバラは花屋の店頭面積の約
25％を占めており，マレーシアの国内で消費される花
卉ではもっとも人気のある花であるらしい．ついで，
ラン，キク，カーネーションなどである．一般的にい
えばマレーシアの消費者は赤やオレンジ色といった明
るい色彩を好み，パステル＝カラーは，あまり人気が
無いといわれる．
11） 現在の園芸種の Dianthus caryophyllus L. は，すでに
ギリシャ時代から栽培が始まり，17 世紀にはフランス
やイギリスで品種改良がおこなわれていた．19 世紀に
は交配などによって多くの品種が育成された．
  　カメロン＝ハイランドでは一般的に切り花用の品種
群は挿し木繁殖をして栽培する．カメロン＝ハイラン
ドで栽培されているカーネーションのほとんどはオラ
ンダから根のついた母株を輸入している．多くは新品
種の母株を輸入する．
  　オランダからの根のついた輸入母株は RM0.70 ～
0.75/本である（2015 年 3 月）．筆者らの聞き取りによ
れば，2001 年以降は輸入したときに一回だけロイヤリ
ティを支払った．それ以前はロイヤリティを支払って
はいないという．
  　苗を中国・昆明からも輸入しているらしいと話す農
家もあるが筆者らは確認できなかった．
  　輸入した母株から挿し木繁殖し，「挿し芽 baby 
plant」を生産する．まず成長した母株を摘芯し，挿
し芽にする側枝の成長をうながす．側枝が成長したら
カットして挿し芽として収穫する．親株からの「挿し
芽」の生産は一回目（4 本），二回目（3 本），三回目（2
本），四回目（2 本）までが一般的である．つまり，ひ
とつの親株からは 10–12 本の挿し芽が採れる．聞き取
りによれば五回目（1 本），六回目（1 本）をとる農民
もいる．「五回目と六回目は附録だ」と農民はいう．
  　この挿し芽をひとつのポットに三本植えて成長さ
せ，さらに側枝をカットして挿し芽にする．挿し芽
は 3–4 週間育苗して栽培圃場に移植する．移植後，4
～ 5 ヶ月で収穫できる．カーネーションは定植すれば
1 年 6 ヶ月は採花できる．苗の定植後の手入れがよけ
れば年間 5 ～ 6 回の採花が可能である．手入れが悪け
れば年間 2 回しか採花できない．平均的な採花は 3 ～
4 回である．カメロン＝ハイランドで栽培されている
カーネーションは 1 本に花がひとつのカーネーション
がほとんど（多分 80％以上）である．ほかに若干の
スプレー＝カーネーションがある．カーネーションの
economic life は 1 年から 1 年半である．
  　こんにち，カメロン＝ハイランドで生産されるカー
ネーションの市場は，すべて国内である．カメロン＝
ハイランドのカーネーション輸出はバラと同じように
2000 年頃から急減した．その理由はバラと同じで中国
（昆明）とコロンビアの台頭により香港とシンガポール
の市場を奪われたためである．またカーネーション栽
培では忌地 soil-sickness が発生するので，栽培をやめ
たという農家もある．
  　キリスト教社会ではカーネーションは「母性愛の象
徴」で，母の日には母親が健在の子どもは赤のカー
ネーションを，母を亡くした子どもは白のカーネー
ションを胸につける習慣がうまれた．この花の中央部
が赤いのはキリストの体から滴った血のせいだといわ
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れる．マレーシアには華人のキリスト教徒が多いので
国内市場での需要がある．
12） リモニウム Limonium・スターティス Statice・ジプソ
フィラ Gypsophila は植物学的には同じ科の異属であ
る．日本では一般的にはカスミソウとして販売されて
いるのはジプソフィラの類である．
  　ジプソフィラ gypsophila elegans はナデシコ科の植
物で学名は Gypsophila elegans である．和名ではハナ
イトナデシコ，ムレナデシコともいう．日本でポピュ
ラーなカスミソウにちかいが，カメロン＝ハイランド
のカスミソウは一般に日本で売られているカスミソウ
よりも花が大きい．マレーシアの華語では満天星とい
う．カメロン＝ハイランドでは baby’s breath（英名）
とよぶ生産者も多い．
  　耐寒性または半耐寒性の一年草で，ウクライナ，
コーカサス地方，イラン北部などの高緯度地方が原産
で，白またはピンクの小さな花を持つ多年草（ナデシ
コ科）であり，他のカスミソウ属と同じく岐散花序を
形成する．長日植物で，日長 10 時間以下の短日条件で
は開花が抑制される．12 時間以上の長日条件で開花が
促進されるが，その効果は日長が長いほど強い．また
短日条件でロゼット化が誘導されるが，温度はロゼッ
ト化にはあまり影響していないとされる．
  　スターティス statice はイソマツ科リモニウム属の
植物の通称で，マレーシアの華語では勿忘我，または
彩星花という．地中海沿岸が原産のイソマツ科の維管
束植物で世界では 120 種くらいが知られている．カメ
ロン＝ハイランドでは多年草である．よく分枝し，枝
の上部一面に小さな花がつく．薄紫色の小さな花をつ
けることが多いため，英名ではシー＝ラベンダー （sea 
lavender） やマーシュ＝ローズマリー （marsh rose-
mary） と呼ばれるが，ラベンダーやローズマリーとは
類縁関係にはない．
  　カメロン＝ハイランドの母株は，すべてオランダか
らの輸入である．カメロン＝ハイランドでは挿し芽で
子株を生産し，それを定植して 3 ヶ月で出荷可能と
なる．
  　カメロン＝ハイランドでは一般にはリモニウム
（limonium）やスターティスという生産者が多い．
13） リモニウム Limonium はイソマツ属（学名：Limo-
nium，）イソマツ科の維管束植物で 120 種ほどの種が
属している属である．華語では彩星花という．リモニ
ウム多年草または一年草で，まれに低木または亜高木
である．薄紫色の小さな花をつけることが多いため英
名ではシー＝ラベンダー （Sea Lavender） やマーシュ
＝ローズマリー（Marsh rosemary） と呼ばれるがラベ
ンダーやローズマリーとは類縁関係にない．代表的
な種にウコンイソマツ（英：plumbago）やハマサジ
（英：Autumn Statice），ハナハマサジ（英：Wavyleaf 
sea-lavender）などがある．属名の Limonium の語源
は「牧草地」を意味するギリシャ語（ラテン文字転写：
leimon）であり，Statice の語源は同じギリシャ語で（ラ
テン文字転写：statikos）「静止の」を意味する．
14） ガーベラ Gerbera （デージー；ゼブラともいう . 華語：
非洲菊；和名：センボンヤリ）の母株はオランダか
らの輸入された（年代不詳）ものである．「挿し芽」
baby plant で生産し，定植して 3 ヶ月で出荷可能と
なる．
15） ユリはユリ目ユリ科のうち，主としてユリ属（学名：
Lilium）の多年草の総称である．属名の Lilium はラテ
ン語でユリの意で，リリウムというとカメロン＝ハイ
ランドではユリを指す．マレーシアでは球根をオラン
ダから輸入している．
16） ピーコック Peacock flower はマメ科ジャケツノイバラ
属（学名：Caesalpinis pulcherrim）で，西インド諸島
の原産である．和名はオオゴチョウ（大胡蝶）という．
華語は黄美蘭という．カメロン＝ハイランドでは最初
はオランダから母株を輸入していたが，現在ではロー
カルな花卉のひとつとなっている．母株を cutting した
中からよい挿し芽を選び，殖やしていく．定植後，3 ヶ
月で収穫できる．小さな花で，新しいもの new variety
もある．
  　キク以外ではピーコックだけが生産に電照が必要で
ある．定植後，1 ヶ月半くらいから 1 日あたり 3 時間
30 分くらい電照する．茎の高さが 50cm くらいになっ
たら電照を止めて出荷できる．注文がなければ電照を
して，開花を抑える．
17） ソリダスター Solidaster はアスター（Aster；シナギ
ク）とアキノキリンソウ（英：Goldenrod）の間の雑
種である．宿根草で，花は小さなキク花が寄り集まっ
た塊のようにみえる．切り花として販売される．
18） アンスリウム anthurium は熱帯アメリカ原産のサトイ
モ科アンスリウム属の非耐寒性の常緑多年草である．
熱帯アメリカに 600 種ある観葉植物である．和名はオ
オベニウチワ（大紅団扇）という．
  　光沢のあるハート型の花（苞）が印象的な植物で，
赤，ピンク，緑色，白，紫などがあり，花の大きさも
さまざまである．世界では約 500 種以上のアンスリウ
ムが栽培されているといわれる．主に切り花としてさ
まざまなアレンジに使われ，また室内の鉢花にも利用
される．
19） バード＝バラダイス bird-of-paradise はゴクラクチョ
ウカ属（学名：Strelitzia）のひとつである．園芸では
学名のカタカナ表記そのままストレリチアやストレチ
ア（属）ということも多い．日本では極楽鳥花と漢字
表記する．セイヨウユキワリソウという和名もある．
カメロン＝ハイランドでは最初は台湾から輸入したも
のだといわれている．現在ではローカルな花卉のひと
つになっている．宿根を分蘖して殖やす．定植後 6 ヶ
月以上で出荷できるようになる．
20） アスター Aster（エゾギク）の種子は日本から輸入し
ている．リンドウ科エウストマ属の 1 ～ 2 年草で，学
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名は Eustoma grandiorum で，和名は洋桔梗という．
21） アメリカの中南部からメキシコに分布する．草原など
に生え，茎は直立して高さが 90 センチほどになる．4
月から 7 月ごろ，茎頂や葉腋に杯状のピンク色や白色，
薄紫色などの花を咲かせる．ヨーロッパや日本で品種
改良が進み，さまざまな花色や花形のものが作出され
ている．英語では prairie gentian という．直訳すると
「草原のリンドウ」である．「トルコ」と付くが北アメ
リカ原産のリンドウ科の植物で，キキョウとも何ら関
係ない．
22） ダンシング＝レディ dancing lady とはコチョウラン
（胡蝶蘭）のことである．コチョウラン（胡蝶蘭）属の
ランを総称してファレノプシス Phalaeonopsis という．
インド・マレーシア・東南アジアの多湿地帯の樹上に
着生する．カメロン＝ハイランドでは，かつてはシン
ガポールなどにも輸出される重要な花卉であったが，
商品化までの時間と手間がかかることもあり，現在の
生産は，とても少なくなった．
23） オンシデューム Oncidium は着生ランの一種で，黄色
で群がって咲く花が切り花にもされる．西インド諸島
から南アメリカ熱帯域に 500 種ある．
24） シンビジウム Cymbidium；シュンラン属のランで，洋
ランの重要な一群である．インド北部から中国・東南
アジア・オーストラリアに分布し，多くは，やや乾い
た場所を好む．
25） アガパンサス agapanthus は日本ではムラサキクンシ
ランという．華語では百子蓮という．マレーシアでは
ローカルなランで，根わけして殖やす．約 6 ヶ月で収
穫し，商品化できるので，年に二回出荷できる．
26） カメロン＝ハイランドから日本へのキクの輸出の関し
ては 5 ～ 7 月は需要が少ない．カメロン＝ハイランド
の生産者は，この時期に「日本では葬式が少ない」と
理解している．
27） 日本では中国からのキクの輸入も急増しているが，そ
れはマレーシアのスプレー＝ギクと異なり中大輪キク
が主流である．中大輪キクは日本のキク消費量の主流
であるが，まだ輸入の比率は低い．華北・華中の温帯
地域からは主に秋に，華南の亜熱帯地域からは冬に輸
入している．中国ではひとつの産地で周年供給できる
産地はなく，それぞれ年一作型である．ちなみに日本
最大の産地である愛知県は周年供給体制がとられ，年
三作以上の回転をする．沖縄は冬季出荷型の産地で
ある．
28） 日本における中大輪キクの需要は主に葬儀であるから
周年安定供給が重要であるが，現在のところ中国には
そのような産地がない．中国は技術水準の低い農場が
多く，生産性も低い．賃金によりカバーされている．
ただし中国の農産物に共通していえることではある
が，キクの価格がひじょうに安い．日本産の価格より
一桁安いので，輸送費を考慮しても国産品よりかなり
安く供給されている．
  　周年安定供給産地はグローバルにみれば中国ではな
く，マレーシアやコロンビアのように赤道近くの秋ギ
クだけで周年供給が容易にできる地域である．
29） 電照ギクは抑制栽培の一種である（阿部忠三郎，
1999）．キクは日照時間が短くなると花芽を形成し，そ
の後，蕾となり開花する．花芽が形成される前に人工
的に光をあてることによって花芽の形成を遅らせ，開
花時期を調節したキクが電照ギクである．使用するキ
クは秋に開花する，いわゆる「秋ギク」を利用するこ
とが多い．
  　日本ではビニールハウスを利用して，秋ギクが花芽
を形成するまえの 5 ～ 8 月ころの夜間（ほぼ午後 10
時から翌日の午前 2 時）に電球などの照明をあて，花
芽を形成させないようにする．9 月以降は照明をあて
ないで，通常通りに栽培する．これにより開花時期を
数ヶ月遅らせ，1 ～ 3 月に開花し，出荷される．
  　最近では，技術の向上により秋ギクだけではなく，
夏ギクもこの方法で栽培されている．
  　またビニールハウスを寒冷紗などで覆い，太陽光を
遮る方法も併用し，さまざまなキクを，さまざまな時
季に出荷が可能となっている．
  　電照は白熱電球が主流であったが，電照ギク専用の
電灯が開発され，現在はこれが主流である．蛍光球や
発光ダイオードもある．
  　カメロン＝ハイランドの電照は，一般的には 3m の
メッシュの交点に電灯 100w を配置する．電灯の高さ
は 2m である．光がむらなく行き渡るように気を遣う．
光が当たらないと早く開花してしまうからである．
30） 電照によってキクの開花を抑えるのと同時にキクには
植物の成長抑制剤（いわゆる矮化剤）も使用される．
一般的には「キクの本葉の間が長いのは格好良くな
い」といわれる．そこでキクの花茎につく本葉の間隔
（inter-nob）を短くする，つまり抑制するために世界
中で植物生長抑制剤（矮化剤；商品名 B9 ビーナイン）
が利用されている．
  　カメロン＝ハイランドでもすべての花卉生産者が利
用している．カメロン＝ハイランドでは定植から収穫
までの間に 3 ～ 4 回与える．B9 の 200 ～ 300 倍液を風
のない夕方に霧状に散布する．
31） 2000 年代，南米エクアドルは世界有数のバラ生産国に
成長した．アンデス山脈の標高 2,800m 附近に切りバ
ラ農園は集中している．バラはビニール＝ハウスで生
産されている．赤道直下で強い紫外線で花の色が鮮や
かになるといわれる．豪華なバラを好むロシア向けは
先方で花が開ききるように蕾が半分開いた状態で出荷
する．アメリカ合州国向けは蕾の開きが三分の一くら
いで切る．
  　切り取られたバラはバケツに入れられ，農場内の天
井に張り巡らされたケーブルにつり下げられ，隣接す
る加工場に運ばれる．加工場では，蕾の傷，形状を一
本一本について品質チェックがなされる．ロシア向け
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の茎の長さは 1m，アメリカ合州国向けは 50 ～ 60cm
と出荷先の好みに合わせて切りそろえる．合格したバ
ラは数十本ごとに束ねてベルトコンベヤーで冷蔵室へ
いれる．鮮度を保ち，夜の出荷前に箱詰めする．深夜
に国際空港近くにある切り花の貨物センターに保冷ト
ラックにより運ばれる．センターの冷蔵庫の温度は
1 ～ 2°C である．
  　クリスマスやバレンタインデーがもっとも多忙な時
期である．エクアドルからは世界の約 110 カ国にバラ
が輸出されている．赤道直下ではあるが首府のキト
Quito（標高 2,850m）周辺は，いわゆる“常春”の気
候で，一日のなかに春夏秋冬があるといわれる．年間
を通して平均気温は 14°C で，キト周辺の山岳地帯で
は冷暖房なしでバラ栽培が可能である．エクアドルの
バラ栽培は 1990 まで年は年間 1 万トン以下だったが，
2012 年には 9 万トンに増加した．エクアドルのバラ栽
培面積は世界一である．その輸出先でのシェアでは，
ロシアが一位，アメリカ合州国が二位，EU が三位で
ある．エクアドルのバラは「高品質」であるといわれ
る．収穫から次の収穫まで日本では 60 ～ 70 日である
が，エクアドルでは気温が低いために 90 ～ 110 日かか
る．このためにバラの花そのものが大きくなり，樹高
も高くなる．日本の市場におけるエクアドルのバラは
日本産やインド産のバラより値が高くつく．
  　エクアドルの輸出総額（2010 年）は原油（51.2％）
がトップで，次いでバナナ（11.6％），魚介類（おもに
エビ；9.7％），石油製品（3.9％）で，切り花（おもに
バラ）は 3.5％であり，重要な輸出産品となっている．
近年，切り花はエクアドルなどに加えて，アフリカ
のケニア産なども品質が向上し，競合が激しくなって
いる．
  　この項は以下の記事による．
  　才本淳子（2014）：バラ作り，赤道直下へ．「高級品」
自在に．朝日新聞グローブ，通巻 144 号，2014 年 10
月 5 日．
32） 東アフリカのケニアでは切り花などの花卉産業は紅茶
に次ぐ重要な外貨獲得産業（輸出総額の 7.7％でコー
ヒーより上位；2010 年）になった．このケニアでの成
功に刺激されて，エチオピアでも切り花は重要な輸出
産品（輸出総額の 6.2％；2010 年）の位置を占めるよ
うになった．エチオピアの切り花は主にドイツ，オラ
ンダ，そして中国にも輸出されている．
  　ケニアの花卉輸出の 74％はバラで，カーネーション
がこれに次いでいる．グローバルな花卉市場からみる
とケニアは EU への最大の花卉供給国で，EU の全花
卉輸入の 31％を占めている．ケニアの花卉の最大の輸
入国はオランダで，ケニアの総輸出量の 69％を占め
ている．この花卉はオランダでのオークションを経て
EU 域内はもちろん，アメリカ合州国・日本などにも
再輸出されている．またケニアにとってイギリスは第
二の輸出市場で，その輸出量の 25％を占める．次いで
ドイツ 5％，フランス 2％となっている（数値の年次不
明．在日本ケニア大使館の資料による）．
33） 中国では華北・華中の温帯地域からは主に秋に，華南
の亜熱帯地域からは冬に輸出している．沖縄は冬季出
荷型の産地であるが，日本最大の産地である愛知県は
年間三作以上の回転をして周年供給体制がとられてい
る．しかし中国には，ひとつの産地で周年供給できる
産地はなく，それぞれ年一作型である．
34） 花卉の開発者の権利を定めた国際条約である植物新品
種保護国際条約（UPOV 条約）（本部：ジュネーブ）
によればロイヤリティ（育成者への支払い）の基本概
念は次のように理解される．
  　植物品種保護の分野では，いわゆる特許における特
許協力条約（PCT: Patent Cooperation Treaty）に相当
する統一的な条約は存在しない．つまり，花卉の開発
者の権利を定めた植物新品種保護国際条約（UPOV）
があるが，その植物の「権利品種」をもつ育成者が母
国だけではなく，各国の機関に登録して，国境を越え
てロイヤリティの支払いを求める必要がある．
  　つまり，その国々における植物新品種保護国際条約
（UPOV）の批准の有無にかかわらず「権利品種」は日
本で育成したものであっても，日本を含めて世界各国
で登録の必要がある．
  　たとえば，カメロン＝ハイランドの花卉栽培農家が
オランダで育成されたキクの品種を栽培する場合，そ
の栽培農家と育成者との間でプライベートな契約が結
ばれる．すなわち，その花卉の栽培のためのライセン
ス契約が育成者と生産者との結ばれるのである．この
ために育成者の多くは専門の代理店と契約している．
  　そして育成者から栽培農家に無病のエリート株（母
株）が提供され，そのなかで栽培農家は育成者にロイ
ヤリティを支払うことになる．
  　大きな規模の花卉栽培農家は，しかるべき機関に加
盟し，上記のような手順をふんでロイヤリティの問題
をクリアーするが，小規模な花卉栽培農家は機関に加
盟せず，資金の問題があるので，上記の手順をふまな
いで，つまりロイヤリティを支払わずに花卉を栽培す
る．その花卉を輸出すると輸入国側ではロイヤリティ
の支払いを育成者から要求される．
  　カメロン＝ハイランドから日本の業者が輸入するキ
クにも日本側でロイヤリティを支払う義務が生じる場
合も多い．カメロン＝ハイランドの華語では日本徴収
専利費（菊花）代収という．筆者らの聞き取りによれ
ば，それは € 0.011/本（RM0.046/本；邦貨 約1円60銭）
である．日本の輸入業者は花卉の品種毎に本数を確認
してロイヤリティを支払う．
  　カメロン＝ハイランドの花卉栽培農家のなかにはマ
レーシアから日本に輸出すると，日本がオランダにロ
イヤリティを支払っていることを理解している場合も
あり．「このようなことをするのは日本だけで，シンガ
ポールでは支払っていない」という（シンガポールに
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ついては筆者ら未確認）．
  　一方，このような植物新品種の有効期間は各国で定
められている（伊藤武泰，2008）．日本では全植物が対
象で25年（樹木30年）であり，EUも25年（樹木30年）
である．中国は 15 年（樹木 20 年）である．シンガポー
ル・ベトナム・マレーシア・インドネシア・フィリピ
ンなどは 20 年（樹木 25 年）である．
  　マレーシア・インドネシア・フィリピン・タイ・
台湾などは植物新品種保護国際条約（UPOV：Union 
Internationale pour la Protection des Obtentions Veg-
etales；英語名：International Union for the Protection 
of New Varieties Plants）を批准していない．
35） 「ネパールでは一般的には中東への出稼ぎが多いが，ネ
パールではマレーシアの労働賃金は安いといわれてい
る．しかし月に邦貨で 3 万円になるのであれば満足す
べき，妥当な金額である．ネパールでは大学教授でも
月給は 3 万円程度である．若い講師では 2 万円くらい
である．2000 年代前半までのネパールでは土地も物
価も安かった．当時は日本に 3 年も出稼ぎすれば，家
が一軒建った．2013 年 2 月現在，カトマンズに家を
建てると 400 万円かかるだろう」． 以上は，筆者（白
坂）の友人の，ある日本人ネパール研究者からの情報
（2013 年 2 月）である．
36） ココナッツの果実の堅い殻をつくっているファイバー
状の層で，ロープやマットをつくるためにとられた繊
維の残りを 3 ～ 5 年ほどの期間，堆積して，発酵させ
たもので，これをココ＝ピートという．ピート＝モス
peat-moss に代わり土壌改良材として世界中で利用さ
れている．ピート＝モスの採掘は環境を破壊し，生態
系に影響を与えるが，ココ＝ピートは熱帯のヤシ栽培
プランテーションで生産されるので，それがない．業
界ではスリ＝ランカ産がもっとも優れているといわれ
ている．
37） Tapa には標高 500m 以下に 2 つの花卉農園がある．そ
のうちの一つはキクの苗を生産している．もう一つの
農園は主として熱帯に適した葉もの ornament leaves
の breeder であるが，lowland cut chrysanthemum も栽
培している．
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Photo. 1.  Landscape of Boh Tea Plantations
In this tea plantation of the British capital, tea cultivation begun 
in 1929, and the company has three processed tea factories in 
2014, and approximately 800 workers work （Photo: S. Shira-
saka, March 2013）.
Photo. 2.  Landscape of Blue Valley
There was one tea plantation in the steep slope of the slightly 
elevated hill until 2012 in Blue Valley. However, they leveled and 
flattened the mountain on a large scale and did it flatly, and devel-
oped land for cultivation. The remains of the hill are seen on the 
left side of this photograph （Photo: S. Shirasaka, March 2015）.
Photo. 4.  Golf Links and bungalows
Hill stations were a place for leisure, and the golf course is one 
of the required items for leisure activities. Personal bungalows 
lies scattered in the neighboring hills. There is a part of golf 
links this side of photograph （Photo: S. Shirasaka, March 1985）.
Photo. 3.  A Bungalow“山上涼亭”
This bungalow, which opened in 1933, is still owned and used 
by possessed by the Overseas Missionary Fellowship （Photo: S. 
Shirasaka, March 2014）.
Photo. 6.  “Kedah House”
The holiday bungalow for the Royal family members of the 
Sultan of Kedah is one of the typical bungalows in the Cameron 
Highlands. This type of bungalow had numbered 50 in 1935 
（Photo: S. Shirasaka, Aug. 2006）.
Photo. 5.  The Smoke House Hotel
The Smoke House Hotel is one of the old and famous hotels 
and it opened in 1937. It is an English country house and the 
building is typical colonial style （Photo: S. Shirasaka, Aug. 
2006）.
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Photo. 7.   A symbolized scene of the Cameron Highlands
Copthorne Hotel Cameron Highlands of Tudor style opened 
in 1999 on hilltop. Tourists can overlook terrace-formed fields 
of vegetable and flower fields under vinyl roofed-rain shelters 
from this hotel （Photo: S. Shirasaka, March 2013）.
Photo. 8.  Landscape of a part of Brinchang Town
Many shop-house-style buildings are in the city areas of the 
Cameron Highlands （Photo: S. Shirasaka, Aug. 2006）.
Photo. 10.   Vinyl roofed rain-shelter cultivation for a farm-
er LYF, interviewed for this study
Plastic roofed rain-shelter can be an effective protection against 
strong rains （Photo: S. Shirasaka, March 2015）.
Photo. 9.  Landscape of Kampong Raja
Plastic roofed rain shelters surround the settlement of Kampong 
Raja. There are many floriculture farmhouses in Kampong Raja 
（Photo: S. Shirasaka, March 2015）.
Photo. 12.   Landscape of typical broad-terrace in the field 
of farmer LBY, interviewed for this study
Farmers prefer broad terrace of bench-terrace due to the conve-
nience for farming （Photo: S. Shirasaka, March 2015）.
Photo. 11.   Landscape of bench-terraces in the fields of 
farmer LYF, interviewed for this study  
Famer LYB covers the slope with boards; soil erosion is a prob-
lem in the uncovered area of vegetable farms （Photo: S. Shira-
saka, March 2015）.
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Photo. 13.  Chrysanthemum fields of TGP Company
Chrysanthemum is ready for shipment, approximately 45 days 
after transplanting （Photo: S. Shirasaka, March 2015）.
Photo. 14.  Flower sorting area of TGP Company
The chrysanthemum is sorted on a belt conveyor, which is 
imported form the Netherlands. Foreign workers are fixing the 
length of chrysanthemum and bundle them by 12 stems each to 
make shipping packages for export （Photo: S. Shirasaka, March 
2015）.
Photo. 16.  Baby plant rooting in TGP Company
Workers plant baby plants in nursery trays for rooting. Then 
nursery trays are covered with vinyl for two weeks before trans-
planting （Photo: S. Shirasaka, March 2015）.
Photo. 15.   Young plant upbringing in pots （TGP Com-
pany）
Mother plants imported from South Africa are potted to grow 
to be young plants for producing cuttings （Photo: S. Shirasaka, 
March 2015）.
Photo. 18.   Production of baby plants by foreign workers 
in WCP Company
One foreign worker plant 2,000 /day at least on the average 
（Photo: S. Shirasaka, March 2015）.
Photo. 17.  Rooted cuttings’ tray of WCP Company
In Rooting, they need approximately two weeks. They ship 
rooted cuttings in a tray unit （Photo: S. Shirasaka, March 2015）.
